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「誰が何と言おうと、絶対やめさせるべきです」

　王宮の議会を束たばねる『三さん賢けん人じん』の一人、シオン・ジュレットは凜りんと主しゆ張ちようした。

　まだ二十三歳という若さで摂せつ政しように就任し、その美び貌ぼうも相あいまって国内の女性に騒がれているものの、金の髪に映える葡ぶ萄どう色いろの眼まな差ざしは冷ややかで取りつく島もないほど硬こう質しつだ。

　その視線は真っ直ぐに、二人の年配男性へ向けられていた。

「ユウェル陛へい下かは、何と言ってもまだ若いのです。有力な後こう見けん人にんもなしに齢よわい十三歳で即位されたことを思えば、まだまだ皇こう帝ていとしての威い厳げんも足りません。それを……」

「しかし、皇帝が即位した後は、直じき々じきに民衆へ声をかけるのが我がセレネイド国古来よりの慣わしだ。まして、戴たい冠かん式しきは一ケ月も前に済んでいる。いい加減、肖しよう像ぞう画がだけでは皆も痺しびれを切らしているのだ」

「そうですよ、シオン殿。それでなくても、前皇帝、皇こう后ごうが不幸な事故によって突然ご逝せい去きよされたことに国民は動どう揺ようしております。新皇帝の凜り々りしいお姿を披ひ露ろうすることは、それらの憂うれいを吹き飛ばすことになりましょう。若き王を戴いただくのは、何もセレネイドに限ったことではございません」

「ですが……」

「ただ一度でいいのだ。皇帝陛へい下かを一度でも拝見すれば、国民の忠ちゆう誠せい心しんはいや増すというもの。まして直じかに声を聞けるとなれば、それだけで感激する者も多かろう」

　海千山千の老ろう獪かいな同どう輩はいたちは、取り越し苦労だと苦笑せんばかりだ。

　けれど、シオンは同意を渋り続けた。

　なぜなら、前皇帝と皇后の死に関する不ふ穏おんな噂うわさを耳にしたばかりだからだ。

（だが、この場で迂う闊かつにそれを口にはできない……）

　執しつ務む室しつの隣に位置する小部屋は、議会より選出された『三賢人』と呼ばれる摂政たちが秘ひ密みつ裡りに会合を行う場所でもある。本来、どんな機密事項もここでは明らかにされるべきだし、話し合って対策を立てるのが筋だろう。

　しかし、シオンは自分以外の二人──摂政に就ついて半世紀の老人・カールト公こう爵しやくと、父の代から引き継いで十年になるミュートス伯はく爵しやく──を信用してはいなかった。

（とはいえ、私はユウェル陛下の即位と同時に摂政職に就いた新参者。三人の中で一番発言権は低い。いくら陛下と親しい立場でも、公こう私し混こん同どうと取られるのがオチだ）

　歯がゆさを心の底に押し隠し、「仕方ありませんね」と溜ため息いきをついた。

「それでは、占せん述じゆつ師しを呼んで日を決めましょう。ユウェル陛下には、私からお話をしておきます。それでよろしいですか、カールト公、ミュートス伯」

「うむ、頼みましたぞ、シオン殿」

「なぁに、まだ少年とはいえユウェル陛下は亡なき皇后様に面おも差ざしの似た、まことに眉び目もく秀しゆう麗れいなお方だ。ご尊そん顔がんを拝せば、国民の人気はますます高まるでしょう。現に、即位した直後から隣国より縁えん談だんの申し込みがいくつも届いているというではありませんか」

　能のう天てん気きな口調がはたして本心からのものかどうか、判断するにはまだ情報不足だ。シオンは適当な愛あい想そ笑わらいを返すと、それでは、と小部屋を後にした。何はともあれ、ユウェルを民衆の前に出すのなら相応の警備が必要だ。

（そうだ。もし、前皇帝と皇后が謀ぼう殺さつされたのだとすれば、ユウェル陛下の身も危ない。どこで刺し客かくが狙ねらっているか、わかりはしないからな）

　王族の直系男子はユウェル一人だが、王位継けい承しよう権けんを持つ人間は他にもいる。

　中でも前皇帝の甥おい、グレンダ侯こう爵しやくはユウェルに次ぐ継承権の持ち主で、彼を次期皇帝に推おす声もちらほら上がったくらいだ。いくら帝王学を学んでいるとは言っても、やはり十三歳の少年を玉座につかせることに不安を覚える議員は多かった。

「──兄さん」

　ユウェルの待つ部屋へ向かう途中、柱の陰から声がかけられた。

「どうだった、狐きつねと狸たぬきのお守りは？」

「スフィル、言葉を慎つつしめ」

「でも、腹の中じゃ同じこと思ってるだろ。いや、兄さんのことだから、もっとえげつない表現使ってるのかもしれないけどな」

　冷やかすような口調に眉まゆを顰ひそめると、五歳年下の異い母ぼ弟てい、スフィルが陽気な笑顔で姿を現す。十八歳という若さで近この衛え兵へい団だんの一個部隊を率ひきいる彼は、亡くなった母親と同じ浅黒い肌を潔けつ癖ぺきな白い軍服に包んだ、情熱的な闇やみ色いろの髪と瞳ひとみの持ち主だ。

「今さら言うことではないが」

　シオンは、嘆たん息そく交じりに言った。

「父親だけでも同じ血を引いているとは思えないな、おまえは」

「それは俺のセリフだよ、シオン兄さん。第一、俺は兄さんほど腹黒くない」

「私のどこが腹黒だ。人聞きの悪いことを言うな」

「だって、おっかなかったぜ。小部屋から出て来るなり、顔からすーっと微び笑しようが消えて。気をつけろよ、どこで誰が見ているかわかんないんだから」

「隠れて人の様子を窺うかがうような奴やつが、何を偉そうな口を利きく。それより、ユウェル陛下のお披露目が決まったぞ。近衛兵団の出番だ、気を抜くなよ」

「え？」

　アーモンド形の目をぱちくり、と瞬またたいて、スフィルは間の抜けた声を出す。

　マジかよ、とガラの悪い呟つぶやきを続けて漏もらし、彼は急に真面目な顔つきになった。信念に溢あふれた強い目力で見み据すえられ、さすがのシオンも居心地が悪くなる。

「兄さん、どうして反対しなかった？」

「したに決まっているだろう。だが、狐と狸に押し切られた」

「そんなの、策さく士しなあんたならどうとでも言いくるめられるじゃないか。ユウェルが命を狙われているかもしれないって、そう言ったのはあんただぞ！」

「しっ。声が大きい」

　どこで、誰が聞き耳を立てているかもわからない。

　咎とがめるシオンに、憮ぶ然ぜんとしてスフィルが腕を組んだ。

「俺だって、おかしいなと思ってはいるよ。ユウェルが食事の時に決まって通る廊下で、天井のシャンデリアが落ちてきたことがあるよな。戴冠式の予行演習で大だい聖せい堂どうへ向かう時は、馬車の車輪が途中で緩ゆるんで危うく事故になりかけた」

「ああ。他にも、前皇帝と皇后の墓へ献けん花かに行く際、どういうわけか用意された花が打ち合わせと違うもので、しかも毒どく花ばなだったこともある。花屋への発注間違いという話だが、ユウェル陛下がお咎めなしにしなかったら関係者は全員死し罪ざいになるところだった」

「……あのさ」

「どうした？」

「そうやって考えると、ユウェルってめちゃくちゃ運がいいよな。もし意い図と的てきに命を狙っていたとしたら、暗あん殺さつ計画はことごとく失敗してるってことだろ」

　スフィルは「さすが少年王」などと心の底から感心しているが、能天気な感想にシオンは溜め息を漏らさずにはいられなかった。

「とにかく、ユウェル陛下を呼び捨てにするな。もう、私たちの幼おさな馴な染じみだった彼とは違うんだぞ。たとえ近衛兵団団長だとしても、事と次第によっては不ふ敬けい罪ざいだからな」

「ちぇっ、淋さみしいこと言うなよ。あいつが生まれた時から知ってるのに……」

　納得のいかない様子で毒づき、スフィルは不ふ機き嫌げんに眉根を寄せた。

　粗そ野やな態度や乱らん暴ぼうな口調を使っても、どこか品を失わないのは彼の美点だ。皇帝直ちよく属ぞく故ゆえの華か美びな装そう飾しよくの軍服が軽けい薄はくに見えないのも、佇たたずまいに清せい潔けつ感かんがあるからだろう。加えて、野性味と少年らしさを残したまま成長した顔立ちは、なかなかに魅み力りよく的てきだ。

　しかし、シオンは面と向かって生意気な異母弟を褒ほめたことはない。

　容姿だけでなく性格も正反対で、彼とはことごとく気が合わなかった。

　そんな自分たちの唯ゆい一いつの共通点が、新皇帝のユウェルだ。

　シオンとスフィルの生家ジュレット家と王族のシャマラン家は縁えんが深く、皇こう太たい子しのユウェルとは生まれた時からの付き合いだった。乳う母ばよりよほどシオンたちの方が面倒を見たし、シオンは家庭教師、スフィルは剣の師匠としても優秀だったのだ。

「兄さんがそんな風だから、ユウェルは不満そうだぞ。シオンは融ゆう通ずうが利かないって」

「何と言われようと、私にはユウェル陛下を立りつ派ぱな皇帝に育てる義ぎ務むがある」

「〝三賢人〟の摂政に就いたからって、そんなに張り切らなくてもいいのに」

「じゃあ、おまえはどうなんだ。近衛兵ジュレット団団長、スフィル・ジュレット」

　厳しい声こわ音ねで真っ直ぐ正面から見つめ返し、シオンは挑ちよう発はつ的てきに言う。

「民衆の前に無む防ぼう備びな姿を曝さらけ出すユウェル陛下を、その身を挺ていして守れるのか？」

「もちろん──一命にかけて」

　自信たっぷりに即答し、スフィルはニヤリと笑んだ。

　自うぬ惚ぼれではなく、実際に彼は剣の腕が立つし、咄とつ嗟さの判断力にも申し分がない。

「とにかく、お披露目が決まった以上は仕方ない。万ばん難なんを排はいしてあいつを守るよ」

「頼んだぞ。お前の腕だけは、私も認めている」

「腕だけは……ね」

　皮ひ肉にくっぽく反はん芻すうし、彼は「兄さんの頭ず脳のうにも期待しているよ」とうそぶいた。




　何としても、若き新皇帝の命を守ってみせる。

　決して相性がいいとは言えない兄弟だが、その思いだけは同じだった。
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　冗談じゃないわよ、と屈くつ強きような男たちを前にメグ・バーシアは思った。

　か弱い十五の乙女おとめ一人に、こいつらは寄ってたかって禿はげ鷹たかのように迫ってくる。しかし、怯おびえてなんかいられなかった。ここで舐なめられたら、相手は図に乗る一方だ。

「父は留る守すです。お帰りください」

　玄関で両足を踏ん張り、小こ刻きざみな震ふるえがバレないように声を張り上げる。

「それに、仮にいたとしても貴方あなたたちと話すことなんかありません」

「何だとォ、こらぁッ」

「こっちにゃ、れっきとした借しやく用よう書しよがあるんだ！」

「ふざけたこと抜かしてると、ガキだからって容よう赦しやしねぇぞ！」

「ふざけてんのはどっちよっ。父さんはお友達の保証人になっただけで、そのお友達を汚い手口で陥おとしいれて夜逃げに追い込んだのは、あんたたちのボスだって知ってんだから！　父さんが借金を肩代わりしなきゃいけない理由なんかないわ！」

「ふぅん。ずいぶん威い勢せいがいいじゃねぇか、お嬢じようちゃん」

　しまった、と思ったが後の祭りだ。

　男たちはたちまち不気味な笑みを浮かべ、一いつ触しよく即そく発はつの剣けん吞のんな空気が張り詰めた。

「人に金借りといて開き直る気か……？」

「そ、そうじゃ……なくて……えっと」

「元気がいいのはけっこうだが、開き直りは感心しねぇなぁ」

「開き直りじゃ……なくて……」

　じり、と距離を詰められて、思わず後ずさりかけたが踏み止とどまる。

　ダメだ。ここで気け圧おされたら、連中はドカドカと家の中へ踏み込んでくるだろう。それだけは、絶対に避さけなくてはならなかった。連中は血も涙もない借金取りだ。金に換かえられそうな物は、きっと残らず持っていこうとするに違いない。

　そう、例えば何より大切な……──。

「そんなこと、させるもんですかぁっ！」

　両手の拳こぶしを握にぎり締しめ、メグは仁に王おう立だちで唐とう突とつに叫んだ。

　男たちは虚きよを衝つかれ、一瞬隙すきだらけになる。メグはすかさず手近のホウキを逆さに摑つかむと、機き敏びんな動きでみぞおち、脛すね、喉のどに連続で鋭するどい一いち撃げきをお見舞いした。

「うがっ」

　苦く悶もんの声を上げ、男たちが悶もん絶ぜつする。まさか目の前の小娘に攻撃されるとは、夢にも思わなかったに違いない。メグは油ゆ断だんなく第二弾の構えを見せたが、不意を衝つかれた彼らは戦意喪そう失しつしたらしく、口々に悪あく態たいや呪のろいの言葉を吐はいて退たい散さんしていった。

「次に来たら、ガッタガタにするわよっ」

　連中の姿が見えなくなるまで、微び動どうだにせずホウキを握り締める。

　やがて長い柄えがカタカタと震え出し、メグはみるみるその場にへたり込んだ。

「こ……怖かった……」

　張り詰めていた気持ちがいっきに緩ゆるみ、視界がうるっと滲にじんでいく。よくあんな大だい胆たんな真ま似ねができたものだと、我ながら信じられなかった。

「あ、今のうちに隠しておいた方がいいかな」

　恐らく、彼らも諦あきらめたわけではないだろう。また、日を空あけずに来るに違いない。

　メグは急いで立ち上がり、慌あわてて自室へと駆けて行った。

「ふぅ……」

　いつもそうであるように、クローゼットの前で小さく深呼吸をする。

　そっと息をひそめて両扉を開くと、眩まぶしい純白のドレスが目に飛び込んできた。

「母さんの形見。これだけは、絶対に手放さないんだから」

　メグはハンガーからドレスを外はずすと、姿見の前で合わせてみた。

　染み一つない、美しい光こう沢たくの上等なシルク。

　ビスチェドレスの上にハイネックラインの総レースボレロを重ねたデザインは、手首までぴっちりと肌を包み込むようになっている。

　細いウエストから広がる、細かなドレーブ。

　ふっくらと膨ふくらんだスカートの裾すそには、繊せん細さいなアンティークレース。

　まるでお伽とぎ噺ばなしの主人公が、ハッピーエンドで着るようなウェディングドレスだ。これは亡くなった母が遺のこした唯一の形かた見みであり、かけがえのない宝物だった。

「母さん、お金持ちのご令れい嬢じようだったって言うものね。駆け落ち同然に父さんと結婚して、一つだけ持ち出したのがこのドレス……」

「お姉ちゃん、またそのドレスに見み惚とれているの？」

「きゃっ」

　突然声をかけられて、わたわたと焦あせる。近所へお使いに出ていた妹のソニアが、いつの間にか帰ってきていたようだ。

「ねぇ、そろそろ王宮広場へ行こうよ。私、急いで帰ってきたんだから。早くしないと、新皇こう帝てい様のお披露目が始まっちゃうよ」

「はいはい、あんたの大好きなユウェル皇帝ね。いけない、すっかり忘れてたわ」

「もう、なんでそんなに冷静なの！　皇帝の素顔を実際に拝見できる、滅めつ多たにない機会なのに！　しかも、美少年と噂うわさのユウェル陛下だよ！」

　同じ年という親近感もあるのか、配布された肖しよう像ぞう画がを見た時からソニアはユウェルにご執しゆう心しんだ。けれど、メグの方は正直まったく興味はなかった。十三歳なら実際の政治は議会を通して行われるだろうし、誰が皇帝でも庶しよ民みんの暮らしに大きな違いはない。

「ねぇ、ソニア。夢を壊こわして悪いけど、あんまり期待しない方がいいわよ」

「なんで？」

「肖像画なんか、美び化かしてあるに決まってるじゃない。それに、わざと本人とは似せないで描くって話を聞いたことがあるわ。顔が広く知られると、皇帝の命を狙ねらう輩やからが出てきたりするからだって。だから、ユウェル陛下もきっと……」

「お姉ちゃんは、夢がなさすぎ」

　呆あきれたように言い返され、ぐっと言葉に詰まってしまった。

　確かに、よく「可か愛わいげがない」「現実的すぎる」「娘むすめらしくない」と周囲からさんざん言われている。けれど、物心ついた頃に母親を病気で亡なくし、幼い妹と人の好よい父親の面倒を見るのに精一杯だったメグには、可愛げも夢も縁えん遠どおいものだったのだ。

「でも、そのドレスだけは別だよね。お姉ちゃんの宝物」

「だって、母さんが遺した唯ゆい一いつの品だもん。ソニアは赤ちゃんだったし、あんまりよく覚えてないだろうけど、綺き麗れいな人だったんだよ」

「で、そのドレスからは母さんの温ぬくもりを感じるんでしょ」

「うん、まぁ……そうなんだけど……」

　散さん々ざん聞かされているせいか、今一つな妹の反応にがっかりする。仕方がない、ソニアの頭の中は「ユウェル陛下に一目会う」ことでいっぱいなのだ。

「お姉ちゃん、早くってば」

　弾はずんだ声で急せかされて、メグは急いでドレスをクローゼットにしまった。
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　メグが父と妹と暮らしているのは、商人や職人が多く住む王都の下町だ。

　物価の高い王宮付近には滅多に近寄らないが、久しぶりに中心部へ出てみると人の多さに圧あつ倒とうされてしまう。何しろ皇帝のお披露目は、ユウェルの父である前皇帝が即位した時から数えて実に二十年ぶりのことなのだ。

「ふわぁ、ちょっと凄すごい人込みじゃない。まるでお祭りみたい」

「お姉ちゃん、見て。出店がたくさん出てる！　ユウェル陛下の肖像画も売ってるよ」

「まさか、また欲しいなんて言うんじゃないでしょうね」

「そうじゃないけど……う～ん……」

「どうしたの？」

　屋台に掲かかげられた肖像画を見つめ、ソニアが小こ難むずかしい顔になる。

「今まで気が付かなかったんだけど……」

「ん？」

「ユウェル陛下って、お姉ちゃんとちょっと似てる」

「あのねぇ、いきなり何を言い出すのよ。向こうは男よ、お・と・こ！」

「だから、ちょっとだけだってばぁ」

　慌てたように笑ってごまかされたが、メグは地味に傷ついた。ユウェルは容よう姿し端たん麗れいと評判ではあるが、男に似ていると言われて喜ぶ女はいない。

（似ている……かなぁ……）

　鎖さ骨こつまで伸びている己おのれの栗色の髪を、指先に絡めてまじまじと考える。

　肖像画のユウェルも、少し癖くせのある明るい栗色の髪だった。

　瞳はメグと同じ琥こ珀はく色いろで、やや上がったまなじりは誇り高くて意志も強そうだ。十三歳にしては少し大人おとなびているが、目鼻立ちの整った顔は確かに美少年と呼べるだろう。

（その理り屈くつでいったら、私は美少女と呼ばれてもいいはずじゃない？）

　残念ながら、そんな名誉に与あずかった記憶は一度もなかった。

　むしろ、その敬称は妹のソニアこそ毎日のように浴びている。彼女は姉の贔屓ひいき目め抜きでも、睫まつ毛げびっしりの大きな瞳と愛らしい表情が魅力的な可愛い少女だ。

（要するに、私は男顔ってことか……）

　はぁ、と小さく溜ため息いきが出た。

「お姉ちゃん、怒ってるの？　顔が怖い……」

「怒ってないわよ。ただ、男に生まれていたらなぁって思っただけ」

「え？　どうして？」

「男だったら、ハンサムでモテたかもしれないでしょ。現に、ユウェル陛下も肖像画を近きん隣りん諸しよ国こくにばら撒まいた途と端たん、あちこちの王家から〝ぜひ、うちの姫君と婚こん姻いんを〟って申し込みが殺さつ到とうしているらしいもの。だったら、私だって金持ちの家の娘が言い寄ってきて逆タマに乗れたかもしれないじゃない？　そうしたら、あんたや父さんにも楽を……」

「嫌いやよ、そんなの！」

　強い口調で否定し、ソニアが腕にギュッとしがみついてくる。

「お姉ちゃんは、お姉ちゃんのままがいい！　貧乏でも一緒がいいよ！」

「ソニア……」

「それに、玉たまの輿こしなら私が乗るから。今だって三人くらいボーフレンドがいるけど、どの子も将来有望なの。だから、お姉ちゃんは安心していいからね」

「あ、そう……」

「そんなことより、お姉ちゃん、そろそろ時間！」

　わっと周囲で歓かん声せいが上がり、にわかに空気が熱くなった。

　広場に突き出したバルコニーの方向へ、観衆の大きなうねりが流れていく。さして興味のなかったメグも熱ねつ気きに煽あおられ、ドキドキと鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

「いらしたわ！　ユウェル陛下よ！」

　感極まったようにソニアが叫び、瞳を潤うるませてバルコニーを指差した。

　おおお、と人々が感嘆の声を漏らす中、建物の奥からゆっくりと人影が現れる。

「あれが……」

　王家の正装であるセレネイドの民族衣装に身を包み、生地の緋ひ色いろにも負けない強烈な輝きを瞳に宿らせた少年が、その頭上に王冠を戴いただきながら群ぐん衆しゆうを厳おごそかに見下ろした。

「ユウェル陛下……──」

　何て──何て凄すごい存在感があるんだろう。

　真っ先に頭に浮かんだのは、その言葉だった。

　小柄な印象を吹き飛ばす、威い風ふう堂どう々どうとした眼差し。

　静かに右手を上げ、優ゆう雅がに手首から先を動かす神秘的な仕草。

　宝石を散りばめた黄金の王冠すら、彼の引き立て役にしか見えなくなる。

「お姉ちゃん、ユウェル陛下、肖像画よりずっと素敵！　ねぇ、どうしよう！　ああもう、ニコリともしないよ！　でも、その凜り々りしさがいいよね！」

「いたっ、いたた、ソニア痛いってばっ」

　興奮したソニアがバンバンと背中を叩たたき、お蔭かげでメグも我に返った。

「ああでも、やっぱり肖像画とはちょっと違うかも。実物の方が年とし相そう応おうみたい」

「ねぇねぇ、後ろにいるの、ジュレット家の兄きよう弟だいだよ！」

　狂きよう喜きするあまり話など聞いちゃいない妹は、わあっとまた悲鳴を上げる。彼女が指差した先には、ユウェルの後ろに付き従う二人の青年の姿があった。

「ジュレット家って、代々摂せつ政しようを務める大貴族だったっけ？」

「あ、お姉ちゃんでもさすがに知ってるんだ。ユウェル陛下も素敵だけど、ジュレット兄弟もいいよねぇ。三人が揃うと、何だか一枚の絵みたい」

「まぁ、確かに全員顔はいいわね」

「そんな、あっさり一言で片づけないでよぉ！　凜り々りしくて俺サマっぽいユウェル陛下、明るくて爽さわやかなスフィル様、綺麗で近寄り難がたいシオン様……もう完璧でしょ！」

「はいはい」

　ソニアの熱狂ぶりには若じやつ干かん引くが、（まぁ、無理もないか）とメグは思う。

　実際、ジュレット家の兄弟は滅多にお目にかかれないほどの美形だった。

　ユウェルの右に控ひかえる摂政、シオンは金の髪に葡ぶ萄どう色いろの瞳、左の近衛このえ兵へい団だん団長、スフィルは黒髪に夜の瞳と対照的だが、どちらも魅み力りよく的てきなことに変わりはない。容よう貌ぼうがまるで似ていないのは、彼らの父親である先代のジュレット伯はく爵しやくが愛あい妾しようを一ダースは抱かかえていたと噂される美び丈じよう夫ふだったせいだろう。いかにも貴き族ぞく然ぜんとしたシオンに比べ、浅黒い異国の肌を持つスフィルは恐おそらく妾しよう腹ふくではないかと思われた。

「あ～ん、今日は一生分の美形を見ちゃったかも！　幸せ！」

「大おお袈げ裟さねぇ」

　くすくすとメグは笑うが、満まん更ざらソニアの言うことも間違ってはいない。

　王族や大貴族ともなれば違う世界の人間だし、古来よりの慣わしで皇帝は即位後、一度は国民に顔出しをするが、それ以降は基本的に素顔を晒さらさなかった。

「もったいないよねぇ。せっかくカッコいいんだから、どんどん出て来た方が国民の人気だってもっと高まると思うよ。お姉ちゃん、そう思わない？」

「暗殺の危険から、身を守るためだって父さんに聞いたことがあるわ。セレネイドは海と山を擁ようする豊かな国だから、戦争が盛さかんだった昔は隣国に狙われやすかったんだって。今は外交を重ねて各国と友好関係にあるし、そこまで神しん経けい質しつにならなくてもいいと思うんだけど、しきたりってなかなか変えられないのかもね」

「ふぅん、そっかあ。何だか、可か哀わい想そうだね」

「そうね……やっぱり、自由に人前に出られないっていうのは……」

　会話の途中で、ざわっと大きなどよめきが起きた。

　何だろう、と不思議に思っていたら、続けて「きゃ──ッ！」と悲鳴が上がる。それをきっかけに群ぐん集しゆうのあちこちから、怒ど号ごうや叫び声が聞こえ始めた。

「なっ、何よ？　何があったの？」

「お姉ちゃん、見て！　ユウェル陛下が！」

　真っ青になったソニアが、震えながらしがみついてきた。見れば、シオンが庇かばうようにユウェルを抱き支え、奥へと消えていくところだ。スフィルが駆けつけた兵士へ何やら指示を出し、自身も剣を右手に鋭い眼光で民衆を見回している。

「ユウェル陛下が襲おそわれたぞ！」

　誰かが、一声高くそう叫んだ。

「陛下の背後から、男が短剣で斬きりかかったんだ！」

「暴ぼう漢かんだ！　スフィル様が取り押さえたぞ！」

「ユウェル陛下が狙われた！」

　口々に声を荒らげながら、ユウェルが襲しゆう撃げきされたとくり返す。

　騒然とした空気が波のようにうねり、恐怖と動どう揺ようがたちまち広がっていった。

「お姉ちゃん、怖い……」

　涙目のソニアに訴うつたえられ、とにかく早くこの場から離れなくてはと思う。

　妹の手を引いて人込みをかき分け、何とか広場から出ようとしたメグだったが、驚いたことに出入り口の門は封ふう鎖さされて警備の兵士が立ち塞ふさがっていた。

「どういうこと？　出られないの？」

　そんな、と狼ろう狽ばいしていると、同じように足止めを食らった人たちが次々と文もん句くを言い始めた。しかし、どれだけ人が溜たまろうと強こわ面もての兵士たちは微び動どうだにしなかった。まるで、この中に犯人の仲間がいるとでも言わんばかりだ。

「あの、すみません。家へ帰りたいので、門を開けてもらえませんか？」

　むっとしながら、一番偉そうにしている男に向かって一歩を踏み出した。ソニアが慌てて服の袖そでを引っ張ったが、悪いこともしていないのに閉じ込められる謂いわれはない。

「犯人は、もうスフィル様が捕つかまえたんでしょ？　それなら、私たちは関係ないし」

「誰も帰してはならんと、上からの命令だ。しばらく、おとなしくしているがいい」

　ジロ、と横おう柄へいな目つきで一いち瞥べつしてから、男はけんもほろろに突つっ撥ぱねた。

「下へ手たに逆らわん方が身のためだぞ、小娘。逮たい捕ほされたくなければな」

「そんな……私たちが、陛下の命を狙うわけないじゃない！」

「とにかく、蟻ありの子一匹ここを通すわけにはいかん！」

「横おう暴ぼうだわ！」

　負けじと、メグも声を張り上げる。頭ごなしの物言いと威い圧あつ的てきな態度に、ムカムカと腹が立ってきた。ソニアが真っ青な顔で二人を見比べ、どうしようとオロオロしている。

「じゃあ、小さな子だけでも先に帰して」

　何とか怒りを堪こらえながら、精一杯譲じよう歩ほしてみた。メグの周囲には子ども連れの親子が多く、ソニア同様にすっかり怯おびえてしまっている。せめて、彼らだけでも自由にしてやりたいと思ったのだが、男は頑かたくなに「ダメだ」とくり返した。

「上司からお許しが出るまで、誰も出ることは許さない」

「じゃあ、その上司に会わせてよ！　直接お願いするから！」

「バカを言うな！　立場を弁わきまえろ！」

「何ですって……」

　そういう問題？　とメグは激しい義ぎ憤ふんにかられる。

「ちょっと待ってよ。ここの人たちはね、今日は陛下のお祝いに来たのよ？　初めてのお披露目を歓迎しようと、好こう意いで集まってきただけじゃない。それを、きちんとした説明もなしに足止めして、あまつさえ〝立場を弁えろ〟？　冗じよう談だんじゃないわよ！」

「な……な……っ」

「まぁ、正直に言えば私はどうでも良かったのよね。でも、妹は違うわよ。ユウェル陛下の肖像画を部屋に飾って、それはもう崇すう拝はいしてたんだから。そんな純粋な気持ちも、あんたたちのお蔭で台無しよ！　どうしてくれんのよ！」

「き……さまァ……」

　堂々としたメグの演説に、そうだそうだ、と周囲から同意の声が上がる。それは次第に広がり始め、「その子の言う通りだ！」「国民をバカにするな！」と皆がメグの味方に付き始めた。兵士を怖れて口をつぐんでいた女性たちも、メグの態度に勇気を得えたようだ。彼らの声はどんどん大きくなり、兵士たちもさすがにたじろぎだした。

　──が。

「静かにしろッ！」

　メグに詰め寄られた男が、腰に提さげた棍こん棒ぼうで鉄の門を勢いきおいよく叩たたく。ぐわん、と嫌な音が響き渡り、騒いでいた人々は噓うそのようにおとなしくなった。

「いいから、黙って言うことを聞くんだ！　騒いだ者は拘こう束そくするぞ！」

「拘束ですって？　ムチャクチャだわ！」

「貴様、さっきから反抗的なことばかり……」

　唯一人、毅き然ぜんとして引き下がらないメグに、とうとう相手も切れたようだ。

　右手の棍棒がわなわなと震え、その場の空気がはっと張り詰めた。

「生意気な小娘め……少々痛い目を見ないと黙らないらしいな」

「え……ちょ、ちょっと」

「少しは生意気な態度を改めろッ！」

「きゃあっ」

　ためらいもなく、棍棒が頭上に振り下ろされる。

　瞬しゆん時じに覚かく悟ごを決め、メグは来たるべき衝しよう撃げきに備そなえて目を閉じた──が。

（あ……れ……）

　おかしい。一体、何が起きたのだろう。

　いつまでたっても痛みはなく、棍棒で殴なぐられた感覚もない。

（どういう……こと……？）

　おそるおそる開いた視界に、見覚えのある民みん族ぞく衣い装しようが映った。

　美しい光こう沢たくの生き地じに身を包つつみ、彼はメグを庇かばうように立ちはだかっている。

　その右手は軽々と棍棒を受け止め、男が渾こん身しんの力を込めても微び動どうだにしなかった。それどころか、次の瞬間、しなやかな動きで摑んでいた手を振り下ろす。あまりに素早い動きに抗あらがう術すべもなく、相手は無ぶ様ざまに地面へ叩きつけられた。

（……息一つ乱してない。この人、相当な体たい術じゆつの熟じゆく練れん者しやだ……）

　凄い、と素直に思った。

　こんなに強くて綺麗な男の人、間近で見たのなんて初めてだ。
















「見苦しい真似を晒さらすな」

　蔑さげすむような一言の後、彼は静かにメグの方へ向き直った。

　冷たい眼差しに思わず息を吞のんでいると、ソニアが呆ぼう然ぜんと「シオン様……」と呟つぶやく。たちまち周囲の空気が一変し、先刻とは別の緊きん張ちよう感かんがその場を支配した。

「シオン・ジュレット……摂政様……」

　自分を救ってくれた相手がバルコニーでユウェルの側にいた青年と知り、メグは呆然と立ち尽くす。遠目で見た時とは比べ物にならない、圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうと冷ややかな瞳。彼にひと睨にらみされただけで、周りの兵士たちの顔に畏い怖ふの表情が浮かんだ。

「も……申し訳ございませんッ！　申し訳ございませんッ！」

　倒された男は逆ぎやく上じようするどころか、飛び起きるなり地面に額ひたいを擦こすりつける。しかし、シオンはとっくに興味を失くしたらしく、無視してメグに声をかけてきた。

「怪け我がは？」

「あ、あの……謝って……ますけど……」

「怪我はないか、と訊きいている」

「…………」

　ないです、と答える以外、どうやら余計な会話は求めていないようだ。

　それでも助けてもらったことに変わりはないので、憮ぶ然ぜんとしてメグは頷うなずいた。

「大丈夫です。ありがとうございました」

　深々と頭を下げ、再び上げた時はもうよそを向いている。何なのよ、と少しムッとしたが、彼は兵士たちに解散を命じているところだった。

「か、解散ですか？　しかし、それではその……」

「ユウェル陛下からの伝言だ。自分のために集まってくれた民へ、不自由を強しいてはならない、と。速やかに門を開け、皆みなを解放するように」

「か…かしこまりました！」

　シオンの一声で、あっという間に状況が引っくり返る。

　兵士たちは土ど下げ座ざを続ける男など忘れた顔で、さっさと門を開ける作業に移った。鬱うつ憤ぷんの溜まっていた人々から勝ちどきのような声が上がり、それぞれが彼らに毒づいたり、暴言を吐いたりしながら帰って行く。

「お姉ちゃん、大丈夫……？」

「ごめんね。ソニア。びっくりさせちゃったね。うん、大丈夫よ」

　安あん堵どに目を潤うるませた妹の頭を撫なで、メグは怖い思いをさせてしまったと反省した。

　いつも、自分はそうなのだ。理り不ふ尽じんな言いがかりをつけられると、黙っていられずつい反抗してしまう。その結果、騒ぎを大きくしてしまうのは悪い癖くせだ。

「帰っていいぞ」

　不意に、すぐ間近から素そっ気けない声がした。

　メグより先にソニアが反応し、ひゃあ、と変な叫びを上げる。シオンがこちらを見て、早く出て行くように促うながしていた。

「い、行こうか、お姉ちゃん」

「……そうね」

　こんなところ、長居は無用だ。摂政様もツンケンして偉そうだし。

　メグがやれやれと歩き出すと、いきなり誰かに肩をポンと叩かれた。

「あんた、さっきはありがとうね。言いたいこと言ってくれて、スカッとしちゃった」

「え？」

「しかし、気の強い娘さんだ。迫はく力りよくなら、充じゆう分ぶん負けてなかったよ」

「物もの怖おじせんで、よくまぁあれだけ言えたもんだ。大物だよ、あんたは」

「次は、儂わしも加か勢せいするぞ。あんたの啖たん呵か、また聞かせとくれ」

　老若男女を問わず、あちこちから気さくな声がかけられる。皆、先刻の兵士とのやり取りを見守っていた人たちだ。悪目立ちしちゃったな、と決まりが悪かったが、たくさんの人から笑顔をもらえて満まん更ざらでもない気分になった。

「──おまえ」

「はい？」

　ようやく外へ出ようとした時、不意にシオンが呼び止める。

　今度は何だろう、と構えていたら、いきなりぎょっとするほど顔を近づけてきた。

「なっ、何、何ですかっ」

「少し黙れ」

「はぁ？」

　それきり、まじまじと観かん察さつされる。

　何が目的か知らないが、小難しい顔をして見つめられている間、メグは羞しゆう恥ちを必死に堪こらえねばならなかった。

「あの……」

　しかし、相手は超のつく美貌の青年だ。いくらいけ好かない奴でも、間近で見つめられれば心臓に悪い。とうとう我が慢まんも限界になり、メグは彼に訴うつたえた。

「あの、シオン様。私、もう帰りた……」

「名前は？」

「……メ……メグです。メグ・バーシア」

「メグか。もう行っていいぞ」

　先ほどと同じく、唐とう突とつに身体からだを引いてシオンは言った。用済み、と言わんばかりの態度に、またしてもムカッと腹が立つ。

「お姉ちゃん、ダメっ」

　察さつしたソニアが慌てて小こ突づき、かろうじて文句を飲み込んだ。

　一いつ介かいの兵士だった男と違い、相手は国を動かす『三さん賢けん人じん』の一人だ。無礼を働けば、たとえ十代の少女であろうと問もん答どう無む用ようで捕まってしまう。

「そうですか。では失礼します。行こう、ソニア」

「し、失礼します」

　思い切り嫌いやみな声で挨あい拶さつをして、メグは広場を後にした。

　せっかく助けてもらったけれど、あんな男とは二度と関わりたくない。

　まるで珍しい動物でも見るような目でジロジロ見つめるなんて、どれだけ偉い人か知らないが、乙女おとめに対して失礼にも程がある。

（どれだけ顔が良くて強くても、あんな人じゃ幻げん滅めつもいいところよ！）

　家に帰るまでの間、メグは思いつく限りの言葉でシオンに文句を言い続けていた。
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　人払いをした執しつ務む室しつに佇たたずみ、シオンは口の中で少女の名前を反はん芻すうした。

「メグ・バーシア……か……」

　栗色の髪。琥珀色の瞳。

　未み成せい熟じゆくのほっそりした身体つきは、どこか中性的で動きも機き敏びんそうだ。隙のない身のこなしから察するに、もしや何かの武道を嗜たしなんでいるのかもしれない。少々我が強くて生意気だったが、物怖じしない勝ち気な表情は理想的だ。

「……シオン様、スフィル様より伝言を賜たまわって参りました」

　側そつ近きんの中で唯一人、いついかなる時でも出入りを許している腹ふく心しんの部下がノックの後で入ってきた。一見穏やかな優やさ男おとこ風だが、シオンの理想通りの働きをする優秀な人物だ。

　彼の名前はルカ・ジェラルディン。

　シオンより十歳上のルカは、家柄は良いが没ぼつ落らく貴族の末まつ弟ていだ。元は父親が雇やとった家庭教師だったが、シオンが成長した後は本人たっての希望で個人的な秘ひ書しよを務つとめている。

「本日ユウェル陛下を襲った男を尋じん問もんしましたが、誰にも雇われていない、共犯者もいない、の一点張りだそうです。個人的に陛下が若すぎる、国の将来は託たくせない、との思いから凶きよう行こうに及およんだと」

「茶番だ」

「仰おつしやる通りですが、本人はそれ以外は何も話さないようです」

「……拷ごう問もんにかけたところで無駄だろうな」

　眉間に皺しわを寄せ、シオンは呟いた。

　皇帝を殺そうとした時点で、本人も死を覚悟しているだろう。だが、厳重な警備の目をかいくぐり、犯人がどうやってバルコニーまで潜もぐりこむことができたのか、どうしても突き止める必要があった。城内に、手引きをした人間がいるとしか思えないからだ。

「やはり、ユウェル陛下のお命は……」

　控ひかえめにルカが口を開き、けれど最後は言葉を濁にごす。

　もし、これまでユウェルに降りかかった災さい難なんが全て繫つながっているとしたら、新皇帝を暗殺する計画が仕組まれているのは決定的だ。

「引き続き、ユウェル陛下の身辺を注意してお守りするように」

「承しよう知ちいたしました」

　深々と一礼し、ルカは執務室を出て行った。

　再び一人になったシオンは、小さく溜め息をついて机の上を見た。

　そこには、隣国『フォロン』の紋もん章しようが入った封書が置いてある。

「メグ……あの少女は、使えるかもしれない」

　自分を睨みつけた大きな瞳を思い出し、シオンは少しだけ愉ゆ快かいな気分になった。
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　借金取りを追い返してから、一週間が過ぎた。

　あれからどういうわけか、連中はパタリと姿を現わさない。今までの例からいってそろそろ嫌いやがらせに来る頃なのに、昨日も今日も静かなので却かえって気味が悪かった。

「ああいう奴やつらが、簡単に諦あきらめるわけないんだけど……」

　雑ぞう巾きんがけの手を止めて、メグは「う～ん」と首を傾かしげる。

　父親のフェンネルが、何か手を打ったのだろうか。一瞬そう思ったが、すぐにそれはないと却きやつ下かした。彼は腕の良い鞄かばん職人だが、とにかく無む類るいのお人ひと好よしで世渡りが下へ手ただ。あの父親が、短期間で大金なぞ用意できるわけがなかった。

「あのポヤンとしたところ、もしかしたら昔はいいとこの坊ぼつちゃんだったりして」

　そもそも母親がお嬢じよう様さまだったのだから、可能性は大いにある。だが、どんなにせがんでも昔の話はあまりしてくれないので、勝手に想像するしかなかった。

「贅ぜい沢たくなレースに、最高級の生き地じ。仕立ては上等だし、フリルだって完かん璧ぺきよ。あんな素敵なドレス、世界中にあれ一着だけよね。母さんってば、どんなお嬢様だったのかなぁ」

　ほわんと空想の世界に浸ひたりながら、おぼろげな記き憶おくの母親を想う。

　本当は、直接聞きたかった。

　父親とののロマンスや、自分やソニアの小さかった頃の話。

　でも、早くに亡なくなったので思い出はほとんどないし、ソニアは小さすぎて覚えていない母親を恋しがることもなかった。だから、唯ゆい一いつ手元に残ったドレスだけがメグと母親を繫つないでくれる拠より所どころなのだ。

「あ、いっけない。夕飯の買い物に行かなくちゃ」

　気が付けば、そろそろソニアが学校から帰る時間になっていた。メグは慌あわてて雑ぞう巾きんを絞しぼり、今夜は何を作ろうかと現実的な思考に切り替える。

「秋も深まってきたし、何か温かくなるような料理がいいかな」

　とりあえず外出のために着替えようと、姉妹で寝起きしている寝室へ向かった。だが、クローゼットの扉を開けた瞬間、妙みような違い和わ感かんに襲おそわれる。

「あれ……」

　いつも、真っ先に目に入るはずのウェディングドレス。

　それが、どこにも見当たらない。

「おかしいな……」

　ゴソゴソとハンガーにかけられた服をかき分けたが、どんなに探してもドレスはどこにもなかった。もしや、記き憶おく違いで別の場所へ移したんだろうか、とも思ったが、いくら考えても心当たりなどない。

「そんな……噓うそ……噓でしょ……なんで……？」

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　メグは狼ろう狽ばいし、半泣きになって探し続けた。

　世界でたった一つ、何よりも大切な宝物のドレス。

　それが、突然目の前から消えてしまった。

「メグ、どうしたんだ？　何をしている？」

　不意に、背後から父親の声がした。

　メグは真っ青になって振り返り、混乱しながら訴える。

「おかしいの、母さんのドレスがどこにもないのよ。ねぇ、家に泥どろ棒ぼうでも入ったんじゃない？　ほら、新皇こう帝ていのお披ひ露ろ目めの日、私もソニアも出かけていてしばらく留る守すにしていたでしょ？　あの時、父さんの方が先に帰ってたよね。戸締まり、どうだった？」

「メグ……」

「どうしよう。父さん、どうしよう……」

「メグ、ちょっと落ち着くんだ。ちょうどいい、おまえに話が……」

「父さんのバカ！　落ち着けるわけないじゃない！」

　やたら冷静な父親が、とてもじゃないが信じられなかった。

　あのドレスはメグにとっても大事だが、彼にはそれ以上の存在なはずだ。男手一つで二人の娘を育て、周りがどんなに勧すすめても再婚もしないで今日まで来たのは、母親を愛しているからじゃなかったのだろうか。

「大体、父さんはどうしてそんな冷静なのよ。母さんとの思い出のドレスでしょ！　盗ぬすまれても平気なのっ？　母さんの思い出がなくなっちゃってもいいのっ？」

「平気なわけないじゃないか」

「じゃあ、どうして……」

「…………」

「父さん……？」

　何かが、変だ。

　苦しげに顔を歪ゆがめ、メグから逃げるように目を逸そらす姿に、ようやく異変を感じ取る。第一、ドレスが消えて少しも驚いていないのが不ふ可か解かいだった。

「父さん、まさか……」

　違う、そんなことありえない。

　頭では否定したいのに、メグの唇くちびるは勝手に言葉を紡つむぎ出した。

「もしかして……ドレスの行方ゆくえを知っているんじゃないの……？」

「それは……」

「父さんが、ドレスをどこかに隠したの？　ねぇ、お願いだから教えて！」

　そんなことをする意図などちっともわからなかったが、もう疑いようがない。メグが尚なおも詰め寄ると、父親はとうとう観かん念ねんしたように溜ため息いきをついた。

　彼は意を決したように顔を上げ、正面からメグを見返す。

　普段は温おん厚こうで笑みを絶たやさない人だが、今ばかりは別人のように厳しい目をしていた。

「……売ったんだ」

「え……」

「あのドレスは、古着屋に売ったんだ」

「うそ…………」

　ぐわん、と頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがメグを襲った。

　噓でしょ、と何度もくり返したが、そんなひどい噓を父親がつかねばならない理由は一つもない。要するに、あのウェディングドレスはもう手元にはないのだ。

「どう……して……」

「この間、借金取りが私の留守中に来ただろう？」

　あ、とメグは言葉を飲み込んだ。

　何とか撃げき退たいできたので、心配させまいと父親には黙っていたのだ。

「メグ、どうして黙っていたんだ？　いいか、ああいう連中は金を渡すまで絶対に諦めない。下手に抵抗すれば、ひどい仕返しをされるのがオチだ。もし、次におまえが一人の時にやってきたら、今度は無事じゃ済まないかもしれない」

「そ、そんなの大丈夫よ。私には父さんに教えてもらった剣が……」

「メグ！」

　珍しく、強い口調で怒ど鳴なられた。びくっと身体を震わせ、メグは唇を嚙んで押し黙る。

　それだけ、父親は心配をしたのだろう。勝ち気で向こう見ずだと幼い頃からよく溜め息をつかせていたものだが、こんな風に真剣に叱しかられることはほとんどなかった。

「おまえが、母さんのドレスを大事にしていたのは知っている。私だって、手放すのは身を切られるより辛つらいよ。あれは、母さんとの思い出がいっぱい詰まったドレスだ」

「だったら、どうして……」

「だが、今の私には、おまえやソニアの方が大切だ」

「…………」

「わかってくれ、メグ。おまえたちに万一のことがあったら、それこそ取り返しがつかないんだ。母さんだって、天国できっと悲しむ。だから、あのドレスを売って金を作った。お蔭かげで借金も完かん済さいできたし、これからは安心して暮らすことができる」

「そんな……そんなの……」

　わからない。わかりたくもない。

　大事な思い出をお金に換かえて、安心を買ったところで何になるというのだろう。

「メグ……」

「嫌……嫌だよ……だって、あのドレスは……」

　悔くやしくて悲しくて、涙が溢あふれそうになる。

　どんなに父親が娘たちを想ってしてくれたことでも、せめて相談してほしかった。何も知らされず、気づいた時には手の届かない場所にあるなんて、そんなのやり方がひどすぎる。メグは急いで目元を拭ぬぐうと、困り果てている父親に向かって言った。

「私、今から古着屋さんに行って返してもらってくる」

「バ……バカな真似はやめなさい。第一、お金はもう……」

「下働きでも何でもして、必ず払うからって頼んでみる。急がなきゃ、誰かが買ってしまうわ。父さん、悪いけど夕飯は勝手に……」

「メグ！」

　踵きびすを返して走り出そうとするメグを、父親が腕を摑つかんで引き止める。反はん射しや的てきに振り払おうとしたが、驚くほど強い力で少しも振ふり解ほどけなかった。

「離してっ！　離してってば！」

「いい加か減げんにしなさい！」

　次の瞬間、左ひだり頰ほおが熱くなった。叩たたかれたのだ。

　優しい父親に初めて殴られたメグは、呆然と彼を見返した。

「あ、いや、今のは……メグ……」

　叩いたことが自分でも信じられないのか、目に見えて父親は狼狽うろたえている。今度は難なく腕を振り払い、メグはありったけの声で叫さけんだ。

「父さんなんか知らないッ」

「メグ！　待ちなさい！」

　弾はじかれるように駆かけ出し、制せい止しも聞かずに外へ飛び出していく。

（何よ……なんで、私がぶたれなきゃならないの……）

　理り屈くつでは、わかっていた。父親も、苦く渋じゆうの選択だったのだろうと。

　でも、メグにはどうしても受け入れられなかった。自分が許してしまったら、母親が可か哀わい想そうすぎると思った。

（ひどい。ひどいよ……あんまりだよ……）

　どこへぶつけていいのかわからない怒りを抱いて、メグは夕暮れの街を走り続けた。
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　無意識のうちに、足は商店街へ向かっていたようだ。

　走り疲れたメグはふらふらと引き寄せられるように路地を曲がり、こじんまりした一軒の店の前に立った。ショーウィンドウにはトルソーが飾られ、あのウェディングドレスを着ているのが目に入る。

「母さん……」

　ああ、やっぱり綺き麗れいだ──。

　次々と溢あふれる涙を拭ぬぐうのも忘れて、メグは胸の中で呟つぶやいた。大通りから外れてひっそり営業している店なのに、飾られている場所だけが特別な空間に思える。

　でも、と現実に立ち返って頭を悩ませた。

　借金がいくらだったかは知らないが、一いつ括かつで完済できたのなら相当な高値で売れたのだろう。ならば、買い戻すにはもっとお金が必要だ。古着屋の店主は、それまで売らないで待っていてくれるだろうか。

「一生懸命に頼めば、もしかしたら……」

　とにかく、まずは当たって砕けろだ。

　土下座して、店の下働きでも何でもするから、譲ゆずってくださいとお願いしてみよう。そう決心し、勇気を振り絞ってドアを開けようとした時、店主がショーウィンドウにひょっこり顔を出した。

「え……」

　呆あつ気けに取られるメグの前で、彼はトルソーから手際よくドレスを脱がしていく。何が起きたのかと面めん食くらっている間にすっかりトルソーは丸まる裸はだかになり、店主はドレスを抱かかえて再び店内へ引っ込んでいった。

「え……え……」

　えーと、これはどういうことかと言うと。

　呆然として涙も止まり、嫌な予感がひしひしと迫ってくる。

「まいど、ありがとうございました」

「えええええっ！」

　ものの数分もしないで、店主の声に送られて黒髪の青年が出てきた。紐ひもで縛しばられた大きな包みを抱えており、あのドレスを購入したのは一目瞭りよう然ぜんだ。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　いけない、呆ほうけている場合ではない。

　メグは慌てて己おのれを叱しつ咤たし、大通りへ向かう青年の右腕を摑つかんで引き止めた。

「あの、そのドレス……」

「おまえ、誰だ？」

「え……あ……」

　肩越しに振り向いた瞳は、髪の色と同じく吸い込まれそうな夜の色だった。やけに目力の強い眼まな差ざしは、武人の鋭するどさを孕はらんでいる。異国の血が混じっているのか浅黒い肌が野性を滲にじませ、その非凡な容姿にメグは思わず息を吞のんだ。

　彼のことは、一方的だが知っている。

　確か、シオンと同じジュエル家の人間で近衛このえ兵へい団だんの団長を務めている青年だ。

「とにかく手を離せ。いきなり不作法な奴だな」

「ご、ごめんなさい……私、その……」

「ひょっとして物もの乞ごいか？」

「……何ですって？」

　聞き捨てならない一言に、臆おくしていた気持ちが一瞬で吹っ飛んだ。

　しかし、不ぶ作さ法ほうな真似をしたのは事実なので、短気をぐっと堪こらえて手を離す。青年は物珍しげな様子でメグを見つめ返し、「変だな」と口の中で呟いた。

「おまえを、どこかで見た気がする。前に会ったことがあるか？　名前は？」

「メグです。メグ・バーシア。私こそ、貴方あなたを見たことがあるわ。えっと、確か近衛兵団の人でしょう？　ユウェル皇こう帝ていのお披露目で、摂せつ政しよう様と一緒に後ろで控ひかえていたわよね。名前はスフィル……そう、スフィル・ジュレット近衛兵団団長！」

「…………」

　メグの話を聞いていないのか、スフィルは無反応のまま険しい表情になる。凜々しい軍服姿がより一層引き立ち、張り詰めた空気が彼の全身を包んだ。

「あの、スフィル様……」

「スフィルでいい。おまえは、俺の部下じゃない」

「え、そんなわけには……って、そうじゃなくて。貴方が買ったドレスについてお話が」

「──走れ」

「へ？」

「いいから、全速力で大通りまで走れっ！」

「きゃっ！」

　ドン、と強く突き飛ばされ、危うく尻しり餅もちをつきかける。何とか転ばずに態たい勢せいを立て直したメグは、「何すんのよっ」と食ってかかった。いくら追い払いたいからと言って、こんな仕打ちはあんまりだ。

「どれだけ偉いか知らないけど、話くらい聞いてくれたっていいじゃ……」

「こんな路地で、お忍びの逢あい引びきですか、スフィル団長？」

　聞き慣れない男の声に、ぎくりとして文もん句くが止まる。ちっとスフィルが舌した打うちをし、咎とがめるような目つきでこちらを見た。

「ほら見ろ。だから、走れと言ったのに」

「え？　え？」

「こんな狭い場所で囲まれては、ろくに守ってやれないぞ」

「…………」

　溜め息交じりの言葉に、メグはハッとして周囲を見回す。

　どこから集まったのか、見るからにガラの悪い男たちが四人、自分とスフィルを挟むように近づいてきた。顔には下げ卑びた笑みを浮かべ、剣や鉄てつ棒ぼうなどの武器を持っている。

「な、何なの、この人たち……」

「さぁな。街に出ると、よくこういう手合いに絡からまれるんだ」

「そんな吞のん気きな……」

「大方、こいつらの女によう房ぼうか恋人が、勝手に俺に熱でも上げてるんだろ。……ったく、俺のせいじゃないって言ったって聞く耳なんか持ちやしない」

「……スフィル様って、女たらしなのね」

「だーかーら、違うって！」

　じりじりと距離を詰めてくる連中に警けい戒かいしつつ、勘かん弁べんしろよ、とスフィルが零こぼした。

　だが、彼の方でその気がなくても夢中になる女性は確かに多そうだ。

　大だい貴き族ぞくの家柄で美形、おまけに皇帝を守る近衛兵団の上官でありながら、少しも気取ってなくて話しやすい。

「おい、メグ……だったな。今度こそ、ちゃんと言うことを聞けよ」

「言うことって？」

「俺が〝走れ〟と言ったら、大通り目指して全速力で走るんだ」

「でも、それじゃ貴方が……」

「おまえのためじゃない。俺のために逃げてくれ。足手まといがいたんじゃ、まともに戦うこともできない。女子どもを盾たてにされたら、さすがにお手上げだからな」

「足手まといですって？」

　侮ぶ辱じよくだわ、と思ったが、これ以上無む駄だ話ばなしをしている余裕はなさそうだ。男たちは狂きよう暴ぼうな笑みを浮かべながら、飛びかかるタイミングを窺うかがっている。いくらスフィルが腕の立つ軍人と評判でも、多勢に無勢ではかなり危険だった。

「連中が襲いかかってきたら、まず俺が食い止める。攻撃の直後は隙すきができるから、その瞬間を狙って逃げろ。いいか、面倒になるから捕つかまるんじゃないぞ」

「わかったわ」

「巻き添ぞえを食わせて悪かったな。次にどこかで会ったら、焼き菓子でも奢おごってやるよ」

　低く声を落として囁ささやかれ、「子ども扱あつかいしないでよ」と言い返す。

「でも、逃げる前に相談があるの。そのドレス、私に売って」

「は？　こんな時にドレス？　おまえバカか？　バカなのか？」

「何とでも言って。それは、私にとって特別なドレスなの。あなたがモテるのはわかったけど、その巻き添えでドレスが汚れたら大変だもん！」

「…………」

「ちゃんと代金は払うわ。お願い、そのドレスを私に売ると約束して」

　剣を抜く彼に横目で訴うつたえると、心の底から呆あきれ返った顔をされた。

　だが無理もない、今や無事に帰れるかどうかさえ危ぶまれている状況だ。

「おまえ、この状況でよく言えるな。……ったく、だから女ってのは……」

「何それ。まだ若いくせに、年寄りみたいな口くち利きかないでよ！」

「誰が年寄りだっ。俺は、まだ十八だぞ！」

「実年齢より、頭の中身がおじいちゃんだって言ってるのよ。どうせ時間が止まったような王宮で、朝から晩まで小難しい顔で護ご衛えいしてるんでしょ。だから、平気で差別的な発言ができるんだわ。〝女ってのは〟って何よ。女だから何なのよ！」

「あのなぁ！」

「てめぇら、空気も読まずにイチャついてんじゃねぇっ！」

　うっかり男たちの存在を忘れて言い合っていたら、彼らが怒声を上げて襲おそいかかってきた。すかさずスフィルが応戦し、振り下ろされた剣を己の剣で受け止める。同時に別の一人の腹を蹴けり飛とばし、「メグ、逃げろ！」と声を張り上げた。

「早く！　何やってんだ！」

「舐なめないでよね！　私だって、伊だ達てに修練を積んじゃいないわ！」

　自分を捕まえようとする手を軽やかにかわし、メグはくるんとスカートを翻ひるがえす。

「おおお、おまえ逃げろと……」

「ごめんね、スフィル様！　そのドレスを置いては行けないの！」

　言うが早いか敵の一人へ駆け寄り、勢いきおいをつけて向むこう脛ずねを蹴り上げる。相手が激痛に悲鳴を上げ、落とした鉄棒を素早く奪い取ると、流れるような仕草で胴に真横から一撃を叩き込んだ。

「ぐえっ」

　奇き妙みような呻うめき声を漏らし、男がずるずると地面に倒れ伏す。続いてスフィルと対たい峙じする相手を殴って昏こん倒とうさせ、改めて鉄棒を構えると、ちょうど二対二の図式になった。
















　スフィルと背中合わせに敵と向き合い、メグは真っ直ぐ相手を睨みつける。

　向こうは剣を持っており、僅わずかな気の緩ゆるみも許されなかった。

「おまえ、変わった型を使うな。誰に教わった？」

「父さんよ。東洋の型なんだって、前に言っていたわ」

「ふぅん。ぜひ、会ってみたいもんだ」

　くすりと笑んだ直後、敵が再び斬り込んでくる。それを滑なめらかな太た刀ち裁さばきでかわし、二人は相手の急きゆう所しよを的確に突いた。

「ぐ……ッ……」

　勝負はあっという間につき、叩きのめされた男たちは苦く悶もんの表情で地面をのたうちまわる。やれやれとメグが安あん堵どの息をついた途端、「このじゃじゃ馬！」と怒ど鳴なられた。

「おまえ、向こう見ずにも程があるぞ！　いくら剣の心得があるからと言って、腕力じゃ男に絶対に敵かなわないんだ。相手がもっと大人数だったら、どうするつもりだ！」

「か弱い乙女に、そんな頭ごなしに怒おこらないでよ」

「誰が〝か弱い乙女〟だ！　ふざけんなっ！」

　本気で怒っているらしく、まるで取りつく島がない。これからドレスの交渉をしなくてはいけないのに、とメグは内心焦あせった。気が付けば空はとっぷりと暮れ、薄うす闇やみが周囲を包つつみ始めている。早く話をまとめないと、彼は皇帝の元へ帰ってしまいそうだ。

　どうしよう、と考えている間にスフィルは古着屋へ取って返し、プレゼント用のリボンを持って戻ってきた。放置したところで逃げる気力も体力もないだろうが、念のためにと男たちの両手首を可か愛わいいリボンで拘こう束そくしていく。

「う～ん、何だか不思議な光景だわ……」

　ラッピングされた傷だらけのゴロツキどもを見下ろし、メグは微妙な気持ちになった。

「おまえ、そろそろ家へ帰れ。暗くなってきたぞ」

「そっちは？　どうするの？」

「俺は、古着屋に見張りを頼んで衛えい兵へいを呼んでくる」

　踵きびすを返して歩き出した彼に慌てふためき、何とかしなきゃと追いかける。どうやら、ドレスの件はすっかり忘れられているようだ。

「ね……ねぇ、やっぱり近衛兵の団長ともなると、すっごいのね。感心しちゃった」

「何が？」

　あからさまな懐かい柔じゆうにかかったメグへ、胡う散さん臭くさそうな視線が投げられた。だが、形なり振ふり構ってはいられない。何とかご機き嫌げんを取って、ドレスを譲ってもらわなくては。

「だって、致ち命めい傷しようも与えないで倒すなんて相当な技術が必要じゃない」

「……まぁ……な」

「私のは単なる鉄棒だけど、貴方のは本物の剣だったし。一歩間違えたら大だい惨さん事じになるところよ。まさに全方位、隙すきなしね」

「ふっ、当然だ。俺だって、家柄だけで近衛兵の役職に就ついたわけじゃない。ちゃんと実力を認められた上で、一個兵団を任まかせられているんだ」

「カッコいい！」

「別に、そんな大たい層そうなことでもないさ」

　満更でもない笑顔を浮かべ、いい気分でスフィルは賛さん辞じを受ける。うん、もうひと押しだわ、と心の中でほくそ笑んだ時、彼は真顔でこちらへ向き直った。

「スフィ……ルさま……？」

「おまえには悪いが、このドレスを譲るわけにはいかない」

「え……」

　ドキッと心臓が音をたてた。

　希望が出てきたと思ったのに、いきなり冷や水を浴びせられた気分だ。

「どう……して……」

　上ずる声を無理やり絞り出し、メグはみるみる瞳ひとみを潤うるませる。

　こんな時に泣くなんて卑ひ怯きようだと思うが、張り詰めた気持ちがいっきに緩んでしまった。

「お、おい、泣くなよ……まいったな……」

　案の定、スフィルは弱り切った顔になっている。

　彼はしばらく思案した後、優しい声音で宥なだめにかかった。

「……なぁ、メグ。もし、おまえがドレスを必要としているなら、俺が最高級の素材と職人を使って新作のドレスを仕立ててやってもいい。だが、これだけはダメなんだ。他のドレスでは意味がない。申し訳ないが、諦めてくれ」

「どういうこと……」

「それを、おまえに説明する義ぎ理りはない」

　突然、突き放すような言葉を吐はかれてびっくりする。

　スフィルの瞳は温かいままだが、厳しい口調には彼の決意が感じ取れた。いくらお金を積もうがおべっかを使おうが、ドレスを譲る気はさらさらないのだ。

「私だって……」

　絶望的な気分で、メグは何とか唇を動かした。

「私だって同じよ！　他のドレスじゃ意味がないの！」

「メグ……」

「だって、そのドレスは私の……」

　いけない。

　これ以上一言でもしゃべったら、涙が溢れて止まらなくなりそうだ。

　決けつ壊かい寸前の瞳でスフィルを見つめ、メグは「泣いたりして、ごめんなさい」と俯うつむいた。いや、そんなことは……と狼狽する姿に背を向けると、そのまま一目散に走り出す。大通りの人込みにためらわず飛び込めば、もう彼も追っては来ないだろう。

「母さん……」

　たった一つのささやかな絆きずなが、とうとう切れてしまった。

　胸に空いた穴は、これからどうやって塞げばいいのだろう。

　途方に暮れたメグは頭上の星を見上げたが、答えなど降ってくるはずもなかった。
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「ユウェルが自室から出てこない？　具合でも悪いのか？」

　心配そうに詰め寄るスフィルに対して、シオンは見目良い顔に不快の色を刻きざむ。

　即位以来、何度注意しようと弟は頑かたくなに『陛へい下か』をつけようとしないからだ。ユウェル自身が許しているとはいえ、それでは臣しん下かへの示しがつかないというのに「諸外国からの客人の前では気を付ける」と平然としているのがまた癇しやくに障さわる。

「おまえこそ、今日はどこへ出かけていた？　バルコニーの襲しゆう撃げき事件以来、近衛兵団は王宮での警けい護ごをますます厳しくせねばならないというのに」

「悪かったって。ちょっと野や暮ぼ用ようだよ」

「ああ、そういえばルカから報告が入っていたな。おまえに恋人を盗とられたと逆さか恨うらみをした街のゴロツキ連中が、返かえり討うちに遭あって牢ろう獄ごく行きになったと」

「あちゃ……」

　ルカの野や郎ろう、地じ獄ごく耳みみだな、と嫌みを言い、スフィルは開き直ってソファへ座り込んだ。

「兄さんこそ、少しは息抜きしたらどうだよ。親父の跡を継ついで摂政職に就いてから、ほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうで仕事詰めなんだろ？」

「やむを得ない。議会には、無む能のうな人間が多すぎる」

「出たよ、お得意の毒どく舌ぜつが」

　彼はひょいと両肩をすくめ、皮肉めいた軽かる口くちを叩く。

　机で書類に目を通していたシオンは、（誰が毒舌だ）と胸で毒づいたが幼よう稚ちな言い争いを避さけるために黙っていた。

（まったく、末っ子は気楽なものだ）

　昼から留守にしていた弟がシオンの執しつ務む室しつへ顔を出したのは、とっぷりと陽ひが暮れてからのことだった。気楽な奴だと呆れるが、基本的に彼は立場やしきたりというものを軽んじる傾向がある。大貴族ジュレット家の長ちよう子しとして、幼い頃から厳しい躾しつけと高い教育を受けてきたシオンに比べると、妾しよう腹ふくということもあってかスフィルは実に伸び伸びと自由に成長していた。

「で、ユウェルが引きこもっている理由は何だよ？」

　話を本題に戻し、スフィルが眉み間けんへ皺しわを寄せる。

「襲撃事件の直後は平気な顔をしていたけど、後からじわじわ恐怖にかられてきたとか？　それなら、俺がちょっと様子を……」

「見合いが嫌だと言っている」

「へ？」

「フォロン国を知っているだろう？　国の規模は小さいが、軍事力が高く年々近きん隣りん国家への影響力も増している。そこの第三姫君との婚こん姻いんを打だ診しんされた。あちらは十六歳でユウェル陛下より三つ年上だが、それくらいの年の差は政略結婚なら珍しくない」

「兄さん……まさか……」

　顔色を変えて立ち上がり、彼はツカツカと大おお股またで歩み寄ってきた。

　バン！　と力強く机を両手で叩たたき、今度ははっきりと怒りを孕はらんだ瞳が迫ってくる。

「ユウェルの意志を無視して、承しよう諾だくの返事をしたのか？」

「私の一存ではない。議会で可か決けつされた案件だ」

「な……ッ」

「一国の皇帝ともなれば、結婚は政策の一つにすぎない。いくらユウェル陛下が幼かろうと、セレネイド国の安あん泰たいに繫つながるのなら是ぜ非ひもないことだ。強い後うしろ盾だてを持たず、前皇帝の一ひと粒つぶ種だねの男子というだけで即位した彼にとって、フォロンの国力を味方に付けるのは必ずやプラスになる。……それが『三さん賢けん人じん』をはじめ、議員たちの一いつ致ちした意見だ」

「信じらんねぇ……」

　半なかば呆然と呟き、スフィルは心底呆あきれ返ったように言った。

「兄さんは、ユウェルが可愛くないのかよ。幸せになってほしいと思わないのか？」

「…………」

「俺たち、まるで三人兄弟みたいに育ったじゃないか。あいつ、俺と兄さんに凄すごく懐なついていたろ。そりゃあ、向こうは皇おう子じだし身分も立場も違うけど。それでも……」

「可愛くないわけ、ないだろう」

　何を今さら、と冷ややかにシオンは溜め息をつく。

　それでも納なつ得とくのいかない顔の異母弟おとうとへ、彼はゆっくりと微笑ほほえんでみせた。ただし、それは慈じ愛あいではなく、まだ全ぜん貌ぼうを見せない敵への挑戦的な笑みだ。

「この私が、みすみすユウェル陛下を死なせると思うか？」

「兄さん……」

「幼おさな馴な染じみだの兄弟同然だの、甘ったるい感情で動くのは愚おろか者もののすることだ。何のために、年若いと渋しぶる老人たちを懐かい柔じゆうして私が『三賢人』に就いたと思っている。皇帝を守るには、権力と地位が必要だからだ」

「…………」

　淡たん々たんと言ってのける言葉の端はし々ばしに、自信に裏打ちされた響きがあった。迫力に吞まれて言葉を失うスフィルへ、彼は「とにかく」と念を押す。

「私たちが失しつ脚きやくしたら、ユウェル陛下は王宮で孤こ立りつする。肝きもに銘めいじておけ」

「……わかった」

　神しん妙みような顔で頷うなずくスフィルに、畳たたみかけるように先を続けた。

「ユウェル陛下が見合いをすると知られれば、命を狙っている連中は必ず動きを見せる。この婚姻でフォロン国が後ろ盾になれば、迂う闊かつに手を出せなくなるからな」

「まぁ、そうだよな。俺が暗殺者なら、見合いが成立する前に何とかする。もし暗殺の動どう機きが次期皇帝の地位だとしても、フォロン国の姫君と婚姻した後じゃ、ユウェルが急きゆう逝せいしてもセレネイドの人間が王位に就けるとは限らない」

「そういうことだ。ここぞとばかりに、フォロン国が政治に介かい入にゆうしてくるだろう」

「まずいよ、それ」

「だから、見合いの席を逆さか手てに取って罠わなをかける」

「罠？」

「そうだ。実じつ行こう犯はんだけを捕つかまえても、なかなか黒くろ幕まくには辿たどり着けない。だが、今回の見合いほど話が大きければ、少なくとも雑ざ魚こだけを派は遣けんするわけにはいかないだろう。注意深く観察していれば、必ず黒幕の正体を突き止められるはずだ」

　成なる程ほどね、と感心し、スフィルが「異い議ぎなし」と同意した。

　だが、この計画には一つ懸け念ねん材料がある。

　フォロン国が指定してきた、見合いの場所だ。

「見合いは、セレネイドとフォロンの国境近くにある、スラヴァヤという街だ。一応、我が国の領りよう土どになっているが、住民の半数がフォロン国こく籍せきだ。つまり中立の趣おもむきが強い」

「何だ、それ。ちょっとキナ臭くさいな」

「そこで提案がある。実は……」

「あのさぁ……」

　ほとんど同時に口を開き、え、と面食らって瞬まばたきをくり返す。

　普段はまったく気が合わないのに、大事な場面で息が揃そろうのはやはり兄弟の血だろうか。忌いま々いましい気持ちになりながら、シオンが改めて話を切り出した。

「ユウェル陛下には──身代わりを立てようと思う」

「うん、俺もそれを言おうと思っていた」

　スフィルは力一杯頷き、真剣な面持ちで身を乗り出してくる。

「フォロン国にも、何か思おも惑わくがありそうだ。要するに、ユウェルは四し面めん楚そ歌かな状態で見合いをしなきゃならない。そんな危ない場所へ、本人をのこのこ行かせるわけにはいかないさ。敵を炙あぶり出す目的もあるし、ここはユウェルのニセモノでしのぐのが得策だと思う。見合いには俺が信頼できる部下を何人か引き連れて護ご衛えいにつくよ」

「だが、皇帝がニセモノだとフォロン国に知られれば国家間の大問題だ。絶対に、この秘密は守り通さねばならない。そうなると、少なくともユウェルと顔や背せ恰かつ好こうの似ている者でなくてはダメだ。スフィル、おまえに心当たりはあるか？」

「俺に？」

「ああ。最低限、自分の身を自分で守れる者でなくては。それに、フォロン国の姫君と婚こん儀ぎが調ととのえば入れ替わる必要が出てくるから、やはりユウェル陛下に似ていないと……」

「…………」

　話しながら、シオンの脳のう裏りには一人の少女が思い浮かんでいた。

　突とつ拍ぴよう子しもない思いつきではあるが、「似ている」という一点に於おいて彼女ほどの適任者はいない。だが、問題はおとなしく役目を引き受けるかどうか、だ。一ひと筋すじ縄なわではいかない頑がん固こそうな眼差しを思い出し、いささか面倒な気分になる。

「似てる……か。ユウェルに似ていて腕が立つ……」

「スフィル？」

　口の中でしきりに呟き、スフィルは懸命に何かを思い出そうとしていた。彼の部下に、身代わりを務められる者がいるのだろうか。それなら、街の少女よりはよほど頼もしい。

「どうした、スフィル。誰か適任者が……」

「あ、そうか！　あいつ、ユウェルに似てたのか！」

「え？」

「どこかで会った気がすると思ったら、そうだったんだ！　あ～、すっきりした！」

「おい、スフィル？」

　すっきりした様子で納得している異母弟に、怪け訝げんな思いで声をかける。

　スフィルは悪いた戯ずらを楽しむように、黒目をきらきらさせて口を開いた。

「兄さん、面白い奴やつがいるよ」

「本当か？」

「ああ。条件もばっちりだ。ユウェルに似ていて腕が立つ。ただし……」

「ただし……？」

「女の子だけどな」

　──本当に、大事な場面では息が合うから嫌になる。

　シオンの心の声も知らずに、スフィルは意い気き揚よう々ようと笑ってみせた。
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　お姉ちゃん、と部屋の入り口で、ソニアが遠えん慮りよがちに声をかけてくる。

　細く開いたドアから差し込む灯あかりがベッドまで届いて、メグの顔を淡あわく照らした。

「ねぇ、お姉ちゃん。いい加か減げんに、父さんを許してあげたら？」

「…………」

「母さんのドレスを勝手に売っちゃったのはひどいけど、それだって私たちが借金取りに危ない目に遭あわされたりしないためでしょ？　ねぇ、もう二日もたつんだよ？　いつまでも怒おこっていたら、父さんが可か哀わい想そうだよ」

　ソニアの言うことはいちいちもっともで、メグには耳の痛い言葉だらけだ。でも、どうしても感情が邪じや魔まをして「そうだね」と同意することができない。

「ほっといて」

　言うなり毛もう布ふを頭まで引き上げると、深い溜ため息いきが聞こえてきた。

「父さん、ションボリしてるよ。お姉ちゃんの好きなカボチャのポタージュ、作って待ってるんだよ。仲直りしなくてもいいから、ご飯くらい食べないとダメだよ」

「今日は……もう眠いから」

「お姉ちゃん」

「あんたには、わからないわよ。あれが、どんなに大事なドレスだったか」

「そりゃ……私にはわからないけど……」

　ソニアの声が、たちまち涙で潤うるんだ。

　いけない、と思ったが、失言はもう取り返せない。母親の記き憶おくがない彼女が「わからない」のは当然なのに、自分は何てひどいことを言ってしまったのだろう。

　静かにドアの閉まる音がして、室内は再び闇やみに包つつまれた。

「私ってば最低だ……」

　自じ己こ嫌けん悪おでいっぱいになり、メグはどうしたらいいのかますますわからなくなる。誰が悪いわけでもないのに、重たく塞ふさがった心はなかなか納得してくれなかった。

　ソニアには眠いと言ったけれど、まだ寝る時間にはかなり早い。それでなくても、この二日間は家族がいない間に家事を済ませ、後はずっとベッドに潜もぐり込こんでいるのだ。メグはゆっくりと起き出すと、窓の向こうに広がる夜空を仰あおぎ見た。

「星が綺き麗れい……冬が近いんだな……」

　そろそろ冬支度の時期か、と不意に現実へ立ち返る。父親やソニアの冬服を用意して、薪まきや炭の手配も必要だ。めそめそしていても時間は過ぎていくし、やらなくちゃいけないことは山のようにあった。セレネイドは四季の美しい国だが、冬を乗り越えるのは一年を通じて一番厳しくなる。

「……元気出さなくちゃ」

　ごく自然に、そんな呟つぶやきが零こぼれ落ちた。

　ベッドから出て顔を洗って、父さんやソニアに謝ろう。形見のドレスより娘たちの方が大事だ、と父は言っていたが、もちろん、メグだって一番大事なのは家族だ。

「スフィル様、大事にしてくれるといいな」

　ふっと、漆しつ黒こくの目と髪の鮮せん烈れつな面おも影かげが脳のう裏りを横切った。

　考えてみれば、いくら年が近そうでも相手は貴族なのだ。しかも皇こう帝ていづきの近衛このえ兵へい団だんの一つを率いる団長相手に、ずいぶん怖れ知らずな態度だったな、と思う。スフィルが気さくな青年で、少しも貴族然としていなかったからお咎とがめなしだったが、相手によってはタダでは済まなかったかもしれない。

「私、だいぶ取り乱していたんだなぁ」

　あの時はドレスを取り戻したい一心で、ちっとも周りが見えていなかった。

　今さらのように恥ずかしくなったが、もう会うこともない相手だ。忘れるに限る、と自分へ言い聞かせていたら、ふと窓の外に鈍にぶい光を見た。

「あれ……」

　薄闇の中、舗ほ装そうの行き届いていない道を一台の馬車がやってくる。遠目にもわかる豪ごう奢しやな作りで、あっという間にこちらへ近づいてきた。何だろう、と好こう奇き心しんをそそられていたら、驚いたことにメグの家の前で緩ゆるやかに速度を落とす。

「え、家うちなの……？」

　ドンドンドン！

　直後に玄関の扉を叩く音がして、思わず身を固くした。べッドの上で息をひそめ、誰が来たんだろうと耳をそばだてる。やがてノックの音がして、ソニアが声をかけてきた。

「お姉ちゃん」

　どうしたんだろう、ひどく困こん惑わくしているようだ。

　ドアの隙すき間まから覗のぞく顔は、不安と動どう揺ように縁ふちどられている。

「あのね、お客様が来ているんだけど」

「お、お客様って私に……？」

「うん。メグ・バーシア嬢はおられますかって。それでね、その……」

「…………」

「お姉ちゃん、一体何をしたの……」

「え？」

　何をしたのって、それではまるで犯はん罪ざい者しやではないか。

（そういえば、スフィル様を襲おそった連中のことを忘れてた。あれから捕つかまったのかな。やだ、私が鉄てつ棒ぼうで殴なぐったことが問題になってたらどうしよう！）

　冗談じゃないわ、人助けしたのに。

　メグは内心慌あわてたが、そんな言い訳がはたして通用するだろうか。

（うう、緊きん張ちようする……）

　せっかく立ち直りかけていたのに、次から次へと問題が起きて気持ちの休まるヒマもない。

　しかし、こうなったら毅き然ぜんとして「私は悪くありません」と訴うつたえるしかなさそうだ。

「ソニア、そんな顔しないで。大丈夫よ」

　不安そうな妹の頭を撫なで、メグは意を決して居間へと向かった。
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「お待たせしました、メグ・バーシアです」

　精一杯堂々と名乗ると、父親と話をしていた男がこちらを振り返った。

　身なりのきちんとした、優しそうな顔立ちの青年だ。黒い長髪を後ろで一つに縛しばり、温おん和わに微笑ほほえむ姿からは衛えい兵へいのいかつい雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられない。

「ああ、貴女あなたが……。初めまして。私はルカと申します」

「ルカ……さん……？」

「はい。どうぞ、ルカとお呼びください」

　にこにことそんなことを言われ、身構えていたメグは激しく面食らった。どういうことなの、と目で父親に問いかけたが、困ったように首を振るだけだ。

　戸と惑まどうメグたちをよそに、ルカはにこやかな口調で言った。

「早速ですが、貴女を王宮へご招待したいのです。私についてきていただけますか？」

「はい？」

「王宮です。私は城の使いで参ったのです」

「え、あ、あの、貴方あなたは衛兵じゃ……」

「衛兵？」

「な……何でもないですっ」

　ぶんぶんと首を振り、おそるおそるルカを見返す。どうやら、噓うそをついているようでもなさそうだ。けれど、城からの使いと言われても衛兵以上に心当たりがない。

「ちょっと待ってくれ。こんな時間にいきなり現れて、どうやって君を信用しろと言うんだ。本当に王宮の人間なら、その証しよう拠こをちゃんと見せてくれ」

「父さん……」

「娘は私の大事な宝だ。この子の身に何かあったら、絶対に許さない！」

「おやおや」

　父親の毅き然ぜんとした態度に、ルカのみならずメグやソニアもびっくりした。剣術の嗜たしなみこそあるものの、滅めつ多たに激げつ昂こうしない父がこんな厳しい物言いをするのは珍しい。

「大体、こんな夜にいきなり訪ねて来るなんて不ぶ躾しつけにも程があるだろう。娘は、まだ十五歳なんだ。もし王宮からの呼び出しが本当でも、私は……！」

「父さん、父さん待って。一応、話を聞いてみようよ」

「メグ……」

　今にも相手の胸ぐらを摑つかみかねない父親を、急いでメグが諫いさめに入った。心配してくれるのはありがたいが、もし不ふ敬けい罪ざいに問われるようなことがあったらそれこそ一大事だ。

「ご心配なら無用です。ここに、シオン・ジュレット様よりの文書をお持ちしました」

「シオン……ジュレット？　ジュレット家の家か督とくを継ついだ、最年少の摂せつ政しようか」

「ええ、その通りです。私は、シオン様の秘ひ書しよを務つとめております」

「ジュレット家の人間が、メグに用事だと……」

　さっと表情に緊張が走り、父親はますます警けい戒かい心しんを高める。

　だが、シオンの名前に驚いたのはメグも同じだった。

　先日の不ふ愉ゆ快かいな一ひと幕まくを思い出し、何の用事だろうと首を捻ひねる。間違ってもメグに個人的な興味を抱いだいたとは思えなかったし、あれから十日近くがすぎていた。

「王宮にメグ様をお呼びしているのは、シオン様です。ですが、どうぞこのことはご内ない密みつに。私がこうして日が落ちてからお迎えにあがったのも、できるだけ人目を避さけるためですから。なにぶん、お忍しのびの用事なので」

「お忍びの用事……一体何だ、それは？」

「残念ながら、詳くわしくは申せません。ですが、我が主あるじからは必ずメグ様をお連れするようにと命令されています。それこそ、どんな手段を使っても、と」

「何だと……」

　にこやかに怖おそろしいことを言われ、父親はわなわなと唇くちびるを震ふるわせる。

　自分を置いてきぼりに話がどんどん大きくなり、メグも混乱せずにはいられなかった。怯おびえるソニアを抱だき締しめ、どこから見ても穏やかな紳しん士しにしか見えないルカが、本当はどんな人物なのかを見み極きわめようとする。

「そんな大きな瞳ひとみで睨にらまないでください。思わず、跪ひざまずきそうになります」

「ふ、ふざけないでよ」

「ふざけてなんかいませんよ、メグ様。すぐに、私の言った意味がわかります」

　どこまで冗じよう談だんなのかわからない口調で、ルカが優ゆう美びな微び笑しようを浮かべた。

「ああ、ありました。こちらが、シオン様より預かった手紙です。どうぞ、気が済むまでお確かめください。これで、少なくともジュレット家の名を騙かたった人ひと攫さらいではないとおわかりいただけるのではないでしょうか」

「寄よ越こせっ」

　恭うやうやしく差し出された封書を、父親が奪うばうように取り上げる。だが、ジュレット家の紋章の封ふう蠟ろうを見ただけで、開きもせずにぐっと握にぎり潰つぶしてしまった。

（父さん、どうしたんだろう。何だか別人みたい……）

　無理もない、とは思う。

　王宮へ呼ばれるだけでも大事件なのに、「お忍び」で「どんな手段でも」なんて言われたら、そんな胡う散さん臭くさい招待には誰だって乗りたくない。

「ええと、手紙に用件は書いてないんですか？」

「はい。それは、直接シオン様にお尋ねください」

　ルカは品の良い微笑でそれだけを答えると、参りましょうか、とメグを促うながした。断る余地など皆かい無むな雰囲気に、どうしようと足が震ふるえる。

「メグ、行かなくていい！　どうしてもと言うなら俺が代わりに行く！」

「お姉ちゃん、行かないで！」

　父親とソニアの必死な声が、余計にメグを迷わせた。

　もし、ここで「行かない」と答えたら、ルカは二人に何かするだろうか。それとも、先ほどのは単なる脅おどしにすぎないのか。

「そんな顔をなさらなくても、乱らん暴ぼうな真似は決していたしませんよ」

　安心させるようににっこりと微笑み、ルカが優しい声音で言った。

「申し訳ありません、少々びっくりさせすぎましたね。ですが、事は急を要ようするのです。どうか、こちらの事情をお察さつしください。……メグ様」

「は……はい」

「シオン様がお待ちです。どうか、私と一緒に来てください」

「…………」

「お願いいたします」

　ゆっくりと、ルカが頭を下げた。

　大人の男性にこんなことをされるのは初めてで、メグは激はげしく面めん食くらう。同時に、彼がイエスと言わない限り引き下がらないことをはっきりと悟さとった。

「──わかりました。行きます」

「メグ！」

「お姉ちゃん！」

　返事を聞いて、再び父親とソニアが引き止めようとした。しかし、覚悟を決めたメグは気き丈じように笑顔を作り、元気良く彼らを振り返る。

「父さん、ソニア、私のことは心配しないで。すぐ帰ってくるから」

「メグ……」

「それと、ドレスのこと……拗すねたりしてごめんなさい」

　ああ良かった。ちゃんと謝れた。

　心の中でそう呟つぶやき、メグはようやく本当の笑顔になった。

「大丈夫よ。きっと大した用事じゃないと思うわ。そうでしょ、ルカさん」

「それも、どうぞシオン様に」

「くそ、娘に何かしてみろ！　タダじゃおかない！」

　まだ収まりのつかない父親は、鼻息荒くルカに食ってかかる。だが、どうあっても状況を変えられないのは、彼にもわかっているようだった。その証しよう拠こに、力なく肩を落とし、暗い瞳で溜め息をつく。

「父さん……」

「……わかった。メグ、行っておいで」

「……」

「家のことは心配するな。ソニアと二人で帰りを待っているからな」

「うん」

「お姉ちゃん、早く帰って来てね。絶対絶対、早く帰ってね」

「大丈夫よ、ソニア。憧あこがれのシオン様に、あんたの話もしてくるわね」

　かわるがわる二人と抱き合い、メグは束つかの間まの別れを惜おしんだ。ほんの少し出かけるだけなのに、となんだか大おお袈げ裟さな気がしないでもなかったが、行き先が王宮である以上、何が起きるのか想像もつかない。

「では、馬車へどうぞ」

　ルカのエスコートで、絵本に出てくるような立りつ派ぱな馬車へ乗り込む。

　この瞬間、己おのれの運命が思いもよらぬ方向へ転がり出したことを、メグはまだ何も気づいていなかった。
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　セレネイド国の王宮は、メグの住む王都の東側に位置する。

　先日お披ひ露ろ目めのあった広場のずっと奥まった場所、一般市民の立ち入りができない区く域いきに広大な敷地を持ち、出入りできるのは貴族階級の人間と警備や侍じ女じよなど王宮で働く許可証を得た者だけだ。

「ふわ……」

　メグも幼い頃から絵物語などで知るだけで、実際に内部を見たことはない。だが、壮そう麗れいな外がい観かんだけでも充分に中の美しさは想像できた。白を基調とした多くの棟からなる建物は、全部を見て回ろうとすれば軽く数日はかかってしまうだろう。裏門から入った馬車の窓から身を乗り出し、メグはひたすらポカンと口を開けるばかりだ。

「何か……すっごい。これ、一体いくつ部屋があるの？」

「さぁ、私もよくは知りません。ですが、二百近くはあるでしょうね」

「にひゃ……ッ」

　絶ぜつ句くしている間に、建物の裏手でようやく馬車が停まった。待ち構えていたように一人の侍女がやってきて、降りてきたメグを「こちらへ」と誘ゆう導どうする。ずいぶん小柄な人だなぁ、と思ったら東とう洋よう人じんの同年代と思おぼしき少女だった。

「あ、あの、ルカさん！」

「大丈夫ですって」

「ななな、何が大丈夫なんですかっ！　私、どこへ連れて行かれちゃうの？」

「いいから、彼女たちの言うことを聞いてください。シオン様の御ご前ぜんに上がるのに、申し訳ありませんがその恰かつ好こうはいささか……ですので」

「途中の沈黙が気になるんですけど」

「まぁ、そう仰おつしやらずに。では、また後ほど」

　笑ってごまかされてしまい、渋しぶ々しぶと侍女の後についていくことにした。どうせ、ここでは発言権などないに等しいのだ。それでも人ひと気けのない廊下から突き当たりの一室に案内され、いきなり風呂に入れと言われた時は愕がく然ぜんとした。

「冗談じゃないわよ、まるで私が汚れてるみたいじゃない！　確かに家は貧乏だけど、これでも一人前のレディなんですからね。ちゃんと、身だしなみには気をつけて……」

「シオン様は、非常に潔けつ癖ぺきなお方なのです。少しの汚れもお許しになりません」

「はぁ？　勝手に呼び出しておいて、ずいぶん傲ごう慢まんな言い草ね」

「とにかく、あまりお待たせするわけにはいきません。どうか、ご辛しん抱ぼうを」

「…………」

　強引に押し切られて、ふくれ面つらのまま入浴する。

　侍女が着衣のまま付き従い、メグの髪を洗いにかかった。初体面の彼女に裸を晒さらすのは抵抗があったが、上流階級では当たり前のことなのだと本で読んだことがある。郷に入っては何とやらだと、開き直ることにした。

「まぁ、本当に手足がほっそりしていらっしゃる」

　侍女が、羨うらやましそうにそんなことを言う。

「栗色の髪も、豊かでとても艶つやがおありですわ」

「そ、そうかな」

　おだてられて嬉しくなったが、これからシオンに会うのかと思うと、次第に緊張が高まってきた。広場で出会った彼はいけ好かなくて、何を考えているかよくわからず苦手だったけれど、今度もまた取りつく島もない感じなのだろうか。

（そんな奴やつのために、お風呂まで入らされるなんて……）

　ふわんと浮いたシャボンの玉を見つめ、一体何を話すのかと思う。例えば彼の異い母ぼ弟てい、スフィルならドレスの件かな、と期待できるが、シオンと自分はまるで接点がなかった。

「あら、どなたか近づいてきますね。ちょっとお待ちください」

「え？　何も聞こえないけど？」

「ふふ、私、とっても耳がいいんです」

　髪を洗い終わったところで、侍女が悪いた戯ずらっぽく笑って猫ねこ足あしの浴よく槽そうから離れる。そのまま出て行くのを見送ってから、思い切り湯船で手足を伸ばしてみた。

「すっごーい。バンザイしても、まだ余よ裕ゆうがある」

　広いのは、何も浴槽だけではない。この部屋全体が、メグの寝室よりずっと広かった。王族の人たちは、いつもこんなお風呂に入っているのかとびっくりする。

　──と。

「お待ちください。ただいま入浴の最中で……」

「うるさい。早くそこを通せ！」

「そうはまいりません、どうか、今しばらくお待ちを」

「俺自身の問題だぞ？　シオンより先に、自分の目で確かめる」

「そんな乱暴な……陛下！」

　何やら廊下が騒さわがしくなり、先ほどの侍女と誰かが言い争う声がした。何なの、とメグは湯船で身体を起こし、ドキドキしながら様子を窺うかがう。

「いけません、陛下！　ユウェル陛下！」

　バタン！

　侍女の制止を無視して、扉が乱暴に開かれた。

　え、と状況が吞み込めずにいる間に、ツカツカと誰かがこちらへやってくる。湯船に浸つかったまま呆あつ気けに取られるメグの前へ、小柄な少年が腕を組んで仁に王おう立だちになった。

「きゃ……」

「おまえか。怖れ知らずにも俺を騙かたろうという輩やからは」

「きゃーっきゃーっきゃーっ！」

「え、おいっ、何だ、急に騒ぐな……ッ」

「いやああああああああ──ッ！」

　ザバーンッ！

　無む我が夢む中ちゆうで乱らん入にゆう者しやにお湯をかけまくり、メグはあらんかぎりの声で叫び続ける。待て、とかやめろ、とか合間に聞こえた気もするが、構ってなどいられなかった。

「痴ち漢かん！　痴漢よ！　誰か！　誰か来て！」

「メグ様！　大丈夫です、どうか落ち着いてください！」

「男の子が！　男の子がああああっ！」

　血けつ相そうを変えた侍女が、身体を包つつむ大きなタオルを持って駆かけつける。

　ようやく我を取り戻したメグの目に映ったのは、頭からずぶ濡ぬれになったセレネイド国の新皇こう帝てい、ユウェル・シャマランの仏ぶつ頂ちよう面づらだった──。
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「はい、出来上がりました」

「わ……」

　薔ば薇らの香料で丁てい寧ねいに梳すかれた髪が、ふんわりと肩で弾はずむ。

　感動だ。生まれてこの方、髪の毛がこんな滑なめらかな手て触ざわりになったのは初めてだった。

　──しかし。

「あの、とても素敵にしてもらって何なんですけど……」

「何でしょうか？」

「着替えが……これ、間違ってますよね？」

「いえ、お召めし替かえはこちらにするようにと言われておりますが」

「いやいやいや、それは噓でしょ。ありえないってば」

　まさか、と一いつ笑しように付そうとしたが、東洋人の侍女は平然としたままだ。段々不安になってきたメグは、用意された服を目の前で広げて見せた。

「だって変でしょ？　どう見ても、これ男の子の服じゃない？」

「…………」

「ほらほら、ちゃんと見て。シャツはともかく、下はズボンになってる。貴族の子どもがよく穿はいている七しち分ぶ丈たけの……何だっけ、とにかくこれは女の子の服じゃない！」

「あの、そう言われましても、必ずお召しになるようにとのことですので」

「なんでよ！」

　わけわかんない、と訴うつたえても、彼女も返答に困っているようだ。拒否しようにも、着てきた服は洗せん濯たくに回されたのか見当たらなかった。

「わかったわよ……」

　とうとうメグは観かん念ねんし、思い切りしかめ面で男物の服を身に着ける。せっかく髪を可か愛わいくしてもらったのに、男の子の恰好では台無しだった。

　襟えり元もとが大きなリボンになった、真っ白な絹きぬのシャツ。ズボンは黒の七分丈で、すぼまった裾すその下は白の長靴下だ。こうなったら徹てつ底ていしてやると、半なかば自や棄けになって髪の毛を後ろで束ねたら、ますます男の子と見み紛まがうばかりになった。

「まぁ、よくお似合いですよ」

「……ありがと。でも、あんまり嬉しくない……」

「そんなこと仰おつしやらずに。それでは、陛下をお通ししますね。先ほどからお待ちですよ」

「え……ッ……」

　いや、待って。やめて。

　咄とつ嗟さに喉のど元もとまで出かかった言葉を、メグは懸けん命めいに吞のみ込んだ。

　お風呂での騒そう動どうを思い出すと、今でも顔から火が出そうだ。できれば二度と会いたくない、というのが本音だが、相手が皇帝ともなるとこちらに拒きよ否ひ権けんはなかった。

（それに……謝らなくちゃダメ……よね）

　あああ、と思わず頭を抱かかえてしゃがみ込みたくなる。

　どう考えても、自分は悪くない、はずだ。

　嫁入り前の身体を、無ぶ遠えん慮りよに踏み込んできた相手にばっちり見られたのだ。けれど、世界広しと言えど皇帝にお湯をぶっかけてずぶ濡れにした挙あげ句く、痴漢呼ばわりした人間なんてきっと自分くらいだろう。

「おい、おまえ」

　くよくよ悩んでいたら、頭ず上じようから不ふ遜そんな声が降ってきた。ユウェルだ。

　顔を合わせる勇気が出なくて、メグは俯いたまま微び動どうだにできずにいた。

「ユウェル……陛下……？」

「いいからまずは顔を上げろ。小娘」

「こ……」

　のっけから暴ぼう言げんを吐かれ、殊しゆ勝しようにしていたメグは激しくムッとする。まさか、年下から「小娘」呼ばわりされる日が来るとは夢にも思わなかった。

「まったくもって無ぶ礼れい千せん万ばんな話だ。百歩譲ゆずって身代わりを立てるのはいいとして、それがどうして女なんだ。シオンもスフィルも、頭がどうかしたんじゃないのか。この俺が、女と瓜うり二ふたつだなんて侮ぶ辱じよくを受け入れられるはずが……」

「ちょっと！　いくら何でも……」

「はず……が……」

　思わず顔を上げたメグとユウェルが、初めてまともに顔を合わせる。

　そうして、どちらもそのまま絶ぜつ句くしてしまった。

（似てる……──）

　まるで鏡を見ているようだ、とメグは呆ぼう然ぜんと胸で呟いた。

　以前、ソニアに言われた時は真面目に取り合わなかったが、こうして男の服を着て髪をまとめてしまうと、驚くほどユウェルとそっくりだ。どうして今まで気づかなかったのかと不思議に思うくらい、顔立ちだけでなく背せ恰かつ好こうまでよく似ていた。

「おまえ……」

　驚きのあまり、ユウェルの声が上ずっている。

　彼もまた、メグと同じ心しん境きようなのだろう。

「おまえ……本当に女なのか？」

「は？」

「いや、違うだろう。俺に似すぎている。そうだ、やっぱり女じゃないんだ」

「し……」

「さっきも泡で微び妙みように見えなかったが、女にしては胸がないなと不思議で……」

「失礼ねッ」

「いけません、メグ様！」

　バチーン！

　どこからか飛び出したルカが、ユウェルを庇かばって平手打ちを食らった。

　強きよう烈れつな一発をお見舞いされて尻しり餅もちをついた彼を、メグもユウェルも啞あ然ぜんと見つめる。

「あいたたた……」

「ルカさん！」

「ルカ！」

　同時に叫んで駆け寄る二人に、左頰を赤くしたルカが弱々しく微笑ほほえみかけた。

「私は大丈夫です。どうか、お二人とも冷静にお願いします」

「ご……ごめんなさい」

「…………」

　真っ青になってメグは謝ったが、ユウェルはふんと偉そうに腕を組んだ。

「見たか？　この女、俺を叩こうとしたぞ。皇帝である、この俺を！」

「ユウェル陛下、お怒りはごもっともですが……」

「まったく、即位してからさんざんだ！　何度も死にかけるわ、女には殴なぐられそうになるわ、挙句にこの歳で見合いだと？　くそ、皇帝なんかやってられるか！」

「見合い……？」

「ああ、その辺の話はシオン様がいらしてから、じっくりいたしましょう」

　慌ててメグの呟きを遮さえぎり、ルカがやれやれと立ち上がった。側に控ひかえて一部始し終じゆうを見ていた侍女も、目まぐるしい展開に呆気に取られた顔をしている。

「あの……その……ごめんなさい……」

　気まずい思いを抱えてメグは深く頭を下げる。ユウェルはこれみよがしな溜め息を漏らし、面倒臭そうに「もういい」と言った。

「本来なら死し罪ざいに値する行為だが、ルカに免めんじて許してやる。それに、貴重な身代わりを簡単に死なせるわけにはいかないからな。それこそ、ここぞという時に役に立ってもらわなければ意味がない。女、寛かん大だいな俺サマに感謝しろよ」

「…………」

「何だよ、その顔は。まだ文句があるのか」

「文句って……いうか……」

　ええと、とメグは頭の中を整理しようとした。

　先刻から気になっていたが、ユウェルの発言は時々意味不明だ。「俺を騙る」とか「身代わり」とか、あまつさえ「役に立ってもらう」って何の話をしているのだろう。

「──おい、どうなっている」

　要よう領りようを得ない顔のメグに、ユウェルは苛いら々いらしたようにルカを睨みつけた。しかし、彼が何か言おうと口を開きかけた時、扉が威い勢せい良く開け放たれる。

「こら、ユウェル！」

「困りますね、ユウェル陛下。お部屋でお待ちくださるようにと、あれほど……！」

　口々に文句を言いながら、二人の青年がズカズカと入ってきた。

　彼らを見たメグは、「あっ」と思わず声を上げてしまう。

「スフィル様と……シオン様……」

「よっ、メグ。何だよ。他た人にん行ぎよう儀ぎだな。呼び捨てでいいと、この前も言っただろ」

「でも……」

「一緒に戦ったんだから、おまえは俺の仲間だ。違うか？」

　人ひと懐なつこい口調で、スフィルが明るく笑いかけてきた。

　緊張の連続だったメグはホッと息をつき、彼の登場を心の底から感謝する。

「うん、わかった。ありがとう、スフィル」

「そうそう、その方が俺も付き合いやすい」

　満足そうに頷うなずいた後、今度はユウェルへ向き直った。彼は偉そうに腕を組んでいる幼おさな馴な染じみに、しかめ面で話しかける。

「おまえ、女性が入浴しているところへ乗り込んだんだって？　何やってるんだよ」

「悪いか？　ここは王宮で、言ってみれば俺の家だ。主人がどこで何をしようが、誰も文句を言えるものか。大体、スフィルもシオンも勝手じゃないか。俺に黙って、あれこれ話を進めていくなんて。言っておくが、非常に怒っているんだぞ」

「ユウェル陛下とセレネイド国のため、最善の道を模も索さくしているだけです」

「だったら、俺もシオンに言わせてもらう」

　シオンの優等生な言葉にキッとまなじりを上げ、ユウェルは堂々と宣言した。

「俺は、見合いなんかしない！　婚約も結婚もしない！」

「ユウェル陛下……」

「あの、ちょっと待って」

　いい加減、人の存在を無視して話を進めるのはやめてほしい。

　メグは右手を挙手し、強引に彼らの会話に割り込んだ。

「悪いんだけど、最初から順序だてて説明してもらえない？　そもそも、私はどうしてこんな男の恰好をさせられているの？　身代わりとか見合いとか、一体何のこと？」

「それは……」

　スフィルが、漆しつ黒こくの瞳を曇くもらせて口ごもった。陽気な彼にそんな顔をさせてしまい、何だか罪ざい悪あく感かんが湧いてくる。だが、すぐさまシオンが無愛想な声音で、冷れい淡たんにメグを突つっ撥ぱねた。

「おまえには、後ほど説明する。今はおとなしく控ひかえていろ。ルカ、彼女を別室へ」

「承知いたしました」

「嫌いやよ、冗談じゃないわ！」

　差し出されたルカの手を振り払い、メグはシオンへ食ってかかる。

「何だかよくわからないけど、私に無関係な話じゃないんでしょ？　それなら、〝おとなしく控えて〟なんかいられないわ。あんまりバカにしないでよね！」

「喧やかましい娘だな」

「いいじゃないか、兄さん。メグには聞く権利があるよ。そうだろ、ユウェル？」

「別に。どっちでもいい」

　同意を求められたユウェルは、すっかりご機き嫌げん斜めの様子だ。だが、彼らが現れてから表情がいくぶん幼くなったのをメグは見逃さなかった。

（そういえば、スフィルは〝陛下〟じゃなくて呼び捨てにしてるわね）

　仲がいいのかな、と思うと、皇帝も近衛このえ兵へい団だん団長も、何だか普通の男の子に見えてくる。シオンだけはいついかなる時も「シオン様」だが、きっと天てん変ぺん地ち異いでも起きない限り死ぬまであの調子なんだろう、と思った。

「いずれにせよ、ここで立ち話は不ふ毛もうだ」

　溜め息交じりに、シオンが呟く。

「場所を移して説明する。それで納得しろ、メグ・バーシア」

「……いいわ」

　何よ、と胸で反発しつつ、メグは承しよう諾だくした。

　恐らく、彼の中で自分の印象は最悪だろう。でも、そんなのはお互い様だ。

（それに、私は間違ったことは言ってないわ。自分のことは、ちゃんと自分の目と耳で知っておきたいもの。だって、相手は皇帝よ？　ただ事じゃないわよ、絶対）

　次々と溢あふれそうになる疑問をぐっと堪こらえ、一同を見回す。

　とにかくさっさと話を聞いて、父親とソニアの待つ家に帰ろう、と思った。
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　移動した部屋は、意外なことにこじんまりとした書しよ斎さいだった。

　三方の壁は本棚になっており、天井まで本に埋め尽くされている。満月を掲かかげた窓を背に広い樫かしの木作りの机があり、一同はその前に置かれた天鵞絨ビロードのソファへ腰かけた。

「あの、ルカさんは座らないの？」

「とんでもありません、私は使用人ですから」

「えっ。じゃあ、私も！」

　部屋の隅に控えて遠えん慮りよするルカに、メグも慌てて立ち上がる。しかし、スフィルが笑いながら腕を摑つかむと自分の隣に再び座らせた。

「おまえはいいんだよ。何たって、この話の主役なんだから」

「さっきは部屋から追い払おうとしたくせに……」

「それは、シオン兄さんだろ？　ま、許してやってくれ。ああいう人なんだよ」

「私についての解説は不ふ要ようだ、スフィル」

　煩わずらわしそうに睨まれ、スフィルは苦笑いで黙る。もう一人の主役、ユウェルはふて腐くされた態度のまま、一人掛けのソファにぶすっと座り込んでいた。

「失礼いたします」

　メグの面倒を見てくれた侍女が、今度はワゴンにお茶を載せて運んできた。彼女が給きゆう仕じを済ませて出て行くのを待って、メグは「ずいぶん用心深いのね。そんなに秘密な集まりなの？」と言ってみる。

「なぜ、そう思う？」

　すかさず、シオンが尋ねてきた。

「私たちは、まだ何も話していないはずだが」

「え、だって……さっきから、侍女が彼女一人だから」

「…………」

「王宮だったら、もっとたくさん侍女がいるはずでしょ？　それを、何から何まで彼女にやらせてるってことは、秘密厳げん守しゆな話をするからなんじゃないの？」

　素直な感想を口にしたまでだが、話を聞くなり彼らはシンと黙り込んだ。

「え……と……」

　内心メグは焦あせり、何かまずいことを言っただろうかと狼狽うろたえる。だが、すぐにスフィルが愉ゆ快かいそうな声で笑い出し、「メグ、鋭するどいな」と感かん嘆たんした。

「吞み込みが早いし、機き転てんも利ききそうだ。俺たちの目もなかなかだよ、兄さん」

「まぁ、悪くはないな」

「失礼ですが、私も少し驚きました」

「あの……どういう……」

　ユウェルを除のぞく三人の反応に、メグはますます面食らうばかりだ。

　しかし、今の会話で明らかに空気が変わった。それまで感じていたよそよそしさが薄うすれ、話しやすい雰囲気が生まれる。

「おまえも、あらかた予測はついているだろう。実は……」

「ユウェル陛下が、お見合いをするんでしょ」

「俺は嫌だ。嫁なんか欲しくない」

「……と言っているが、半月後にはフォロン国の姫君と対面の手て筈はずが整っている」

　華か麗れいにユウェルの抗こう議ぎを無視して、シオンは淡々と先を続ける。

「これは、議会を通じての決定事項だ。たとえ皇帝であろうと、逆らうことはできない。しかし、見合いに際しては一つ大きな問題がある」

「問題？」

「現在、ユウェル陛下の身辺には非常に危険が多い。お披露目の場で、ナイフを持った男に襲しゆう撃げきされたのがいい例だ。見合いの場で何が起きるか、我々としても気が抜けない」

「まさか……」

　ここに至いたり、危き惧ぐしていた「男装」と「身代わり」の意味が完全に繫つながった。

　青ざめた顔をシオンへ向け、メグは震える声で問いかける。

「わ、私にユウェル陛下の代わりに見合いしろって言うんじゃ……」

「それだけではない。好こう機きとばかりに、ほぼ確実に刺し客かくが襲ってくるだろう。だから、おまえには囮おとりになってもらいたい。上う手まくいけば、暗殺者を一いち網もう打だ尽じんにできる」

「おおお、囮だなんて！　さらっと、とんでもないこと言わないでよ……ッ」

「重々しく言えば、おまえはもっと怯えるだろう」

「そういう問題じゃないでしょ！」

　どあっと文句をつけると、眉み間けんに皺しわを寄せ、あからさまに嫌そうな顔をされる。理り不ふ尽じんな申し出に腹を立てているのは、こちらなのにも拘かかわらず、だ。摂政だか大貴族だか知らないけれど、あまりに勝手すぎやしないだろうか。

「あのねぇ、シ・オ・ン・さ・ま」

「何だ、その嫌みな発音は」

「貴方が上から目線だから、私も真似してみただけよ。仮にも大事な陛下の身代わりを頼もうって時に何なの、その偉そうな態度は。まぁ、どんなに殊しゆ勝しような顔をされても、絶対にお断りしますけど！」

「どんな顔で話そうが私の自由だ。小娘が指さし図ずするな」

「私、帰ります！」

　会話が通じないどころか、一秒だってここにいたくない。

　怒って帰ろうとしたメグを押し留とどめ、スフィルが真剣な面おも持もちで「待ってくれ」と迫ってきた。飄ひよう々ひようとした笑みを引っ込めた彼は、ドキリとときめくほど精せい悍かんだ。

「兄さんの無礼は俺が謝るよ、ごめん」

「スフィル……」

「とにかく、話だけでも最後まで聞いてくれないか。これはユウェルの命のみならず、セレネイド国の運命すら左右しかねない重大な案件なんだ」

「で、でも……」

　それだったら、余計に自分へ託たくされても困る。とりたてて目立つところのない平凡な娘にすぎないし、一国の運命なんて言われても途と方ほうもなさすぎてピンとこない。いや、それより何より女の身で皇帝の身代わりなどできるはずがなかった。

「いくら何でも無理よ、不可能よ、ありえないわよ」

「メグ……」

「そりゃあ、こういう恰好をして髪をまとめれば確かに似てるわ。それは認める。背恰好も同じくらいだし、黙っていれば陛下をよく知らない人なら騙だまされるかもしれない」

「だろう？　向こうも肖しよう像ぞう画がでしか、ユウェルの顔は知らない。身のこなしや声を少し低く話すようにすれば、絶対に上手くいくって」

「でも、囮なんでしょ？」

「う……」

　ズバリと核かく心しんを衝つくと、さすがのスフィルも表情を強こわ張ばらせる。

　その反応だけで、いかに危険な役目なのか訊きかずとも察さつしは充分についた。

「いくら私が剣を使えても、相手は凄すご腕うでの暗殺者なのよね。じゃあ、私は死んじゃうかもしれないってことでしょ。そんなの嫌よ。ご免こうむるわ」

「俺が守る！」

　びっくりするほど大きな声で、スフィルがぎゅっとメグの両手を包み込んだ。

　真剣な眼まな差ざしに、その場の全員が気け圧おされる。

「大丈夫だ、メグ。おまえは俺が必ず守る」

「スフィル……」

「俺は近衛兵だ。皇帝を──つまり、おまえを守るのは俺の仕事だ。だから、どうか俺を信じて引き受けてほしい。お願いだ」

「…………」

　真正面から「お願い」されて、メグの心は悩ましく揺れ始めた。スフィルの野性的な瞳がきらきら輝き、己の誓ちかいは決して噓ではないと訴うつたえてくる。

「あ……あの、あのあのあの……」

「俺の意志はどうなるんだよ」

　皇帝なのにまるきり空気扱あつかいのユウェルが、拗ねた声で呟いた。

「とにかく、俺は見合いなんかしないからな。従って、そいつが身代わりになる必要もない。ルカ、明日になったら家まで送ってやれ。俺はもう寝る」

「ユウェル陛下！」

「シオン、議会の連中に言ってくれ。見合いはなしになったと。いいな？」

　有う無むを言わさぬ口調で命令すると、ユウェルは引き止める声も空むなしく出て行った。

　後に残された面々は、白しらけた雰囲気の中で互いに顔を見合わせる。

「仕方がない。今夜は彼女に王宮に泊まってもらい、明日改めて話し合おう。ただ、時間がもうない。ユウェル陛下の説得も急がねば。スフィル、その娘の面倒を見てやれ」

「兄さんは？」

「私は、少し用事を思い出した。ルカ、一緒に来てくれ」

「かしこまりました」

　恭しく頭を下げ、シオンに続いてルカも書斎を後にする。

　こうして。

　嵐のような一幕は、何とも歯切れの悪いまま終了したのだった。
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「眠れないわ……」

　天てん蓋がい付きのふかふかベッドに横たわり、メグはぱっちり瞳ひとみを開いた。

　あれから、またもや現れた東とう洋よう人じんの侍じ女じよに豪ごう華かな客室へ案内されたが、あまりにいろんなことが起こりすぎてすっかり目が冴さえてしまったのだ。

　月明かりに照らされた室内はシンと静まり返り、その静せい寂じやくがますますメグの眠りを妨さまたげた。

「ちょっと散歩でもしようかな」

　思い切って起き上がり、寝間着の上から用意されたショールを羽は織おる。王宮なんて庶しよ民みんが簡単に入れる場所ではないし、少し探検して歩くのもいいかもしれない。

　見張りでもいたら厄やつ介かいだと危き惧ぐしたが、どうやら取り越し苦労だったようだ。おそるおそる扉を開けると、薄うす闇やみに包まれた廊ろう下かには人っ子一人見当たらなかった。

　メグはしめしめと忍しのび足で先へ進み、月光が明るく差し込む方向を目指してみる。回廊を出ると晩ばん秋しゆうの夜風が冷たかったが、興奮しているせいか肌寒さは感じなかった。

「本当に迷子になりそう……」

　ルカが「部屋数は二百を超える」と言っていたが、王宮内は延えん々えんと続く扉や入り組んだ廊下など、まるで迷宮のような複ふく雑ざつさだ。噂うわさによると数百年の増改築をくり返し、現在のような造りになったらしい。

　月光を頼りに何度目かの角を曲がると、不意に庭へ通じる外階段に出た。石造りの手て摺すりから身を乗り出すと、こじんまりした中庭が見下ろせる。

「わ、東あずま屋やがある」

　遠目に白い円屋根の東屋と、可か愛わいい噴ふん水すいが目に入った。微かすかに聴きこえる水音と月光を弾はじく水みず飛沫しぶきがひどく幻想的で、メグはわくわくしながら階段を駆かけ下りる。

「何だか、童どう話わの世界みたい」

　ソニアにも見せたかったな、と思いながら、弾はずむ足取りで芝しばを踏ふんで歩いた。

　夜よ露つゆにサンダル履ばきの爪つま先さきが濡ぬれたが、その感触さえ心地ここち好よい。

　身代わりだの囮おとりだの、はては国の運命だのと深刻な話が降りかかってきたことも、全てが夢だったような気がしてきた。──と。

「誰だ？」

　突然、険しい声が耳に飛び込んでくる。

　ドキッと心臓が飛び出しそうになり、メグは狼ろう狽ばいして足を止めた。浮かれた気分でいたせいか、東屋に先客がいることにちっとも気がつかなかったのだ。

「ご、ごめんなさい。あの、私ちょっと散歩に……」

「散歩？」

「ええっと、月が凄すごく綺き麗れいで……それで……」

　しどろもどろに言い訳しながら、少しずつ後ろへ下がる。充分に距離を取ったら回れ右で逃げよう、と思っていたが、それより早く相手が月光の下に出てきた。

「おまえ、さっきの……」

「ユウェル陛へい下か……」

　互いに目を合わせたまま、しばし次の言葉が出てこない。

　よもや、こんな人気のない夜の庭で皇こう帝ていと出くわすとは夢にも思わなかった。

「……ふぅん、髪を下ろしてそんな恰かつ好こうをしていれば、さすがにちゃんと女に見えるな」

「え？　……あっ！」

「今さら隠したって遅い。裸はだかでいるわけじゃあるまいし、寝間着姿くらいで焦あせるな」

　慌あわててショールの前をかきあわせたメグに、ユウェルが相変わらずの憎にくまれ口を叩たたく。風ふ呂ろ場ばの件をまだ引っ張る気かとムッとしたら「何だよ」と睨にらみ返されたが、たとえ皇帝であろうが理由もなく揶や揄ゆされるのは我が慢まんならなかった。まして、ユウェルにはほとんど暴ぼう言げんしか吐はかれていないので尚なお更さらだ。

（なまじ同じ顔だから、自分に嫌いやみを言われているみたいだし……）

　複雑な気分にかられたが、似ているようでやはり彼とは決定的な違いがある。

　上質な服や不ふ遜そんな態度もさることながら、ユウェルには生まれつき備わった王族の気品があった。いくらそっくりでも、そこだけは簡単に真似はできないだろう。

「そんなに見たいなら、こっちへ来ればいい」

「え……」

　どういう意味かとドキッとしたが、どうやら顔のことではなかったようだ。

　ユウェルは夜空を見上げると、仕方ないな、といった様子で続けた。

「おまえも、月を眺ながめに来たんだろう？　今夜は特別に隣へ座ることを許してやる」

「え……っと……」

「何だ、俺が一緒だと不満なのか？」

「う、ううん。そんなことない……けど……」

　ありがたき幸せ、とか何とか言った方がいいのかな。

　言葉遣づかいに迷っていたら、ユウェルがくすくす笑い出した。

「心にもないおべんちゃらや慣れない敬けい語ごを使う必要はない。ここには誰もいないし、世せ辞じなど聞きき飽あきているんだ。特に即位してからというもの、周囲の人間は見え透すいた擦すり寄よりばかりして、真実の言葉というものにほとんど触れていない」

「そうなの？　シオン様やスフィルも？」

「あの二人は……」

「…………」

「あいつらは違う。幼おさな馴な染じみだし、俺のことを本気で考えてくれている」

　痛いところを衝つかれたように、目元が微かすかに赤くなる。それをごまかすように急いで踵きびすを返すと、ユウェルはさっさと東屋へ戻った。一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、このまま彼を一人にするのが心配になってメグも後を追う。お許しが出たので設しつらえた長椅子の隣に腰かけると、ユウェルは月を見つめながらポツリと呟いた。

「明日になったら、ルカに家まで送らせる。今晩だけ我慢しろ」

「……帰ってもいいの？」

「おまえだって、囮なんか嫌だろう。身の安全は保証できないし、女に男の振りをしろだなんてシオンもスフィルも無茶を言う。大体、見合い相手にバレたらそれこそ大問題だ。国際問題に発展でもしたらどうする気なんだ」

　苦々しげに吐き出す言葉には、怒りではなく戸と惑まどいが濃こく滲にじんでいる。初めてユウェルの本音に触れた気がして、メグは知らず口を開いていた。

「それだけ、あなたのことを守りたいからじゃない？」

「え？」

「だって、よくわかんないけど誰かに命を狙ねらわれているんでしょう？　だったら、一刻も早く犯人を捕つかまえたいって思ってるはずよ。シオン様もスフィルも、心の底からあなたの身を案じているもの。だから、きっと大丈夫。何が何でも、見合い相手にバレないように事を運ぼうと努力するに決まっているわ」

「おまえが、それを言うのか？」

「あ……」

　間近から真顔で訊きき返され、ハッと我に返る。

　そうだった。「何が何でも」見合い相手にバレないようにし、且かつ暗殺者を捕まえるためには、完璧な皇帝のニセモノが必要なのだ。

　そうして──今のところ、ニセモノの適てき任にん者しやは自分しかいない。

「ああ～……墓ぼ穴けつを掘っちゃった……」

　頭を抱かかえて呻うめくメグに、ユウェルが「大丈夫か？」と覗のぞき込こんでくる。ちら、と視線を走らせると、びっくりするほど近くに彼の顔が迫っていた。

（うん……似ている。さっきも思ったけど、本当によく似てるんだわ、私たち）

　気の強そうな琥こ珀はく色いろの瞳。小作りな顔と鋭えい角かく的てきな顎あご。

　生意気そうだけど、少し緊きん張ちよう感かんの緩ゆるんだ幼い口くち許もとまでそっくりだ。

『ユウェル陛下って、お姉ちゃんとちょっと似てる』

　不意に妹の顔が脳のう裏りに浮かび、ソニアと父はどうしているだろうか、と胸がしくりと痛んだ。きっと一晩中ヤキモキしてメグの帰りを待っているに違いない。よもや、皇帝の身代わりを頼まれているなんて夢にも思わないだろう。

（私が帰らなかったら、凄すごく心配するわよね。家事だってする人がいなくなっちゃうし、父さんもソニアも困るに決まってる）

　どうしよう、と迷いが生まれた。

　先刻までは絶対断るつもりだったし、ユウェルも帰っていいと言っている。シオンたちの出方は読めないが、皇帝の決定なら逆らえないだろう。

　後は、メグさえ「帰る」と言えばいいだけだ。そうすれば、大好きな家族にすぐに会える。

「あの、私……」

「本当は、即位なんてずっと先のことだと思っていたんだ」

「ユウェル陛下……？」

　いきなり、独ひとり言ごとめいた呟きがユウェルの口から零こぼれ出た。

　メグはドキリとして、黙ったまま耳を傾ける。

「帝王学を学んではいたが、父さま母さまにはもっと長生きしていただきたかった。俺はまだ子どもで父さまには到とう底てい及ばないし、急な交こう代たい劇げきは国内に動どう揺ようを与えている。シオンたちが助けてくれているが、彼らだって古参の側近たちから見れば若じやく輩はい者ものだからな」

「そんな……」

「もちろん、実力で二人が劣おとっているとは思わない。シオンは怖いくらい頭が切れるし、スフィルの剣は天才的だ。どちらも人を率いる器うつわがあり、実際多くの人間が慕したっている。それでも、認めたくない者はいるんだ。長く王家へ仕つかえてきて、内心不満を抱えている輩やからだって少なくはない。そういう連中を巧たくみに操あやつり、俺を追い落とそうと画かく策さくする存在がいたとしても不思議じゃないと思う」

「…………」

　どう答えていいのかわからず、メグはひたすらユウェルの横顔を見つめた。

　不遜で傲ごう慢まんなワガママ皇帝としか思っていなかったが、僅わずか十三歳で即位した重じゆう圧あつは並なみ大たい抵ていのものではない。彼は、それをどう受け止めるべきか日々思い悩んでいるのだ。

（そうだよね。急に一国の運命を背負わされて、政せい略りやく結婚までさせられそうで……）

　王族なら早い婚約は珍しくないし、ユウェルだけが特別なわけではない。

　それでも、両親を同時に失った傷も癒いえないうちから環境が瞬またたく間に変わり、大人の都合であれこれ振り回されている彼がひどく気の毒になった。

「ねぇ、一つ訊いてもいい？」

「何だ？」

「どうして、そんな話を私に？　ただの小娘って思ってたんじゃないの？」

「それは……」

　嫌みでもなんでもなく、ただ純粋に疑問だったのだが、ユウェルはたちまち返事に詰まる。決まりの悪い顔でパッと横を向くと、言い難にくそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「おまえが……俺に似てるから……」

「え……」

「最初は頭にきてたから認めたくなかったが、やっぱり俺たちはよく似ている。だから、何だか他人のような気がしないというか……」

「そ……か……」

「まぁ、中身はまるで違うけどな。少なくとも、俺は初対面の男を引っぱたきはしない」

「そ、それは、あなたが失礼なこと言うからでしょっ！」

　今度は、メグが慌てる番だった。

　暴力に訴うつたえたのはよくないが、「本当に女か」なんてそれこそ初対面の女性に言っていいセリフではない。

「とにかく、これは俺と王家の問題だ。無関係のおまえを巻き込むわけにはいかないし、シオンたちにも俺からちゃんと言っておく。身代わりなんてやめろって」

「でも、お見合いは？　結婚なんか嫌だって……」

「嫌だよ。決まっているだろ。だけど、セレネイド国の安あん泰たいのためには、やむを得ないだろうな。俺に限らず、王族の婚こん姻いんとはそういうものだ。わかっているけど……俺の意志を無視してどんどん話が進むから、ちょっと抵抗してみたくなったんだ」

「ユウェル陛下……」

「そんな顔をするな。これは、俺が王家に生まれた以上仕方のないことだ。俺はユウェルという一個人である前に、セレネイド国の皇帝なんだ。血の一いつ滴てきまで、俺自身のものじゃない。戴たい冠かん式しきで王おう冠かんを戴いただいた時、そう心に決めたんだ」

「…………」

　あまりに過か酷こくすぎる運命に、メグはかける言葉すら見つからなかった。

　そんなの、あんまりだわ──そう言うだけなら簡単だろう。

　誰だって自由に生きていきたいし、心から愛した人を伴はん侶りよに選びたい。己おのれの意志で歩いていく道を決め、そこで泣いたり笑ったりしながら時を積み重ねる。家族がいて、友達がいて、愛する相手がいて──それが生きることだと思っていた。

（でも……皇帝のユウェルには、好きな相手を作る自由さえないのよね）

　全てを支配する立場にありながら、実際は恋さえ儘ままならない。

　おまけに暗殺の危機にまで見舞われているなんて、考えるだけで胸が詰まった。

「……悪かった。つまらない話をしたな」

　思いを吐き出して気が済んだのか、溜ため息いきをついてユウェルが立ち上がった。

「メグ……だったな。今日のことは忘れて、元の生活に戻るがいい。まぁ、シオンからきつく口止めはされるだろうが、あいつの言うことには逆らうなよ」

「どうして？」

「怒おこらせると怖いからな」

　本当か冗談か、判はん別べつつきかねる口調で答え、面食らうメグへにやりと笑いかける。そうしていると、年とし相そう応おうの少年に見えるから不思議だった。

　あるいは、こっちがユウェルの素顔に近いのかもしれない。お披ひ露ろ目めの際、バルコニーで民衆へ手を振っていた近寄り難がたいオーラは、今の彼からはまったく感じなかった。

「そっか。なんか、わかっちゃった」

「何がだ？」

「お披露目でユウェル陛下を見た時、今ほど〝そっくり！〟って感じなかった理由」

　そうなのだ。双ふた子ごのように瓜うり二ふたつなのに、あの時は自分も周囲もそんなこと気づきもしなかった。それが、メグには少し不思議だった。

「もちろん、髪型とか恰好の問題も大きいとは思うけど。でも、そうじゃなくて根本的に違っていたのよね。人前でのユウェル陛下と、今私の目の前にいる陛下」

「何の話……」

「きっと、私は素顔のユウェル陛下にそっくりなんだわ」

「え……」

　メグの言葉を聞くなり、ぶわっとユウェルの顔が赤くなった。

　それは夜よ目めにもわかるほどで、そうかそうかと納なつ得とくしていたメグは、皇帝相手にあまりにも図ずう々ずうしかったかと慌ててしまう。

「ご、ごめんなさい。私ってば調子に乗って失礼なことを……お、おゆ、お許し……」

「…………」

「お、怒った……？」

　しばらく、ユウェルは黙ったままだった。

　けれど、その沈黙は決して居心地の悪いものではない。彼はしばらく何か思案し、それから打って変わった落ち着いた声音で「そろそろ部屋に帰れ」と言った。

「おまえが部屋にいないとわかったら、騒さわぎになる」

「うん……あの……」

　少し言いい澱よどんでから、思い切って口を開く。

「本当に大丈夫？」

「……何が？」

「何もかも諦あきらめたみたいなことを言うし、ちょっと心配になったの。ワガママでやんちゃな皇帝だと思ったけど、それだけで人の上に立てるわけないものね」

「俺は……」

　ユウェルが、物言いたげに唇を震ふるわせた。けれど上う手まく言葉が出てこないのか、やがて諦めたように口を閉じる。また余計なことを言っただろうか、と心配になった時、遠くから規則正しい足音が近づいてきた。

「誰か来るわ」

「きっと、城の見回りをしている衛兵だ。メグ、おまえはさっさと戻れ。一緒にいるところを見られるのはまずい。身代わりの計画は、一部の者にしか明かされていない」

「ユウェル陛下は？」

「ここは、俺の家も同然だぞ。どこで何をしていようが、俺の勝手だ」

　ふん、と勝ち誇ほこった口を利きく姿は、もう先刻と同じ強気な彼だ。

　メグはホッと安あん堵どし、見み咎とがめられないうちにと急いで立ち上がった。

「──メグ」

　踵きびすを返しかけた背中に、ユウェルが小さく声をかけてくる。

　何かと振り返ると、月光を背に彼は不遜な笑みを浮かべていた。

「皇帝の俺に〝大丈夫？〟なんて言ったのは、おまえが初めてだ」

「え……」

「おまえは、面白いな」

「っ!?　……」

　褒ほめられてるのかバカにされているのか、今一つ微び妙みような感じだ。

　だが、いよいよ足音が近くなったので、文もん句くを引っ込めてメグは駆け出した。
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　軽快なノックの音がして、返事を待たずに扉が開く。

　シオンが振り返って確かめるまでもなく、弟のスフィルがズカズカと入ってきた。

「何なんだ、こんな夜中に。用事があるなら、明日にしてくれないか」

「そんなこと言って、兄さんも今夜はろくに眠れないんじゃないかと思ってさ。たまには付き合ってやろうかと、ワインを持ってきたんだ。上物なんだぜ？」

「……おまえは」

　呆あきれ顔で読んでいた本を閉じ、長椅子に陣じん取どるスフィルに溜め息を漏らす。

　そんな気分ではないと断ろうと思ったが、目の前に持参のグラスを差し出され、仕方なくそれを受け取った。

「用意のいいことだ」

「兄さんの部屋に、こんな気の利いた物はないだろうと思ってさ。久しぶりに来たけど、相変わらず本ばかりだなぁ。ジュレット家当とう主しゆの私室にしちゃ、色気の欠片かけらもないな」

「私を、放ほう蕩とうな父と同列に見るな」

　当主の座を長兄のシオンに譲り、同時に摂せつ政しよう職からも退いた二人の父は、多くの愛人を引き連れて田舎いなかの別べつ邸ていで悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしている。スフィルの陽よう気きな性格は、間違いなく父の遺い伝でん子しによるものだろう。

　一から十まで母親に似たシオンは、そんな父が今でも苦手だ。不ふ愉ゆ快かいな気分を押し流そうと、いっきにグラスを呷あおって赤い液体を流し込んだ。

　王宮からジュレット家へ戻ってからも、シオンは自室でずっと考え事をしていた。

　ユウェルの暗殺問題、メグの説得、フォロン国との国交等々、課題は山積みだ。しかし、人の気も知らずにスフィルはご機き嫌げんな様子で、今度はシャツの懐ふところから油紙に包んだチーズを取り出してきた。

「厨ちゆう房ぼうから、こっそりくすねてきたんだ。眉み間けんに皺しわ寄せてないで、これでも食いながら飲もうぜ。どのみち、動いてみなきゃ何も始まらないんだ」

「おまえらしい言い草だな。……だが」

「え？」

「生あい憎にくと、私たちはそんなに仲の良い兄弟じゃない。回りくどい真似はいいから、さっさと本題を話せ。大方、身代わりの件だろう？」

「……察さつしのいいことで」

　ひょいと肩をすくめ、スフィルが表情をガラリと変える。

　妙みような愛あい想そ笑いから一転、鋭するどい眼光が真意を探るようにシオンへ向けられた。

「俺、不穏な噂を耳にしたんだけど」

「不穏な噂？」

「ああ。摂政の兄さんなら、真実を知っているに違いないと思ってさ」

　己のグラスへ再びワインを注ぎ、シオンは続く言葉を待つ。けれど、剣けん吞のんな光を含んだスフィルの眼差しから何を訊きかれるかは想像がついていた。

「本当なのか？　皇帝の身代わりを務つとめた人間は……」

「役目が終わったら秘密裡に始末される──そう聞いたんだろう？」

　何の感情も交まじえずに答えると、身を乗り出したスフィルの表情が硬こう直ちよくする。

　シオンはグラスを勢いよく呷ると、彼を見返して頷うなずいた。

「本当だ。皇帝の影かげ武む者しやは、内々で処分されるのが掟おきてだ」

「まさか……あんた、それを知っていてメグを……」

「仕方がない。ユウェル陛下とセレネイド国のためだ。それに、国の最高権力者に影かげ武む者しやがつくのは昔からよくあることだ。その秘密を外に漏もらされては、元も子もないからな。役目を全まつとうしてもらった後は、安らかに永遠の眠りに就ついていただく」

「ふざけんなよ……」

　低く押し殺した声が、唇から零れ出る。

　深い怒りに満ちた眼差しで、スフィルは射い抜ぬくようにシオンを睨んだ。

「あんた、わかってんのか？　あいつは……メグは、まだ十五の女の子なんだぞ？」

「年齢など関係ない。それに、彼女は些いささか口が達たつ者しやだ。勝ち気だし権力に臆おくしたところがない。身代わりとしては申し分ない度ど胸きようだが──いずれ面倒を引き起こすに違いない。そもそも連れてきたのはおまえだろう」

「知ってたらメグを選ばなかった！」

　激げつ昂こうしたスフィルが、乱暴に立ち上がった。

「落ち着け。夜中に大声を出すな」

　昨日今日会ったばかりの少女のためにそこまで怒れるなんて、とシオンは感心したが、思えばスフィルは幼い頃からそうだった。正義感が強くて世話好きで、常に弱者の立場で物を考える。長ちようじて近衛このえ兵へい団だんに入隊した現在は保ほ護ご欲よくの矛ほこ先さきがユウェルに向かっていたが、どうやらそこにメグも仲間入りをしたらしい。

（まぁ、あそこまで似ていればユウェルと混こん同どうしても無理はないか……）

　実際、シオンも今日のメグには驚いていた。

　髪型と服装を変えたくらいで、あんなにも瓜二つになるとは嬉しい誤ご算さんだ。おまけに、ただの生意気な小娘かと思っていたら、意外に冷静な面も持っている。スフィルが「俺たちの目もなかなかだ」と言っていたが、確かに拾い物かもしれない。

　だからだろうか、スフィルが肩入れするのは。

　義ぎ憤ふんにかられる異母弟おとうとの顔を、シオンは興味深く見ていた。

「とにかく、俺はメグを処分なんかさせないからな。見合いが無事に済んだら、ちゃんと家に帰すと約束してくれ。そうでないなら……」

「そうでないなら……どうするんだ？」

「…………」

「まさか、この計画から降りるつもりか？　メグにばらして逃がしてやろうとでも？」

　畳たたみかける質問に、スフィルが忌いま々いましげに横を向く。

　無言の肯こう定ていに、シオンの瞳ひとみから温度が失うしなわれていった。

「スフィル、おまえは何もわかっていない」

　溜め息をつき、彼は頑かたくなな横顔へ話しかける。

「今、おまえが考えるべきなのは、目前に迫せまった見合いの席でいかに身代わりの彼女を守るかだ。その後のことは、全てが終わってからにしろ」

「詭き弁べんだ。それじゃ、遅すぎるかもしれないじゃないか！」

「メグを帰したら、ユウェル陛下が見合いに行くことになる。そうなれば、彼の命が危険に晒さらされるぞ。おまえは、陛下と彼女の命を天てん秤びんにかけているんだ。その自覚を持て」

「く……」

　痛いところを衝つかれ、スフィルが悔くやしそうに瞳を歪ゆがめた。

　何か言いたげに再びこちらへ向き直るが、不ふ毛もうな会話に終しゆう始しするのは目に見えている。二人はしばし睨み合い、互いに一歩も譲ゆずらぬ迫力で相手を威い圧あつした──が。

「結局、兄さんとはいつもこうだな」

　深々と息をつき、先に均きん衡こうを崩したのはスフィルだった。

「あんたには、人の情ってもんがないのかよ」

「私は、ユウェル陛下の安全を第一に考えているだけだ」

「ああ。そうだよな。有ゆう能のうな『三さん賢けん人じん』の摂政様としては、皇帝暗殺を未み然ぜんに防げなかったら末まつ代だいまでの恥だもんな。自分の誇りを守るためなら、一人の少女の命なんかどうでもいいってわけだ」

「──そうは言っていない」

　さすがに不快感を覚え、シオンは眉み間けんに皺しわを刻む。しかし、スフィルはここぞとばかりに、常つね日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんをぶちまけた。

「大体、こんなプライベートな会話でまで〝陛下〟って言うのやめろよ。なんで、以前のようにユウェルって呼んでやらないんだよ。あんたのそういう四し角かく四し面めんなところが、ユウェルを淋さみしがらせてるってこの前も言っただろ！　あいつ、両親を亡なくしてまだ半年なんだ。少しは幼馴染みとして、優しくしてやれよ！」

「優しくするのは、おまえ一人で充じゆう分ぶんだろう」

「なっ……」

「私は、私にできることをする。新皇帝を亡き者にしようと企たくらむ組織があるなら、徹てつ底てい的てきに叩き潰つぶす。そのために必要な悪あく役やくなら、喜んでなってやるさ」

「兄さん……」

　呆ぼう然ぜんとシオンの言葉を聞き、毒どく気けを抜かれたようにスフィルが息を吐いた。

　どれだけ話し合おうと、決して互いの考えが交わることはない。

　そんな諦めにも似た呟きが、聞こえてきそうな溜め息だった。

「そうか……。あんたが決めたなら、俺はもう何も言わない」

　納得したわけではないが、スフィルはそう言って拳こぶしを握にぎる。

「だけど、俺は絶対にメグを殺させない。あの子もユウェルも、守ってみせる」

「…………」

「兄さんが悪役になるって言うなら、俺はあんたを倒す日が来るかもな」

　ふっと緊張を緩ゆるめ、最後はふてぶてしく笑んでみせた。もし彼が本気で言っているなら、この上なく厄やつ介かいな敵になるのは間違いない。

「おやすみ、兄さん」

　不ふ敵てきな宣言を残し、彼は部屋から立ち去って行った。

　やれやれと嘆たん息そくし、シオンはワインの残りをグラスへ注そそぐ。

　正妻と愛あい妾しようの息子むすこ同士、そりが合わないと言えばそれまでだが、真っ向からスフィルが刃は向むかって来たのは今夜が始めてだった。

　一人の皇帝と、一人の少女。

　彼らの生死がこの変化を呼んだのだとしたら、波乱はまだまだ膨ふくれ上がりそうだ。

「明日から、また大変だな」

　見目良い眉まゆを顰ひそめ、シオンはグラスの中味を飲み干した。
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　翌朝、メグがちょうど目を覚ました時、タイミング良く洗面の用意を持って侍女が部屋に入ってきた。昨夜に引き続き、同じ東洋人の少女だ。

「おはようございます、メグ様。驚きましたわ、もうお目覚めでしたか」

「おはよう。ええと、ごめんなさい。貴女あなたの名前、聞きそびれていたんだけど」

「失礼いたしました。私は藍鳥ランニヤオと申します」

「らん……にゃお？　わぁ、可か愛わいい響きでぴったり」

「ありがとうございます。祖そ国こくの言葉で〝青い鳥〟という意味なんです」

　ちょこんと愛らしく腰を下げ、藍鳥は艶つややかな黒髪を肩で揺ゆらす。

　見たところ同年代のようだが、小柄なせいか幼く感じた。

（昨日はそれどころじゃなかったけど、可愛い人だなぁ。お人形みたい）

　セレネイド国は首都が海に面しており、貿易の盛さかんな土地柄だ。そのため異い国こく人じんが多く在住していて、スフィルの母や藍鳥のように肌の色がまるで違う者も珍しくはない。

「祖国と申しましても曾そう祖そ父ふの代に移住してきていますから、私の故こ郷きようはセレネイドなんですよ。その昔、曽祖父はジュレット家に大変世話になったそうで、それ以来ずっと我が家の人間はジュレット家にお仕つかえしているんです」

「ああ、そうか。だから、昨夜は貴女が侍女に選ばれたのね。シオン様に、よほど信用されているんだろうなぁって思ったんだ」

「はい。ですから、今日もメグ様付きの侍女としてやって参りました」

「私付き……」

「申し訳ありませんが、ユウェル陛下とそっくりな貴女を、あまり城内の人の目に触ふれさせるな、とシオン様から厳しく言われておりまして……」

「そ、そっかぁ」

　何食わぬ顔で返事したが、内心メグは胸を撫なで下ろした。

　良かった。昨夜、中庭まで出歩いたことは誰にもバレていないようだ。

（ユウェル陛下……今日、シオン様に話すって言ってたけど……）

　本当に、このまま家に帰ってしまっていいのだろうか。

　部屋に戻ってベッドへ潜もぐり込んだ後も、メグはずっとそのことを考えていた。

　皇帝の身代わりなんて、大変な役目だ。暗殺者から命を狙われる危険もあるし、軽い気持ちで引き受けたら後こう悔かいするのは目に見えている。

　けれど、ユウェルの本音や「おまえを守る」と言ってくれたスフィルの顔を思い出すと、どうしても踏ふん切ぎりがつかなかった。

「あら。メグ様、あの、差し出がましいようですが……」

　手早く顔を洗って身支度を整えると、藍鳥が遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「本当に、その恰好でよろしいのですか」

「え？」

「いえ、あの……メグ様は、家へお帰りになりたがっていたのでは……。王宮へ来る時に着ていらした服は、洗濯してあちらへ用意してありますよ」

「あ、そうなのね。どうもありがとう」

　彼女が気にしているのが男の恰好だとわかり、メグは明るく笑顔を返す。

　昨日は無理やり着せられたが、今朝のメグは自分の意志でこちらを選んでいたのだ。

「でも、いいのよ、この服で」

「メグ様……」

「ちょっとね、一日この恰好で考えてみようと思うの」

「考える……ですか？」

　意味がわからず訊き返す藍鳥に、メグは笑って言ってみた。

「私が、ニセモノ皇帝になれるのかどうかって」
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　広々とした食堂に案内され、十人は座れるテーブルで一人ぼっちの朝食を食べる。

　焼き立ての香ばしいパンも生みたて卵のふわふわでとろっとろなオムレツも感動するほど美お味いしかったが、メグは途中で溜め息をついてしまった。

「皇帝って、ご飯も一人で食べるのかなぁ。せっかくなら、誰かと〝美味しいねー〟っておしゃべりしながらの方が楽しいのに……」

「食事は栄養を摂取するか、外交に役立てるためのものだ。〝楽しい〟は必要ない」

「わわっ」

　背後からの声に驚いて、うっかりスープ皿にスプーンを落としてしまう。

　いつの間に来ていたのか、傍らに立ったシオンが眉を顰めて嘆なげいた。

「礼儀作法が、まるでなっていないな。どんな躾しつけを受けてきたんだ」

「あの、その前に何か言うことはないの？」

「何をだ？」

　本気でわからないのか、彼は真顔で見返してくる。

　相変わらず、怖いくらいに綺麗な顔だった。整いすぎていて感情がほとんど読み取れないが、外交がどうとか言うのなら、まずは自分が笑顔を身に付けてはどうだろうか。

「あのね、摂政様は朝の挨あい拶さつをご存知ないの？　まずは〝おはよう〟から始めてよ」

「私が、どうして小娘に挨拶などせねばならないんだ」

「それが、貴方の大好きな〝礼儀作法〟の第一歩だからよ！」

　ますますムッとして言い返すと、皮ひ肉にくが通じたのかシオンの目が微かに険しくなった。

「な……何よ……」

　強気に出過ぎたか、とメグはいささか怯ひるむ。

　美形が睨むととんでもない迫力が出るのだと、この時身を以もって実感した。

「──おはよう」

「え……」

「どうした？　おまえの言う通り、朝の挨拶だ」

「お、おはよう……ございます……」

「これで文句ないな。では、次は私の番だ」

「は？」

「食事中は無む駄だ話ばなしをするな。独り言や声を出して笑うなんて、もっての外ほかだ。それと、皿が綺麗すぎる。ユウェル陛下は食が細く、半分はいつも残されるんだぞ。それに、そのナプキンの雑ざつな扱あつかい方は何だ。もっと綺麗に畳めないのか」

「…………」

　口数の少ない彼がいっきに小言をまくしたてる様を、メグは啞あ然ぜんとして見ていた。

　隅すみで控ひかえていた藍鳥もびっくりしたらしく、目をぱちぱちさせている。一から十まで文句をつけた後、シオンは涼やかな顔で「……わかったか？」と確認してきた。

「いくら顔が似ていても、こんなことではあっという間にバレるぞ。見合いの日まで、まだ二週間ある。ルカや藍鳥に、みっちり仕込んでもらうといい」

「シオン様、貴方って……」

「どうした？」

「何と言うか……残念な美形ね」

「な……」

「爽さわやかな朝と美味しい朝食が、貴方の小言で台無しだわ」

　あ～あ、と溜め息を漏らし、メグは「ごちそうさま」と呟いた。

　怒ったシオンがまた何か言ってくるかと思ったが、幸い彼は驚きの方が勝っているらしく、まるで異い質しつなものでも見るような目でメグを見つめている。

「……口の減らない小娘だ」

　やがて小さな声で毒づいたかと思うと、彼はさっさと食堂を出て行ってしまった。

「何だよ、ここで朝飯食ってたのかぁ。おはよう、メグ。よく眠れたか？」

「あ、スフィル、おはよう」

　シオンと入れ替わるようにして、陽気なスフィルが入ってきた。

　白を基調にした近衛兵団の団長服が、精せい悍かんな容姿に殊ことの外ほかよく似合っている。

「ふふ、なんかスフィルの顔を見るとホッとしちゃう」

　シオンと軽く一戦交えた後だけに、心の底からメグは言った。

「そうか？　だったら、良かった。遠えん慮りよしないで、俺には何でも言えよな」

「うん、ありがとう。すっごく心強い」

「……とにかく、無理や我慢だけはするなよ」

「スフィル……」

　ぽんぽん、と軽く頭を叩かれ、どうしたのかな、と少し戸と惑まどう。

　明るく包ほう容よう力りよくに満ちた笑顔は昨日までと変わらないが、気のせいか今朝は特に気を遣つかわれているようだ。

「あのね、スフィル。昨日の夜なんだけど……」

「なぁ、兄さんの様子、ちょっとおかしくなかったか？」

「え？」

　昨夜、ユウェルと話したことを打ち明けようとしたのだが、出で鼻ばなを挫くじかれてしまった。大おお股またでテーブルに近づいてきたスフィルは、不ふ可か解かいな顔でメグへ囁ささやく。

「出入り口ですれ違った時、いつもの澄すまし顔じゃなかったんだ。怒ってるような困ってるような、妙みような表か情おしてたんだよな。まさか、リンゴでも食ったかな」

「リンゴ？　どうして？」

「兄さんは、リンゴが大嫌いなんだよ」

「えええ？　リンゴを？　噓うそでしょ？」

「変わってるだろ。でも、本当なんだ。ガキの頃、喉のどに詰まらせて死にかけたことがあるんだってさ。それ以来、リンゴが食べられないらしい。もったいないよなぁ。ジュレット家の料理人は、アップルパイが得意なのに」

「あら、アップルパイなら私も得意よ。妹のソニアの大好物なんだから」

「え、本当か？　じゃあ、いつか食わせてくれよ」

　漆しつ黒こくの瞳を輝かせ、スフィルが無む邪じや気きに頼んでくる。

　いいわよ、と請うけ負おった後、ふとメグの心が不安に揺らいだ。

（もしも、私が身代わりを引き受けたら……無事に帰ってこられるのかな……）

　囮だ、とはっきり言われたので、危険は承しよう知ちで挑いどまねばならないだろう。

　今、スフィルとアップルパイの約束をしても、叶えられるかどうかわからないのだ。

「メグ？　大丈夫か？」

「えっ？」

「急に思い詰めた顔になって、どうしたんだ？」

　心配そうな声にハッと我に返ると、スフィルの顔が間近にあった。息がかかるほどの距離から様子を窺うかがわれ、メグはたちまち赤くなる。

「あ……あの、そうだ、私ね。昨晩、ユウェル陛下と話したの」

　心の動揺をごまかそうとして、思わず先ほど言いかけた話を口にした。

「ユウェルと？　いつだ？」

「その、眠れなくて……中庭に降りたら……」

「え？」

　その途と端たんスフィルの表情が引き締まり、緩んでいた空気が一変する。お蔭かげで不用意なドキドキも治まったので、メグは居座まいを正して話を続けた。

「ユウェル陛下、お見合いはする気でいるみたい。反抗はしたけど、それが皇帝の務めなのもわかってるって、そう言ってたの」

「本当か？」

「うん。でも、だから余計に心配なの。全部一人で背負って、一人の人間である前に皇帝だから仕方ないって……そんな風に、何もかも諦めてるみたいだった。それで、私に〝家へ帰らせてやる〟って言うの。おまえは無関係だろうって」

「あいつ……そんなこと……」

「私ね、彼と話すまでは絶対家に帰ろうと思ってた。だって、いくら何でも乱暴な話じゃない。たまたまユウェル陛下と似ているってだけで、危険な役目を引き受けなきゃいけないなんて冗談じゃないわって」

「それは……」

「でもね、ちょっと考えが変わった」

　メグの言葉に、え、とスフィルが意表を衝つかれた顔になる。

「変わったって……おまえ、まさか」

「ユウェル陛下の本音、聞いちゃったから。そうなると、なんだか彼は私にとって『皇帝』って記号の人じゃなくなっちゃったの。私にとっては、ユウェルって名前の一人の男の子なのよ。その彼がすごく大事なものを抱えていて大変な時に、自分にできることがあれば力になりたいって……」

「メグ……」

「こんな言い方したら怒られると思うんだけど、友達が困ってたら普通に助けるでしょ？　それに近い感覚っていうのかな。上手く言えないけど、私、迷ってる」

「…………」

「もちろん怖いし、やり遂とげる自信があるかって言われると困るけど。でも、スフィルが言ってくれたじゃない？　私のこと、守ってくれるんでしょう？」

「あ、当たり前だろっ」

　真っ直ぐにメグの目を見つめて、彼は真しん摯しな声を出した。

「おまえは俺が必ず守る」

「スフィル……」

　わわっと今さら頰ほおが熱くなり、激しい動どう揺ようにギャーと叫び出しそうになる。

（お、落ち着け、私！　今のは近衛兵として当然のセリフじゃないの。何てったって、近衛兵っていうのは皇帝の身辺警護がお仕事なんだからっ。つまり、ユウェルの身代わりをするなら私を守るって意味でしょ？　別に、私が特別って意味じゃないのよっ）

　必死に自分へ言い聞かせ、落ち着かなくちゃ、と深呼吸をした。

　だが、それも無駄な努力に終わる。スフィルがいきなり手を伸ばし、メグの頭をくしゃくしゃに撫で回してきたからだ。

「ス、スフィル、やめてよっ」

「そっかそっか。俺、おまえのその言葉だけで嬉しいよ」

「ちょ、ちょっと髪の毛がぐしゃぐしゃ……」

「また藍鳥に梳すいてもらえばいいさ、なぁ藍鳥？」

「お任せください」

　ご機嫌なスフィルから声をかけられて、藍鳥がにこりと同意した。

「私が何度でも綺麗に梳いてさしあげます」

「藍鳥まで……」

　まいったなぁ、とメグは抵抗を諦めたが、それにしてもスフィルがこんなに喜ぶとは思わなかった。多分、それだけユウェルの身を強く案じているのだろう。

（ああ、そうか。スフィルも同じなんだわ。彼にとってユウェルは単なる皇帝じゃなくって、大事な幼馴染みなのね。だから、私の言葉を喜んでくれたんだ）

　だったら、シオンは──いや、彼の場合は考えるまでもない。

　ユウェルの話によれば、即そく位いしてからのシオンは一線を引いてしまい、非常によそよそしくなったという。きっと、摂政の職を全まつとうすることで頭がいっぱいなのだ。

（それに、今朝だってひどかったわよね。私が身代わりを引き受けるって、頭から決めてかかっちゃってさ。やります、なんて一言も言ってないのに……）

　何が、〝どんな躾を受けてきたんだ〟よ。

　思い出したら、またムカムカ腹が立ってきた。そもそも、庶民と貴族では食事の内容に雲うん泥でいの差があることくらい普通にわかりそうなものだ。それを、あんな見下したような態度で説教される筋すじ合あいはない。

「……ねぇ、スフィル。シオン様は、何が何でも私を陛下の身代わりにする気よね」

「え？」

　メグの問いかけに、ぴた、とスフィルの手が止まった。

「私を迎えに来たルカさんが、父さんに言ったの。〝どんな手段を使っても〟連れてくるように言われたって。それって、こちらの意思なんか関係ないってことでしょ？　現に、今朝も私がユウェル陛下の身代わりになるのを前ぜん提ていにあれこれ言ってきたし」

「兄さんが？　あいつ、本当にそんな物ぶつ騒そうな物言いをしたのか？」

「ルカさんが言ってたんだから、間違いないと思うわ。……確かに、私は迷ってる。ユウェル陛下の力になりたいし、スフィルがいるなら安心だもの。だけど、シオン様は……ちょっと怖いな。何を考えているか、全然わかんない」

　正直な想いを口にすると、意外にも「気にするな」とあっさり返ってきた。え、と拍ひよう子し抜ぬけするメグに、スフィルが苦笑いを浮かべて言う。

「兄さんは、いつもそうなんだ。昔から、物の言い方がきついっていうか、誤解を招くのを怖れないっていうか。感情表現が、ド下へ手たな男なんだよ」

「そ、そういう問題？」

「でも、決してメグを駒こまのように考えているわけじゃないと思う。だって、自分からここへ来たんだろ？　俺、食堂から出てきた兄さんを見てびっくりしたもんな。仕事を脱け出してくるなんて、滅めつ多たにしない人なんだ。いつもなら、ルカを寄よ越こして後で報告させるのがせいぜいだし」

「……でも」

　単に不器用なだけなら、もう少し目が優しくてもいいのに。

　心の中で、こっそりメグは呟いた。

　そうしたら、どんなにかシオンは素敵に見えただろう。どんだけ口が悪かったり態度が素そっ気けなかったりしても、ちっとも気にならなかったに違いない。

（……って、違う違う！　何を考えてるのよ、私ってばっ）

　慌てて最後の部分を打ち消し、あんな奴のことはどうでもいいと思い直す。

　ただ、このまま一方的に利用されるのは我慢できなかった。シオンの手のひらで転がされ、強制的に身代わりをやらされるのは真っ平ご免だ。

「ねぇ、スフィル」

　一つの決心を胸に、メグはゆっくりと口を開いた。

「皇帝のニセモノ……上手くなれるかな……」

「メグ……」

「私が立りつ派ぱに身代わりを務めたら、シオン様だって私を認めざるをえないわよね。そうしたら、もう小娘ってバカにできないし、見下したような態度も取られないのよね？」

「あ、いや、それは……」

「ユウェル陛下が助かって、私はシオン様を見返せる。それなら、やってみる価値はあるかもしれないわ。ねぇ、スフィル？」

「……本当にいいのか？」

　先刻まで派手に喜んでいたのに、スフィルの声はひどく真しん剣けんだ。

　メグの真意を確かめるように、漆黒の目が真っ直ぐこちらを見み据すえてきた。

「一度引き受けたら、もう後戻りはできない。メグ、それはわかっておいてほしい」

「スフィル……」

「その代わり、昨日も言ったようにおまえの身は俺が全力で守る」

「…………」

　なぜだろう。さっきは赤面するほどときめいたのに、同じセリフが今はずしりと心に重い。

　まるで、それだけ危険だと言われているような気分だ。

「見合いの席だけだ。それが済んだら、必ず家に帰してやる」

　まるで誓ちかいの言葉のように、一言ずつが真しん摯しに響いてくる。

　メグは頷き、頑がん張ばってみよう、と覚悟を決めた。
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　見合いの相手、フォロン国の第三姫君は十六歳、名前はエルヴィラという。

　ユウェルより年上だが、肖しよう像ぞう画がを見る限りではなかなかの美女のようだ。蜂はち蜜みつ色いろの髪に翠みどり色の瞳で、噂うわさによるとダンスがとても上手らしい。

「まぁ、見合いというより顔合わせと婚こん約やくの儀ぎ、と言った方が正しいですね。よほどの理由がなければ、断る選せん択たく肢しは存在しませんから」

　ルカの説明に、メグは「なるほど」と納得をする。

「そういえば、ユウェル陛下の口ぶりでも結婚は決まったっぽい感じだったわ」

「はい。フォロン国との絆きずなができれば、陛下の立場は盤ばん石じやくになります。あちらから断ってでもこない限りは、破は談だんにする理由がありません」

「そっか。向こうから申し込んできたんだから、それはないわよね」

「そういうことです」

　よくできました、とでもいうように、ルカがにっこりと微笑ほほえんだ。

　スフィルに決心を伝えた後、ほどなく顔を見せた彼はすでにいくつもの仕事をやり遂とげていた。聞けば、報告を受けてすぐに馬車を飛ばし、メグの家まで王宮の人間を差し向けたという。

『お戻りが予定より遅くなると、お父様たちへお伝えして参りました。心配していらっしゃいましたが、大事なお務めを皇帝より下された、と言ったところ仔し細さいはお尋たずねにならずに納得されたようです』

『父さんが……』

『これは私が勝手に感じたことですが……もしや、メグ様のお父上は王宮の内情に詳くわしいのではないのでしょうか。私とのやり取りにも臆おくしたところがありませんし、ただの鞄かばん職人にしては物もの腰ごしがどこか違います』

『…………』

　ルカの指摘は、満まん更ざら的外れではない気がした。

　実際、メグに剣の手ほどきをしたり、妙に浮うき世よ離ばなれしているところがあったり、父のフェンネルには謎なぞが多い。だが、そうなると母親とはどこで知り合ったのだろう。

（まさか、王宮の舞踏会とかだったりして）

　お伽とぎ噺ばなしのような想像を巡めぐらせてニマニマしていたら、「聞いていらっしゃいますか」と注意されてしまった。先刻から王宮の一室で、今回の見合いについての基本的な情報を教えられている最中なのだ。

「ねぇ、ルカさん」

「どうぞ、ルカと呼び捨てになさってください。メグ様が皇帝に成り代わられている間は、当然呼び方も変わります。今から慣れていた方がよろしいかと」

「じゃあ、シオン様のことも呼び捨てにしちゃっていいの？」

「……お怒りにはならないと思いますよ」

「最初の〝……〟が気になるから、遠えん慮りよしておく……」

　メグが肩をすくめて答えると、意外にもルカはくすくすと笑い出す。

「メグ様は、少しシオン様を誤解していらっしゃいますよ」

　スフィルと同じようなことを言って、彼は「ここだけの話ですが」と話し始めた。

「確かに、シオン様は少々難むずかしい方です。ご自分にも他人にも厳しくて、時々は怖いくらい冷れい酷こくな仕打ちもなさいます。ですが、本質が冷たい方かというと、決してそんなことはありません」

「どうして？」

「昨晩、皆さまが書斎で話し合いをしていた際、シオン様が私を連れて先に部屋を出られたのは覚えていらっしゃいますか？」

「覚えてるわ。確か用事があるって」

「あの後で、シオン様は私に言ったのです。朝になったら、メグ様の家へ使いに行ってくれと。メグ様が身代わりを渋しぶっていらしたので、シオン様は何としても説得するおつもりでした。ただ、そうするといつお帰りになれるかわからなくなり、メグ様のご家族はますます心配されるでしょう。貴女は家事を一手に引き受けていらしたようですし、お父様や妹君も何かと不自由を強しいられます」

　ルカの言葉に、メグは複雑な思いを嚙かみ締める。

　彼から家族の様子を聞いてはいたが、まさかシオンが手を打ってくれているとは思わなかった。おまけに、メグの暮らしぶりまで詳しく調べていたようだ。仮にも皇帝の身代わりになるのだから、身元の怪しい者では困ると思ったのだろう。

「先ほどお話ししたように、今朝方私はメグ様の家に伺うかがいました。実は、その話には続きがあるのです。メグ様不在の不便さを補おぎなうためにと、シオン様は臨りん時じの家政婦を派は遣けんされました」

「えっ？」

「王宮でもベテランの侍女です。掃そう除じも料理も一流ですし、もちろん給金を払う必要もありません。まぁ、メグ様のお父上は丁てい重ちように辞じ退たいなさったので、結局は私と一緒に城へ帰って来たのですが」

「…………」

「やり方はどうあれ、シオン様なりにメグ様へ気を遣っておられるのですよ」

　思いもよらなかった事実を聞かされ、メグは呆あつ気けに取られるばかりだ。

　何だか、シオンという人間がますますわからなくなってきた。
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「メグが、俺の身代わりを引き受けたんだって？」

　咎とがめるようなユウェルの言葉を、シオンとスフィルが沈黙で肯こう定ていする。ルカは相変わらず三人から距離を取り、一人だけ部屋の隅に神しん妙みような様子で控えていた。

　真夜中の書斎には、メグを除いた昨夜と同じ面々が揃そろっている。皆、皇帝の身代わりが決まったことに少なからず思うところがあるようだ。

　中でも、ユウェルの心しん境きようが一番複雑だった。

「驚いたな。まさか、承しよう知ちするとは思わなかった。あいつ、本当にわかってるのか？　俺を殺そうとしている連中が、隙すきを衝いて襲おそってくるかもしれないんだぞ？」

「その点は、俺がちゃんと彼女の身辺に注意しておく。心配するな」

「スフィル……おまえ……」

　自信たっぷりに答えるスフィルを、ユウェルは横目でねめつける。

「また、きらきらした笑顔を不必要に近づけて、歯の浮くような口く説どき文句を使ったんじゃないだろうな。そのやり口で何人の女性をその気にさせ、あちこちで騒ぎを起こしてきたと思っているんだよ。無自覚な分、おまえは性た質ちが悪い」
















「子どものくせに、凄いこと言うなぁ。俺は、誰のことも口説いちゃいないって」

「メグのことも？」

「口説いてない」

　即答すると、彼はいかにもわざとらしく「ふぅん」と呟いた。その拗すねたような態度に、今度はスフィルがニヤニヤと口を開く。

「何だよ、俺がメグを口説いたら嫌なのか？　おまえ、わかりやすいなぁ」

「そんなわけないだろっ。バカなこと言ってると、不ふ敬けい罪ざいにするぞ！」

「お～お、赤くなっちゃって。ユウェル、あいつのこと気に入ったんだな」

「別に、そういうんじゃないからなっ。それから、俺と同じ顔の奴をあいつとか呼ぶな。大体、彼女は俺の代わりに危ない目に遭うかもしれないんだぞ。女の子なのに、顔に怪け我がとかしたらどうするんだよ」

「ユウェル陛下が、気になさることではありません」

　くだらない会話を打ち切ろうと、シオンが冷たい声で割り込んだ。

　これ以上は、見苦しくて聞いていられない。大体、あんな小娘について口説くのどうのと、話題が出るだけでも驚きだ。胸の内でそこまで毒づいてから、表面上は何もなかったような顔で言った。

「メグの安全は、私やスフィルが十じゆう二に分ぶんに気を配ります。彼女の勇気に応こたえるためにも、貴方はかすり傷一つ負ってはなりません。いいですか、私たちが見合いの場へ出向いている間は、自室から決して外へは出ないようにしてください」

「シオンは、俺を軟なん禁きんする気か？」

「隠れていてください、と申し上げているんです。藍鳥は連れていきますが、ルカに手配をさせますから何不自由なく数日は過ごせるはずです」

「…………」

「とにかく、絶対に誰かに姿を見られないように」

　厳しく言い含め、彼はきつく一同を見回した。

「メグの存在は、ここにいる者以外は知らない。この秘密は決して口外しないように。外部に漏れれば計画が台無しになるだけでなく、彼女の気持ちまで無駄になる」

「彼女の……気持ち……」

「ユウェル陛下への忠ちゆう誠せい心しんです」

　シオンは恭うやうやしく即答するが、本当はもっと温かくて優しい感情からだと知っている。

　なぜなら、メグは理り屈くつや義ぎ理りで動く少女ではないからだ。

　初めて会った時も、そうだった。理り不ふ尽じんを強しいる衛兵に、我が身の危険も顧かえりみずに食ってかかった姿は、シオンの中で強く印象に残っている。

　だからこそ、自みずから進んで承知したと聞いた時は少なからず驚いた。一体、何が彼女の背中を押したのか、がらにもなく気になったのだ。

　しかし、そんなことはおくびにも出さず、彼は静かに微笑ほほえんだ。

「よし、こうなったら見合いを無傷で終わらせて、敵を一いち網もう打だ尽じんにする。それが今回の目標だ。そうだろ、兄さん？　ようしやってやるよ。腕が鳴るぜ」

　スフィルが意い気き揚よう々ようと宣言し、まだ不安げなユウェルの頭をぽんと叩く。

　それぞれの思おも惑わくが複雑に交差しながら、危険な駆け引きが始まろうとしていた。
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　ルカや藍鳥ランニヤオ、そしてシオンによる厳しい指導のもと、メグは王族としての立ち居振る舞いを短い期間で徹てつ底てい的てきに叩たたき込まれた。

　食事やダンス、会話は言うに及ばず、女性だとバレないように歩き方から声の出し方に至るまで、事細かな特訓が続けられる。お蔭で俄にわか仕込みではあるものの、何とか恰かつ好こうがつくまでにはなった。

　今日は、いよいよ見合いの場に向けて出発する日だ。

　フォロン国の希望により指定された東の街スラヴァヤは、王都から馬車で片道五時間はかかる。そのため一行は前日から乗り入れることになっていた。

　同行は最少人数で、という取り決めに従したがい、護ご衛えいのスフィルと彼の部下数名、藍鳥、シオンとルカメンバーに入っている。その間、本物のユウェルは人目につかないよう部屋に引きこもり、事情を吞のみ込んだルカの部下が世話をする手て筈はずになっていた。

「王家って大変なのね。お見合いするだけで、三日間も必要だなんて」

　カツラで肩までの短たん髪ぱつになり、ユウェルの着用していた王家の民族服に身を包つつんだメグは、先刻からしかめ面つらで鏡を睨にらみつけている。

　素す顔がおのままでも充じゆう分ぶんそっくりだったが、ユウェルとの微び妙みような違いを藍鳥が化け粧しようで整えてくれたので、出来栄えを入念にチェックしているのだ。目め尻じりのラインをやや上げて、ほんの少し眉まゆ頭がしらを濃こいめにしたら、自分でも驚くほど本物と区別がつかなくなっていた。

「ああ、どうしよう。ドキドキしてきた。ええと、エルヴィラ姫に会ったら彼女の右手を取って軽く腰を折るのよね。それで、手の甲こうにキスして……キス……」

「どうなさいました、メグ様？」

「うん、あの……」

「はい？」

「男の子ともキスしたことないのに、ファーストキスが女の子かぁ、と思って」

「まぁ……」

　メグにとっては大問題だったが、聞くなり藍鳥がくすくすと笑い出す。

　彼女はそっとメグの手を取ると、「ご心配には及びません」と悪いた戯ずらっぽく囁ささやいた。

「手の甲は、尊そん敬けいを意味するキスです。愛情のキスとは別ですから」

「そうなの？」

「ええ。愛情を示すのは、確か手のひらですよ。愛しています、という求愛のキスです」

「求愛のキス……」

　思わず反はん芻すうし、自分にもそんな相手ができるだろうか、と夢を馳はせる。

　だが、現実のメグは男の恰好をして、隣りん国ごくの姫君と見合いを控ひかえている身だった。ほわんと浮かれている場合ではないし、万一ニセモノだとバレたら大変なことになる。しっかり気を引き締めなくちゃ、と言い聞かせていた時、不意にノックの音が響いた。

「あら、もう出発でしょうか。少しお時間が早いような……」

「しっ、失礼しますっ」

　緊きん張ちよう漲みなぎる声がして、返事を待たずに一人の侍じ女じよが入ってくる。栗色巻き毛で小柄な彼女は、しかめ面つらをしているがかなりの美少女だった。しかし、ぎくしゃくと歩く姿はぎこちなく、スカートの裾すそ捌さばきが下へ手たくそすぎて今にも転んでしまいそうだ。

　彼女は呆あつ気けに取られる藍鳥の前を素通りし、何とかメグの前までやってきた。

「おし、おしたか、じゃない、お支度はでき、できましたでしょうか」

「…………」

「な、何とか言ったらどうなんだ……ですかっ」

「あの……」

　一目見た瞬間から「もしや」と思ったが、これはもう間違いないだろう。

　メグは藍鳥の目を憚はばかるように、少し声を落として尋たずねてみた。

「もしかしてと思うんだけど……まさかユウェ……」

「そこまでだ！　皆まで言うな！」

「わぷっ」
















　突然、美少女がびょん！　と飛びかかり、メグの口を両手で塞ふさごうとした。勢いきおいに押されて引っくり返りそうになった時、スフィルが「おい、扉が開けっ放しだぞ」と言いながら部屋へ入ってくる。

「危ないっ」

　咄とつ嗟さに駆かけ出した彼が、間かん一いつ髪ぱつ、背後からメグを抱き止めた。さすがは近衛このえ兵へい団だん最強の騎士と謳うたわれるだけはあり、その俊しゆん敏びんな動きに惚ほれ惚ぼれとする。

「あっぶね～。メグ……じゃなかった、ユウェル陛へい下か。これからフォロン国の姫君と対面するっていうのに、侍女と控ひかえ室しつでお戯たわむれとは感心しないな」

「だっ、だって、その、あの、これ……」

「え？」

　目を白黒させて指差す先に、仁に王おう立だちになった侍女がいた。スフィルは訝いぶかしげな顔でジロジロ彼女を観察し、やがて正体に思い当たったのか「げっ」と呻うめく。

「ねぇ、スフィル、これはどういう……」

「いや……うん。おまえの言いたいことは、よっくわかる」

　狼ろう狽ばいするメグを必死に宥なだめるものの、彼も上う手まく言葉が出てこないようだ。当の本人だけが「何が悪い」とでも言いたげに、ふんと不ふ遜そんな目つきで腕を組んでいた。

「ユウェル……だよな……？」

「いかにも。俺はセレネイド国の皇こう帝てい、ユウェル・シャマランだ」

「いや、そこは威い張ばって名乗っちゃダメだろ」

　呆あきれるスフィルに、侍女に扮ふんしたユウェルはムッとして答える。

「何がダメなんだ。ここには、俺の味方しかいないじゃないか」

「そうやって、論点をずらすなって。どうしたんだよ、一体。出発前に、おまえが城内をウロウロしていちゃまずいだろう。隠れているように言われたじゃないか」

「だから、変へん装そうしているんだ。スフィル、俺はこのままメグと一緒に行くぞ」

「えっ」

「ええええっ！」

　二人の会話を聞いていたメグが、驚きのあまりつい叫さけんでしまった。

　その反応に満足したのか、調子に乗ったユウェルは胸を張って宣言する。

「部屋に籠こもりきりで、おまえらの帰りを待つなんて冗談じゃない。俺も同行するから、そのつもりでいるように。わかったな？」

「それで、何で女じよ装そうなの……」

「男の恰かつ好こうをしていたら、どこで本物とバレるかわからないからだろうが！」

「…………」

「今の皇帝はおまえだ、メグ。どこから見ても、俺にそっくりじゃないか」

　満まん更ざらでもない様子でうそぶくが、そう言う彼の方が見事な化けっぷりだ。

　カツラのくるくる巻き毛がふわんと肩にかかり、長い睫まつ毛げも薄桃色の唇くちびるもどこから見ても可か愛わいい女の子そのものだった。もとから小柄なので侍女服も似合うし、偉そうな態度さえ直せば誰もセレネイドの若き皇帝とは思うまい。

「そんなの、シオンが許すとは思えないけどなぁ」

　半なかば呆れたようにスフィルが呟つぶやいた途と端たん、ユウェルの表情が強こわ張ばった。直後に荒々しく扉が開かれ、怒りを含んだ声が響き渡る。

「ユウェル陛下！」

「は、はいっ」

　あまりの迫力に、ユウェルに扮ふんしたメグが反射的に直立不動で返事をした。

　あ、と気まずく侍女のユウェルと互いに顔を見合わせていると、シオンを追ってきたルカが必死に彼を宥なだめにかかる。

「落ち着いてください、シオン様、城の皆が不ふ審しんに思います」

「わかっている。しかし……」

「ユウェル陛下の行動は、私も予想外でした。申し訳ありません」

「ルカ、おまえが謝る必要はない」

　苦々しげな溜ため息いきをつき、シオンは射い抜ぬくような視線をユウェルへ向けた。

「──ユウェル陛下」

「ユ、ユウェルではない。えーと、ユリアだ」

「は？」

「どこで誰が聞いているかわからない。たった今から、俺……じゃなかった、私のことはユリアと呼べ……呼んでください。シオ、シオン……様」

　慣れない言葉遣づかいを懸けん命めいに操り、たどたどしくユウェルが言い返す。だが、全体に漂ただよう不ふ遜そんさは隠しようもなく、ふんぞり返った態度も到とう底てい侍女には見えなかった。

（でも、怒おこったシオン様を前にして怖おじ気けづかないのは大したものだわ）

　妙なところで感心し、幼くても人の上に立つ人物なんだなぁ、とメグは思う。

　実際、怒ったシオンは、本当に恐ろしかった。

　氷の如ごとき冷ややかさは消え、見えない炎ほのおに全身が包まれているようだ。憤ふん怒ぬに染まった眼まな差ざしは迫力に満ち、怖いもの知らずなスフィルでさえ、迂う闊かつに口を挟めずにいる。

　一同が言葉もなく見守る中、シオンは剣けん吞のんな声音でユウェルに問いかけた。

「何を考えているのです。まさか、我々と一緒にスラヴァヤへ行くおつもりですか？」

「悪いか？」

「ユウェル陛下！」

「俺を卑ひ怯きよう者ものにさせるな！」

　有う無むを言わさぬ凜りんとした気迫が、ユウェルの全身から漲みなぎる。

　未み成せい熟じゆくながら、そこには確かな王者の風格があった。

「メグだけを矢や面おもてに立たせて、自分は安全なところにいるなんて卑ひ怯きよう者もののすることだ。せめて俺の命を巡めぐって何が行われ、どんな敵がいるのか、ちゃんと見届けたいんだ！」

「ちょ、ちょっと待って。ユウェル陛下、私のことなら……」

「これは、俺が皇帝だから言っているんじゃない。一人の人間として、後こう悔かいしたくないから言ってるんだ。シオン、おまえだって本当は……」

「何てことを言うんです！」

　ユウェルの切ない訴うつたえを、強い口調でシオンが遮さえぎった。

「皇帝の務つとめは、何より生き抜くことです。ユウェル陛下、貴方あなたはそのことをまるで理解していない。なぜ、私やスフィルが身代わりを立てようとしたか、メグがどうして危険を冒おかしてまでニセモノ役を引き受けたのか、まったくわかっていません！」

「シオン……」

「貴方の死は、国の乱れに繫つながります。罠わなかもしれない見合いの場へ当の本人が潜せん入にゆうするなんて、到とう底てい認められるはずなどない。こんな無む謀ぼうな真似をして、もしその身に危険が及およんだら、それこそ全てが無駄になってしまう！　どうして、それがわからないんですか！　私が永遠の忠誠を誓ちかった主しゆ君くんは、そんなに愚おろか者ものですか！」

「永遠の……忠誠……」

　ハッと胸を衝つかれたように、ユウェルの表情が変化した。

　大きく見開かれた琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに、懐なつかしい憧どう憬けいの色が浮かび上がる。それは、かつて彼が皇こう太たい子しだった頃、兄のように慕したっていた幼おさな馴な染じみへ向ける眼差しと似ていた。

「──ユウェル陛下」

　やや口調を和やわらげて、シオンが静かな声音で言った。

「私が、なぜ幼馴染みの立場を捨てたとお思いですか？」

「シオン……」

「セレネイドの皇帝として、貴方あなたこそが相応ふさわしい──そう信じているからです」

　その場の全員が、一瞬息を吞のんだ。

　メグやスフィルだけでなく、日頃は穏やかな表情を崩さないルカでさえ、身じろぎもできずにジッとシオンとユウェルを見つめている。

「シオン、俺……」

　じわりと、ユウェルの瞳に涙が滲にじんだ。

　初めて聞くシオンの本音、その真しん摯しな響きが頑かたくなな心を溶かしていく。

（ユウェル陛下……）

　けれど、メグは気づいていた。彼から、淋さみしさの翳かげが消えたわけではないことを。

　以前、真夜中の中庭で感じた、絶対者の孤こ独どく。

　それが、ユウェルの表情から無む邪じや気きさを奪っている。

「あの……」

　シオンへの気き後おくれが噓うそのように消え、メグは勇気を出して唇を動かした。

「あの、シオン様……」

「シオンでいい」

「え？」

「今日から三日間、おまえはユウェル陛下だ。私のことも呼び捨てで構わない」

「じゃあ……シオン」

　すぅ、と深呼吸をして、真っ直ぐ彼の瞳を見み据すえる。

　葡ぶ萄どう色いろの美しい色に、怪け訝げんそうな色が浮かび上がった。

「『三さん賢けん人じん』の一人、有ゆう能のうな摂せつ政しようとして皇帝へ進しん言げんするなら、きっと今の言葉が正解なんでしょうね。でも──貴方自身はどうなの？」

「私自身だと？　どういう意味だ」

「シオン・ジュレットとしての言葉よ。幼馴染みとして言うべきことも、ちゃんと伝えてあげてほしいの。だって、ユウェル陛下……ううん、ユウェルは〝ただの男の子〟として、私の心配をしてくれたんだと思うから。皇帝の立場じゃなく、自分のために危ない目に遭あうかもしれない相手を、普通に案じてくれただけなのよ」

「…………」

「もちろん、ユウェルの行動は無む謀ぼうだわ。私だってびっくりよ。だけど、本当のことを言うと嬉しかった。こんな無茶をするくらい、他人を思いやれるなんて素敵なことだわ。ユウェルが自分だけ無事ならいいと喜ぶような皇帝だったら、それこそ身代わりになる価値すらないじゃないの」

　メグの言葉を聞いて、ユウェルが頰ほおを赤らめる。どうやら、涙も引っ込んだようだ。

　その一方で、思いもよらぬ意見をぶつけられたシオンは呆ぼう然ぜんとしていた。よもや、十五歳の少女から説教を食らうとは夢にも思わなかったのだろう。

「ねぇ、シオン。貴方の本心からの言葉で、ユウェルと話して。きっと、それが一番ユウェルの心に届くわ。そうすれば、もっと……」

「立場を離れて……だと？　バカを言うな。今がどういう時なのか、おまえのような小娘に何がわかる！　それでなくても、ユウェル陛下は即位して間もない。まだ皇帝としての自覚が全然……」

「俺、難しいことはよくわからねぇけど」

　はいはい、と右手を挙げ、スフィルが口を開いた。

「メグの言うことにも、一いち理りあると思う。それに、是ぜ非ひはともかくユウェルの行動力は凄すごいじゃないか。普通、いくら思いついたって皇帝が侍女に変装なんてしないって」

「スフィル……おまえ……」

「なぁ、兄さん。頭ごなしに怒るんじゃなく、あんたの本音を言ってやれよ。本当は、誰よりもユウェルを心配してるんだって。あんたが摂政で、あいつが皇帝だからじゃない。ずっと、本当の弟のように可愛がってきたからなんだろう？　だから絶対に絶対に、どんな犠ぎ牲せいを払ってでも守り通してやりたいんだよってさ」

「え、それ本当？」

　思わずメグが詰め寄ると、スフィルは「もちろん」と笑顔を返す。

「半分だけでも兄きよう弟だいだからな。あいつの本音なら、よくわか……」

「……おしゃべりめ」

　射殺すような視線がスフィルを貫つらぬく。

　だが、すぐにシオンは瞳を閉じ、疲れ切ったように溜め息をついた。

「あ、シオン、俺……」

　無言で踵を返し、部屋を出て行こうとする背中へ、慌あわててユウェルが声をかける。本気で怒らせてしまったのかと、心配しているのがよくわかった。

　どうしよう、自分が偉そうなことを言ったせいだ。

　メグが自己嫌けん悪おにオロオロしていたら、おもむろにシオンが振り返る。

　彼は肩越しにユウェルを見つめ、低く小さな声で言った。

「フォロン国の人間に、絶対正体を見破られないように。──約束できますか」

「え……」

「それと、もう一つ」

　今度はメグにも視線を移し、男女の入れ替わった姿を厳しく見み据すえる。

「メグと……ユウェル、おまえたちは何があっても無事でいるように」

「……うん」

「わかったわ。約束する」

「──いいだろう」

　力強く頷うなずく二人に微かすかな笑みを浮かべ、シオンは再び背中を向けた。

　ルカが恭うやうやしく一同に一礼し、足早に後をついていく。彼らが部屋を出て行くまで、残された者たちは一言も口にすることはできなかった。

　やがて。

「ユウェル……だって」

　くしゃっと、ユウェルの表情が崩れる。

　彼は泣き笑いの顔になり、嬉しそうにメグとスフィルの方を見た。

「俺が即位してから、ずっと〝ユウェル陛下〟だったのに。急に態度が変わってよそよそしくなって、呼び捨てにしていたのもなくなって……でも、さっきはユウェルって呼んでくれた。仲が良かった頃みたいに。なぁ、スフィル。聞き間違えじゃないよな？」

「ああ。だから、言っただろ。シオンなりに心配してるんだって」

「良かったわね、ユウェル陛下！」

　メグまで胸が熱くなり、うっかりもらい泣きしそうになる。ユウェルはこちらに向き直ると、「おまえも、〝陛下〟はいらないぞ」と当然のように言ってきた。

「えっと、さすがにそれは……まずいんじゃ……」

「構わない。俺が許す。おまえは、俺の身代わりだ。言わば分身も同じだろう」

「でも……」

「それに……嬉しかった。シオンにあんな風に意見してくれて。おまえは、俺の気持ちをちゃんと彼に伝えてくれたんだ。感謝している」

「そ、そんな大たい層そうなことじゃ……」

「いいんじゃないか、皇帝が直じき々じきに言っているんだから」

　ポンと背中を軽く叩き、スフィルがニヤリと笑いかける。

「正直、俺もちょっと感心した。メグ、おまえの言葉には芯しんがあるよ」

「芯？」

「相手が何者でも、ぶれないって意味さ。剣を持った暴ぼう漢かん相手に、怯ひるまず立ち向かっただけのことはある。あの時は無む鉄てつ砲ぽうなじゃじゃ馬と思ったが、腕も確かだったしな」

「メグ様、頑がん張ばって！　私、応援します！」

　部屋の隅で一部始終を見守っていた藍鳥が、興奮気味にぱちぱちぱちと拍はく手しゆを送ってきた。戸と惑まどうメグの心を皆が後押しし、新しい勇気を与えてくれる。

「おっと、そろそろ出発の時間だ。覚悟はできているか？」

「もちろんよ！」

　こうして。

　俄仕込みのニセモノ皇帝が、ここに正式に誕生したのだった。
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　はわああ、と思わずメグの口から溜め息が出そうになる。

　何とか堪こらえはしたものの、目の前で微笑ほほえむ少女は肖しよう像ぞう画がより遙はるかに美しかった。

「はじめまして、エルヴィラと申します」

　蜂はち蜜みつ色いろの髪の毛と、宝石のような翠みどりの瞳。

　フォロン国第三王女、エルヴィラは優ゆう美びな口調で挨あい拶さつをする。花のような容姿に加え、理知的で落ち着いた声音と物もの腰ごしは、十六歳という年齢よりもずっと大人びて見えた。

「は……は」

「は？」

　いけない。深呼吸、深呼吸。

　心の中で呟いて、メグはもう一度やり直す。

「はじめまして、エルヴィラ姫。お会いできて光栄です」

「こちらこそ、お目にかかれて恐きよう悦えつ至し極ごくですわ。ユウェル陛下」

「これから、どうぞよろしく」

　言葉数は少なめに、声は低くゆっくりと。

　叩き込まれた教えを反はん芻すうし、緊張で心臓が飛び出しそうになるのを必死に取とり繕つくろう。危うく挨拶のキスを忘れるところだったが、シオンのわざとらしい咳せき払ばらいで思い出し、慌てて彼女の白い右手を取った。

（手の甲は、尊敬のキス……と）

　一行がスラヴァヤの街へ到着した翌日。

　スラヴァヤ領主の貴き賓ひん館かんにて、午後一番に両国の顔合わせが行われた。

　お披ひ露ろ目めでのユウェルの暗殺騒ぎの影響で、見合い話は水面下で進められることとなっている。従したがって、ここに王家の者がいることは限られた者にしか知らされていない。館を取り巻く外壁には厳げん重じゆうな警備が施ほどこされているものの、敷地内は最小限に留とどめた随ずい行こう者しやがいるのみで、やたらと緊張感を伴ともなう見合いの席となった。

「これから三日間、近きん隣りんの有力者や貴族を招いての舞ぶ踏とう会かいや、親しん睦ぼくを深めるためのお茶会が開かれるそうです。わたくしたち、仲良く過ごしましょうね」

「もちろん……ですとも。楽しみです」

「嬉しいわ。ユウェル陛下が、お優しそうな方で」

　年上の余よ裕ゆうか、エルヴィラはそう言って再び微笑む。

　その堂々たる物腰は、さすがに一国の王女と感かん嘆たんするものがあった。

（お、落ち着いて、落ち着いて。大丈夫よ、スフィルもシオンもユウェルも藍鳥も、皆すぐ近くにいるんだから。何かあったら、すぐ助けてくれるわ）

　それにしても、笑顔を作りすぎて早くも頰が痛い。

　顔にも筋肉痛は出るんだろうか、なんて余計なことが心配になってくる。

「ユウェル陛下」

「な……何でしょうっ？」

「お天気も良いですし、庭を少し歩きません？」

「え、そ、そうですね」

　ちら、と遠巻きのシオンへ視線を流すと、「同意しろ」と険しい瞳が言っていた。本当はすぐにでも回れ右で部屋へ戻りたかったが、そういうわけにはいかなそうだ。仕方なく愛あい想そ笑わらいを浮かべ、「参りましょうか」と改めて彼女の手を取った。

（付け焼き刃だけど、この日のために練習したんだから。自信持たなくちゃ）

　ぎこちなくエルヴィラをエスコートしながら、木こ漏もれ日びの溢あふれる庭へ下りていく。

　二人に随行してきた者たちも、一緒になってぞろぞろ後をついてきた。その中にはシオンやスフィルの他、相変わらずスカートと悪あく戦せん苦く闘とうしている侍女姿のユウェルもいる。

（ああ、皆の視線が痛い。ハラハラしてるのが、すっごく伝わってくる）

　今回の見合いは、あくまで形式的なものだ。

　だから、よほどのヘマをして嫌われない限り、成功は約束されたも同然だった。

　それなのに、どうしてメグがここまで緊張しているかといえば、やはりどこから暗殺者が狙ねらっているかわからないからだ。ただでさえ男の振りをして行動するのは気が疲れるのに、命の危険まであるのだからたまったものではない。

（でも、シオンたちの狙いもそこにあるんだから、頑張らなくちゃ、だよね）

　周囲でおかしな動きがあれば、そこから敵の黒幕まで辿たどれるかもしれない。そのための囮であり、万一暗殺が実行されてもユウェルの代わりを務めるのが身代わりの役目だ。

（この期ごに及んで言うことじゃないけど、責任重大だわ……）

　シオンを見返してやれるかも、なんてつくづく考えが甘かった。

　思わず「はぁ～」と盛せい大だいな溜め息をついてしまい、瞬しゆん時じに場が凍こおりつく。

「わたくしのお話、そんなに退たい屈くつでした？」

　早速、エルヴィラからちくりと嫌いやみが入った。顔は笑っているが、目が冷たい。

「それでしたら、わたくし少し黙っていますわね。おしゃべりな女は、陛下もお嫌いなようですし。うるさくして、本当にごめんなさい」

「あ、い、いえ、そういうわけでは……」

　大だい失しつ態たいをやらかしてしまい、早くもメグはパニックだ。

　エルヴィラはすっかり機嫌を損ねてしまい、ツンと横を向いたまま沈黙を続けていた。救いを求めてお付きの連中を見たが、シオンはフォロン国のお偉いさんに話しかけられているし、スフィルは警護の人間と打ち合わせの真っ最中だ。ユウェルと藍鳥はおとなしく控ひかえているが、立場上、自主的に口を開くことは許されない。

（……あ。ユウェルが口だけ動かしてる。ええと……〝何、やってんだ、このバカ〟……）

　皇帝のくせに可愛い侍女に罵ののしられ、ずーんとメグは落ち込んだ。話を終えたシオンの視線がちらりとこちらへ流れてきたが、冷たい空気に気づいたのか、重々しい溜め息の後、フイと目を逸そらされてしまう。

（何よ、自力で何とかしろってこと？）

　もう泣きたい、と心の中で弱よわ音ねを吐はいた。

　まだ見合いが始まって三十分もたっていないのに、追い詰められ感が半はん端ぱない。

「あの……ユウェル陛下」

「は、はいっ？」

　しまった。いきなり話しかけられて、声が引っくり返った。

　冷や汗がドッと出て、たちまち笑顔に影が差す。

「ど……どうしましたか、エルヴィラ姫」

　ご機嫌が直ったのかな、と一抹の期待を胸に答えると彼女は唐とう突とつなことを言い出した。

「わたくし、正直な殿との方がたが好きですの。ですから、率そつ直ちよくにお訊ききしていいかしら」

「え……」

「今回のお見合い、貴方あなたはどのように捉とらえていらっしゃいますか？　わたくしは年上ですし、貴方はまだ十三歳。結婚についてのお考えを、ぜひお聞かせ願いたいわ」

「…………」

　先刻の優ゆう美びな笑みから一転、エルヴィラの表情から甘さが消える。

　急激に高まる緊張感に、シオンたちも会話を止め、真剣な表情を向けていた。

「遠えん慮りよはいりません。思ったことを、そのまま仰おつしやってくださいな」

「エルヴィラ姫……」

　僅わずかな噓うそも見逃すまいというように、彼女は大きな翠の瞳で見つめてくる。

　試されているんだ、と思った。きっと、答え次第でこちらの評価は大きく変わるだろう。

　でも、一体何を見極めたいのかがわからなかった。会話の特訓をルカたちに受けた時、あらゆる場面を想定してもっとも好こう感かん度どの高い受け答えを教わったが、その中にこんな質問はなかったのだ。

（ええと、ええと……）

　必死で頭を巡らせてみるが、結婚について、なんていきなり言われても、メグにはさっぱりわからなかった。母親のウエディングドレスがちらりと脳のう裏りを掠かすめたけれど、男のユウェルがドレスについて語るのは不自然だろう。

（それに、あのドレスはもうスフィルの物だし……）

　困った。あまり黙っていては、おかしく思われる。

　焦あせり出したメグの耳に、ふと涼すずしげな水音が流れ込んできた。

（どこから……）

　誘われるように視線をさ迷わせた先に、小さな噴ふん水すいがあった。そこへ続く小道は、両側を冬咲きの薔ば薇らで彩られている。緊張のあまり、周囲の景色が何も視界に入っていなかったことにメグは気が付いた。

（何だか、王宮の夜を思い出すな……）

　城へ連れて来られた最初の夜が淡あわく思い出された。

　突然身代わりになれと言われて不安を抱かかえ、眠れずに降り立った夜の中庭。そこで、一人ぼっちで月を見ているユウェルと互いの立場を忘れて話をした。

（ユウェルが本当は何を考えて、どれほど重圧を背負って必死になっているか、あの時ようやく知ったんだっけ。だからこそ、彼の役に立ちたいって決心できたんだもの）

　未来の花嫁となる姫君を前にして、ユウェルなら見苦しい真似はしない。

　メグの胸に、仄ほのかな自信が戻ってきた。

（そうだ。私は、私の知っているユウェルを素直に表へ出せばいいんだ）

「陛下、どうなさいましたの？　わたくしの質問、難しかったかしら」

「……私の考えを、正直に述のべてもよろしいですか」

「え……？」

　一つ深呼吸をした後、メグは凜りんと背筋を伸ばしてエルヴィラを見返した。

　速足の鼓動がゆっくりとテンポを刻み出し、強張っていた笑顔が解ほどけていく。

　無理はいけない。その方が、よほどみっともない。

　若き皇帝として自信を持って、今は自分が本物のユウェルだと信じよう。

「これは、紛まぎれもない政略結婚だと思います」

　そう断だん言げんすると、両国のお付きの連中に動どう揺ようが走った。

　シオンがあからさまに顔色を変え、スフィルやユウェルは固かた唾ずを吞んで見守っている。だが、メグは落ち着きを失わずに堂々と先を続けた。

「私は皇帝として若すぎるし、即位してまだ日も浅い。エルヴィラ姫を正せい妃ひに迎え入れれば、フォロンという強国の後うしろ盾だてができます」

「でも、婚こん儀ぎの申し入れはわたくしの父からです。それでは、我が国への見返りは何もないわ。おかしな話だとは、お思いにならない？」

「見くびらないでいただきたいな、エルヴィラ姫」

「え……」

　にこりと笑ってみせると、エルヴィラは鼻はな白じろんだように真顔になる。

「それは、どういう意味かしら」

「セレネイドは文化的に豊かな国です。海と山、両方に面し、様々な異国との交流が盛んだ。いろんな人種が商売の地に我が国を選び、貿易の中心として栄えています。そのお蔭で最先端の文化、各国の最新の情報が常に集まってくる」

「ええ……素晴らしい国ですわ」

「かつて、我が国は近隣の列れつ強きよう諸しよ国こくを支配下に置いた時代がありました。皇国と称しようしているのは、その歴史故ゆえにです。十年先、二十年先を見み据すえるのなら、属国にするにはこれ以上ない魅み力りよくを持っているはずです」

「属国……」

「年若く経験も浅い皇帝なら、操あやつることも容易たやすい。そう貴女の父君が考えても不思議ではありません。実際、私には隣国から多くの申し入れがありました。その全てが打算とは言いませんが……恐らくは、どこも父君と似たような動どう機きをお持ちでしょう」

「まぁ……」

　率そつ直ちよくすぎる言葉の数々に、しばらくエルヴィラは絶ぜつ句くしていた。

　無理もない、初対面の直後で交わすにはあまりに殺さつ伐ばつとした内容だ。

　だが、メグは一転して柔らかな表情を浮かべると、気け圧おされているエルヴィラの手を愛おしげに両手で包つつみ込んだ。

「エルヴィラ姫、私はそこまでの事情を承知の上で、今日の場に臨のぞみました」

「ユウェル陛下……」

「私が貴女の父君の傀かい儡らいとなり、おとなしく属国に甘んじる小さな男にすぎないのか、それを姫自身の目で判断していただくためにです。そうでなければ、わざわざ会う必要はないでしょう。肖しよう像ぞう画がを交こう換かんし、婚姻届にサインをすれば済むことです」

「そんな……わたくし、そんな味あじ気けない結婚は嫌です」

「私もです、エルヴィラ姫」

　間近で彼女と視線を合わせ、メグは白しら魚うおのような指先に唇を近づけた。

「良かった。私たちの価値観は、どうやら同じのようですね」

「……ええ」

「貴女にも、貴女の父君にも、手て強ごわい男と思っていただいて結構。セレネイドが欲しければ、どうぞ私を懐かい柔じゆうしてみてください。ただし、簡単ではありませんよ。……これが、私からの答えです。エルヴィラ姫、私たちの結婚は退たい屈くつ知らずなものになるでしょう」

「…………」

　最後にもう一度微笑むと、うっとりしたようにエルヴィラの瞳に熱が灯ともった。誰の目にも、彼女が今の回答に満足しているのは明白だ。

（よ……良かった……）

　心の底から安あん堵どし、メグは思わずその場に座り込みたくなる。それをぐっと堪こらえて周りを見ると、驚いたことにエルヴィラと同じく賞しよう賛さんの眼差しが自分に注そそがれていた。

（え……えええ？）

　どうやら、若き皇帝の弁べん舌ぜつに魅せられたのは、彼女だけではなかったようだ。

　フォロン国はもとよりセレネイド側の人々までもが、感かん嘆たんした様子でこちらを見つめていた。その中にはスフィルやユウェル、藍鳥の顔もある。スフィルは心から感心し、ユウェルは非常に居い心地ごこちの悪そうな顔をしていたが、二人とも驚きを隠せないようだ。藍鳥に至っては、まるで自分が求きゆう愛あいを受けたかのように頰を紅こう潮ちようさせていた。

　唯ただ一人、シオンだけはいつもと変わらぬ素っ気なさに見える。だが、ふと目を伏せた瞬間に満足そうな笑みを浮かべたのをメグは見逃さなかった。

「最終日の夜は、舞踏会があります。貴方に気に入っていただけるよう、わたくし張り切って装よそおいますわね。わたくしたち、もっと打ち解けて話す必要がありますもの」

　別人のように、エルヴィラが甘くなり、見えない壁を一つ越えたのを感じる。

「もう少し、庭を歩いて回りましょうか。向こうに噴水がありますよ」

「ええ、喜んで」

　メグの提てい案あんに可愛らしく頷き、彼女は自みずから手を預けてきた。
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　大成功に見えた一ひと幕まくだったが、夕食後に部屋を訪ねて来たシオンに、メグはさんざん怒られた。勝手に暴ぼう走そうするな、というのが彼の言い分で、おまえがヘマをした時に庇かばい切れないだろう、というのがその理由だ。

　ただ、エルヴィラ姫に気に入られたのはお手柄だ、とも言ってくれた。

「正直、おまえがあそこまで変われるとは思わなかった」

　狐きつねにつままれたような顔で、シオンはいろんな意味を込めて嘆たん息そくする。

「だが、ユウェルより女心を摑つかむのが上う手まいのは減点だ。入れ替わった後、苦労するのは彼の方だぞ。なにぶん、まだ十三歳だ。今後は、ほどほどに抑おさえるように」

「わ、わかったわよ。何よ、人を物もの凄すごい女たらしみたいに……」

「まぁ、それ以外は上出来だった。おまえが皇帝になった時の采さい配はいぶりも、ちょっと見てみたくなるくらいにはな。あの演えん説ぜつは、聞いていてなかなか痛つう快かいだった」

「シオン……」

　メグは自分の耳を疑い、次いでみるみる高こう揚ようする。

　初めて、シオンが棘とげのない言葉をかけてくれた。

　笑顔付きでないのが残念だが、感激と達たつ成せい感かんでメグの胸はいっぱいになる。

「……カツラは？」

「え？　ああ、もう寝るだけだから取っちゃった。大丈夫よ、誰にも見せない……」

「…………」

「か……ら……」

　途中で、言葉が出てこなくなった。

　シオンが、肩でふわんと丸まっているメグの髪に手を伸ばしてきたからだ。

　彼は触れる寸前で指を止め、不思議そうに呟いた。

「こうして髪が長くなるだけで、ちゃんと女性に見えるのは面白いな」

「……え。や、あの……」

「では、私は部屋へ戻る。おやすみ」

「お……やすみ……なさい……」

　まるで何もなかったように、あっさりシオンは帰っていく。

　うるさいほど心臓をばくばくさせ、メグは呆然とそれを見送った。




「おい、メグ。大丈夫か？」

「スフィル……」

　シオンが出て行ってしばらくすると、今度はスフィルが訪ねてきた。部屋に入るなり軍服の上着から小さな包みを取り出し、「ほら」とメグへ渡してくる。

「差し入れのくるみパン。おまえ、夕食の時〝美味しい〟って感動してただろ」

「み、見てたのっ？」

「当然。ちぎって口に入れては、ふるふる震ふるえてたじゃないか。けど、ユウェルが小食だから必ず残すようにシオンから言われてたしな。未み練れんがましく皿に戻す姿が、また……」

　そこまで話しかけて、スフィルは不意に「ぷっ」と噴き出した。思い出し笑いで肩を震わせる姿に、「笑わなくたっていいでしょ！」とメグは赤くなる。それでも包みから漂ただよう香ばしい匂いには抗あらがえず、ひしっと抱き締めていそいそとベッドに座った。

「実は、お腹なかがぺこぺこだったの。眠れなかったらどうしようってくらい」

「そうだと思ったよ。その上、シオンの説教だもんな。遠慮しないで食えよ」

「うん、ありがとう」

　本当はお説教だけじゃなく、ちょっとだけ褒ほめられたんだけど。

　心の中で付け加え、けれどスフィルには話せなかった。どうしても、先ほど髪に伸ばされた指を思い出してしまい、落ち着かなくなるからだ。

「ほら、食べていいぞ」

　手近な椅子を移動させ、スフィルは背もたれを正面にして腰かけた。

「俺のことは気にしなくていいから、ほらほら」

「でも……見られていると食べづらいんだけど……」

「美う味まそうに食べてる奴やつ、見るのが好きなんだ」

「…………」

「ん？」

「前から思ってたけど、スフィルって不思議よね。あんまり貴族らしくないし、誰とでも気安い感じだし。ユウェルが即位してからも、全然態度が変わらなかったんでしょう？」

「そりゃ、変わりようがないさ。ユウェルはユウェルだからな」

　ごく当たり前のように答えるが、仮にも相手は皇帝だ。シオンのように一線引くのも淋さみしいものがあるが、それにしても怖いもの知らずだと思う。

（こういう豪ごう胆たんなところは、武ぶ人じんならではって気もするなぁ）

　相手が誰でも変わらない彼の態度は、環境が激げき変へんしたユウェルにとって大きな救いだったに違いない。裏表のない友情っていいな、とメグがほっこりしていると、スフィルが気まぐれに自分の話を始めた。

「なぁ、メグ。俺はシオンとは母親が違う。それは知っているよな？」

「う……うん？」

「ま、肌の色や髪の色を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだけどな。俺の母親は異国の人間で、王都で小さな芝居小屋の女優をしていた。お忍びで観劇に来たジュレット伯はく爵しやくが一ひと目め惚ぼれして、熱心に口く説どき続けた結果、生まれたのが俺なんだ。でも、母親は頑がんとして伯爵の世話にはなろうとしなかったし、俺を手放しもしなかった。病気で倒れるまで、役者仲間と一緒に俺を育ててくれたんだよ。だから、貴族らしくないってのは正解だ。俺は、シオンやユウェルのような箱入りじゃない。でも、あの頃は楽しかったって今もよく思い出す」

「そうだったの……」

「だから、いざとなればどこででも生きていく自信はあるんだ」

　初めて聞くスフィルの生おい立たちに、メグは不思議な感かん慨がいを覚える。

　確かに、彼は貴族らしくない。高こう潔けつで近寄り難がたいシオンとは、父親が同じとは信じられないほどだ。けれど、それは母親が女優だったからとか、芝居小屋で育ったからとか、そういう表面的な問題ではなかったようだ。

　身分や立場など、人が生きる上で時に邪じや魔までしかないものを、スフィルは簡単に脱ぎ去ることができる。今はそうでなくても、その覚悟はいつでもしている。その潔いさぎよさが、彼を誰よりも自由に見せているのだろう。

「素敵なお母さんね。それに、きっと凄すごい美人だったんだろうな」

「その通りだが、どうしてわかる？」

「だって、スフィルはお母さん似なんでしょ？　髪や肌の色と同じように」

「え……」

　メグの言葉に、さっとスフィルが目元を赤くした。

　国内でも人気の高い近衛兵団団長なら、さぞ周りから美び辞じ麗れい句くを受けているだろうに、まるで初めて褒められたような顔をしている。

「は、話を戻すぞ」

　慌てて表情を取とり繕つくろい、彼は再び続きに戻った。

「俺が五歳の頃、母親が病気で倒れた。で、ジュレット伯爵に頼らざるを得なくなった。俺たちは屋敷へ引き取られ、離れの一棟を与えられた」

「それじゃ……」

「正妻……つまりシオンの母親は数年前に亡なくなっていたんだが、ジュレット伯爵は後ご妻さいを迎えるつもりはなかったらしい。もっとも、俺の母親もそんな気はハナからなくて、病気が治れば俺を連れて出て行こうと決めていたみたいだ。結局、一年もたたずに亡くなってしまったけどな。それで、俺は正式にジュレット家の次男に迎え入れられた。父は……ジュレット伯爵は恋多き人だが、誰に対しても愛情深い。母親が亡くなった時は、俺を抱き締めておいおい泣いたよ。だから、俺も彼の息子になろうって決めた」

「スフィル……」

「で、本題はここからなんだ」

「え？」

　しんみりと目め頭がしらを熱くしていたメグは、ガラリと豹ひよう変へんした空気に面食らう。

　スフィルは剣けん吞のんな光を瞳に宿し、深い決意を秘めた眼差しをこちらに見据えた。

「メグ、忘れないでくれ。今話したように、俺はいつでも自分の立場を捨てることができる。その上で言ってるんだ。おまえのことは、何があっても俺が守る」

「…………」

「いいか、ここにいる間だけが危険だと思うな。役目を終えて城へ戻っても……いや、戻ったのなら尚なお更さら油ゆ断だんしちゃダメだ。俺が必ずおまえを家に帰してやるから、できるだけ俺の側を離れるなよ。詳しくは話せないが、約束してくれ。決して、油断はしないと」

「ど……どういうこと？　だって、身代わりは三日間だけでしょ？」

「とにかく、俺の言ったことを忘れるな」

　そんな、と食い下がろうとしたが、スフィルの厳しい態度は取りつく島もない。先刻とは別人のような張り詰めた表情に、メグはただ頷くしかなかった。

「わかったわ……家へ帰るまでは油断しない」

「よし、約束だぞ」

　あからさまにホッとした様子で、スフィルが声を和らげる。しかし、釈しやく然ぜんとしない気持ちを察したのか、いつもの陽気な彼に戻って口を開いた。

「そんな顔するなって。いい子にしてたら、ご褒ほう美びやるからさ」

「子ども扱あつかいしないでよ。別に、ご褒美が目当てでこんなことしてるんじゃないわ」

「わかってるって。だけど、おまえには欲しい物があるんじゃないのか？」

「欲しい物？」

　何のことだろう、と訝しむと、スフィルはからかうようにニヤニヤ笑った。

「〝か弱い乙女おとめ〟としては、泣くほど大事なんだろう？」

「まさか……あのウェディングドレス？」

「ああ。一度は譲ゆずれないと断ったが、おまえが無事に役目を全まつとうしたら、あのドレスはおまえにやるよ。だから、頑張れ」

「本当？　スフィル、本当にいいの？」

　興奮のあまり立ち上がり、メグは震えながらスフィルの前に立つ。頑かたくなにダメだと拒否されたので、もう二度と手にすることはないと諦あきらめていたのだ。

「あ……でも……」

　はしゃぎかけた気分が、少しだけ小さくなった。

　この前は、あんなにきっぱりと断ってきたのに一体どういう風の吹き回しだろう。

「ねぇ、スフィル」

「ん、どうした？」

「スフィルって、恋人はいるんでしょう？」

「え……」

　前振りもなく核かく心しんだけを突いたせいか、スフィルが目に見えて動どう揺ようした。女性にモテると評判の割には、ずいぶんと素直な反応だ。

「だって、あのドレス、まさか自分で着るために買ったわけじゃないでしょ？」

「当たり前だろっ！」

　何を言う、と血けつ相そうを変えられて、確かにその線はないわね、と確信する。

　スフィルは疲れたように嘆息すると、「勘かん弁べんしろよ」と苦笑いをした。

「急にそんなこと訊くなんて、どうしたんだよ、俺に恋人がいるか気になるか？」

「ううん、そうじゃないんだけど」

「……あっさり否定するなよ」

　心なし、つまらなそうな顔で独り言を呟く。

　けれど、すぐにそんな自分をごまかすようにスフィルは新たな笑顔を作った。

「約束だ。おまえが家へ戻る時に、あのドレスはプレゼントしてやる」

「本当に？」

「ああ。だから……お、おいっ！」

「ありがとうっ。ありがとう、スフィル！　ホントにありがとうっ！」

「や、やめっ。おい、こらっ」
















「やった！　母さんのドレスが戻ってくる！　やったわ！」

「メグ……」

　首にかじりついて大喜びするメグに、スフィルは激しく狼狽している。

　いくら少年の振りをしているとはいえ、相手はれっきとした女の子なのだ。まして、今はカツラを外しているのでふわふわの巻き髪が頰をくすぐってこそばゆい。

　まいった、このままでは何かがヤバい。

　スフィルの脳内で警けい報ほうが鳴り始めた時、メグが口にした一言にいきなりピントが合った。

「母さんの……ドレス、だって……？」

　低く漏らした声音には、驚きよう愕がくが滲んでいる。

　だが、ドレスが戻ってくる喜びに気を取られ、メグはそれを聞き逃してしまった。
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　燭しよく台だいの灯りを暗くした室内で、シオンは報告を聞いている。

　相手は影になっていてよく見えないが、その声音は涼やかに耳まで届いていた。

「では、やはりフォロン国が我が国の人間と裏で通じているのは事実なのか」

　予想はしていたことだが、やはり溜め息が出てしまう。だが、憂うれえている余裕はなかった。見合いの場で不ふ穏おんな輩やからがエルヴィラの側近数名とこっそり密みつ談だんしていたという情報を得た今、すぐに対応策を講こうじなくてはならない。

「エルヴィラ姫のお付きは、侍じ従じゆう長ちよう、近衛兵団の副ふく団だん長ちよう、外がい務む大だい臣じんの補佐官二名と侍女が数名だ。数では私たちと大差ないが、向こうは第三姫君、肩書では少々劣おとる」

「……だからこそ、密談もできるかと。お立場のある方は、自ら動かれはしません」

「それは、私への皮ひ肉にくか？」

　くすりとシオンが笑むと、相手はとんでもないと首を振った。

　もちろん、シオンも本気で言ったわけではない。それどころか、冷静に状況を客きやつ観かん視しする能力にますます信頼感を高めていた。

「摂政を引退する時、父が〝善よきことに使え〟とおまえを託たくしてくださったが、私との初仕事が物ぶつ騒そうなもので気の毒だったな。だが、この三日間で何としても皇帝暗殺を企む連中の尻尾しつぽを摑つかまなくては。そのために、わざわざ身代わりまで立てたのだから」

「メグ様の身に、危険は及ばないのでしょうか」

「彼女が心配か？」

「…………」

　無駄口を叩いたのを反省するように、相手は沈黙を守る。けれど、見合いに同行した誰もが彼女の身を案じ、その危険を回かい避ひすべく気を張っているのは事実だった。

　不思議なことにそれは命を狙われている当人のユウェルですら同じだ。

　皇帝の彼が、侍女の扮ふん装そうまでしてメグを守ろうとしたことはシオンをかなり驚かせた。

「たった数日で、どうやって心を許すまでになったのか……」

　皇帝の身代わりを務めた人間は、役目を終えたら処しよ刑けいされる。

　残ざん酷こくなしきたりを知ったスフィルが、食ってかかってきたのを思い出す。彼は「メグは俺が守る」と宣せん言げんし、真っ向からシオンと対立してきた。今まで一度だって気が合ったことはないが、正面切って反発されたのは初めてだ。要よう領りようが良く世よ渡わたり上手なスフィルは、衝しよう突とつを巧たくみに避よけながら軽い皮肉を混ぜてくるのが常じよう套とう手しゆ段だんだった。

「まったく、皆してどういうことなんだ」

「シオン様？」

「いや……何でもない。では、おまえが見たのは外務大臣補佐官の二人と、近衛兵団副団長が人目を忍しのんで話し合いをしていた場面なんだな。そこへ、我が国の人間と思われる輩が数名合流していたと」

「はい。敷地の外壁は警護がいるはずですが、副団長が手引きしたのでしょう。合流したセレネイドの人間には見覚えがあります。いずれも、グレンダ侯こう爵しやくの自じ警けい団だんの者です」

「グレンダ侯爵……やはりな」

　前皇帝の甥おいで、ユウェルに次いで王位継けい承しよう第二位だった人物。

　年齢は三十そこそこだし、議会では彼を推おす声もないではなかった。けれど、怠たい惰だな人物像の評判は昔から芳かんばしくなく、お世せ辞じにも人望があるとは言えない。王位継承者一位を押し退けてまでの器うつわとは到とう底てい言えず、なし崩くずしにその線は消えたのだった。

「だが、現時点でユウェルが亡くなって得をするのはグレンダ侯爵だ。フォロン国は彼を傀かい儡らいにして、セレネイドを支配下に置く算さん段だんなのかもしれない」

「では、最初からエルヴィラ姫との見合いは……」

「そもそも、国境の街でお忍びの席というのが胡う散さん臭くさい。これでは、万一のことが起きたところで〝事故だった〟と示し合わせてしまえば裏の取りようがない。まぁ、そこを見込んで我々も乗り込んだのだが」

「…………」

「上手い具合にニセモノに食いついてくれれば、暗殺計画の全ぜん貌ぼうも摑つかめるだろう。敵は、必ずこの三日間で行動を起こす。くれぐれも、油断はするなよ」

「承しよう知ちいたしました」

　壁に映る影が、こくりと頷く。

　情報収集のみならず、実戦でも役に立つよう訓練を受けているだけあって、物腰には少しも動じたところは見られない。その正体はシオンのみが知っており、スフィルやユウェルですら気づいていないだろう。まさしく、隠おん密みつに敵の動向を探らせるには最適の人物だった。

「あ、シオン様。もう一つ、気になる情報を得ました」

「何だ？」

「実は、フォロン国のことなのですが……どうも国内で、王家転てん覆ぷくの謀はかりごとが進行しているようなのです。すでに、いくつか暴ぼう動どうや作さく為い的てきな事故も勃ぼつ発ぱつしていると……」

「王家転覆……本当か、それは」

「やはり、ご存知ではありませんでしたか。あくまで噂うわさの段階ですが、それがちょうどユウェル陛下即位の辺りからなのです。偶然にしては、少し奇き妙みようではないかと」

「……確かにな。もしそれが事実なら、見合いや隣国乗っ取りどころではない。一体、何がどうなっているんだ。フォロン国の目的は何なんだ？」

　思いもよらぬ新事実に、シオンは少なからず動揺を覚える。

　今回の見合いに際し、フォロン国とエルヴィラ姫に対しては入にゆう念ねんな調査をしたはずだが、そんな噂など一度も耳にしたことがなかった。もし、それが本当なら事態は考えているよりも複雑な様よう相そうを呈ていしているのかもしれない。

　──いや。

　それより何より一番の問題がある。




　どうして、そんな重要なことを今まで知らなかったのだろう。




「どういうことなんだ……」

　葡萄色の瞳が、疑惑と混乱に染まっていく。

　相手が部屋から去り、一人きりになってからも、シオンはひたすら考え続けていた。
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　二日目の午後は、エルヴィラとのお茶会だった。

　晩ばん秋しゆうの風はいくぶん冷たいが、晴天に恵めぐまれたので二階のバルコニーにテーブルを用意する。彼女は柔やわらかな風合いの生き地じに小花柄を散らしたティードレスで現れ、日差し避よけのつば広帽子に揺ゆれるシフォンのリボンがとても愛くるしかった。

「か、可か愛わいい……！」

「え……」

　無意識に口から零こぼれた言葉に、エルヴィラが頰ほおを赤く染める。

　だが、本当に彼女は可愛らしかった。あれ、妹のソニアが着ても似合うかな、などと吞のん気きな感想を抱いだくメグに、給きゆう仕じのために控ひかえていた藍鳥ランニヤオがそっと苦笑いする。いけない、と己おのれを叱しつ咤たし、急いで皇こう帝ていの顔を取とり繕つくろった。

「ええと、座りましょうか」

「はい。今日は良いお天気ですわね」

　丸テーブルの上には、見たこともないお菓か子しがたくさん並んでいた。

　淡あわい色味のマカロンやクリーム、小さなサンドイッチにしっとり生地のマフィン。星や花をかたどったクッキー、果か肉にくたっぷりのタルトとジャム。プチシューの山には、温めたチョコレートソースがかかっている。

（め、目眩めまいがしそう……これ、残さなきゃダメなの。全部食べちゃいけないの～）

　無理、とメグは心の中で呟つぶやく。

　こんな夢のようなテーブル、お役やくご免になったら二度と目にすることも叶かなわない。

　仕事を片づけるとかで幸いシオンは不在だった。いや、彼だけでなくユウェルやスフィルの姿も近くには見当たらない。フォロン側も、侍じ従じゆう長ちよう以外の男性陣はいなかった。

「藍鳥、スフィル団長はどうした？　姿が見えないが」

「スフィル様なら、明日の舞踏会での警備について、フォロン国の近この衛え兵へい団だん副団長とお話をされています。でも、ご安心ください。代わりに精せい鋭えいの近衛兵が、すぐ近くでお守りしていますから。スフィル様も、急いで戻ると仰おつしやっておいででした」

「……そうか。ありがとう」

　おまえを守る、とは言ったものの、彼は責任ある立場だ。重要な案件の決けつ議ぎをフォロン側に一任したり、欠席するわけにはいかなかったのだろう。

（スフィルの件はわかったけど、やっぱり何か変だな。侍じ女じよのユウェルは側に控ひかえて、藍鳥のように給きゆう仕じをするべきなのに）

　実際、藍鳥やエルヴィラの侍女たちはちゃんと揃っているのだ。ユウェルってば、まさか、サボっているんじゃないでしょうね、とメグはたちまち心配になった。皇帝付きの侍女がなまけている姿なんて、もし見られたら国家の威い信しんに関わるではないか。

「……藍鳥、もう一つ尋たずねるが」

「はい。何でしょうか、ユウェル陛へい下か」

「ユ……リアは一緒じゃないのか？　どこへ行った？」

「申し訳ございません。先ほどから姿が見えないのです」

　茶器にお茶を注そそぎながら、困ったように藍鳥が眉まゆ根ねを寄せる。侍女に扮ふんしてはいるが、話題の相手は本物の皇帝だ。彼女も心配しているのだろう。

「あの、ユウェル陛下。わたくし……」

「あ、すみません。エルヴィラ姫。何でしょうか」

　会話がそっちのけだったことに気づき、メグは急いでエルヴィラに向き直った。

　だが、気のせいか先刻よりもずっと表情が硬かたい。何か思い悩んでいるような、強い迷いの色が濃こく浮かんでいる。どうしたんだろう、と訝いぶかしく思っていたら、彼女は思い切ったように唇くちびるを開いた。

「わたくし、昨日の貴方あなたのお話を伺うかがって考えを改めました」

「え？」

「貴方は、本心を包つつみ隠さずわたくしに話してくださったわ。結婚に対しても、白々しい社交辞じ令れいなど言わず、わたくしの……いえ、フォロン国の機き嫌げんを損そこねるかもしれない核心を衝ついてきました。でも、逆にそれで信用できると思いましたの」

「信用……ですか？」

　エルヴィラの言わんとすることがわからず、メグは困こん惑わくしきりだ。

　けれど、彼女は戯たわむれにそんな話を振ってきたのではなさそうだった。昨日と同じく、真剣な目をして真っ直ぐメグを見つめてくる。

「わたくし、貴方にお話ししないといけないことがあるのです。実はこのお見合い……」

「ユウェル陛下！」

　唐とう突とつに、荒々しい声が会話を遮さえぎった。

　何事かと身み構がまえているなかを、ルカが息せき切って駆かけ込んでくる。常に冷静で穏おだやかな彼らしからぬひどい取り乱しようだった。

　まさか、と嫌いやな予感がメグを襲おそう。

「ルカ、どうした？　そんな血けつ相そうを変えて何があった？」

「ユ……ユリアが……侍女のユリアが！」

「え……」

　立ち上がったメグは、動どう揺ようを見せまいと咄とつ嗟さに握にぎる拳こぶしに力を込めた。藍鳥がキッと表情を引き締め、人が変わったように毅き然ぜんとルカに言い放つ。

「落ち着いてください、ルカ様。ユリアがどうしたんですか」

「襲おそわれたんです！　庭園でテーブルに飾る薔ば薇らを切っていたところを、何者かに剣で斬きりかかられました！　幸いスフィル様がお近くにいたのでかすり傷で済みましたが、今は部屋で手当てを受けています！」

「犯人は？　捕とらえたのか？」

　すかさず尋ねたメグの言葉に、彼は無念そうに首を振った。

「それが……一瞬の出来事で……」

「………逃がしたのか」

「申し訳ございません！　スフィル様の命令ですぐ追ったのですが、警護の者も見失ってしまったようです。そもそも、どこから侵しん入にゆうしたのかも不明な有あり様さまで……」

「…………」

「様子を見に行かれた方が良いですわ。ユウェル陛下、わたくしは大丈夫ですから」

「エルヴィラ姫……」

「可か愛わいがっている侍女なのでしょう？　わたくしも、ちらりと見ただけですが覚えています。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみの、まだ幼おさない少女でしたわ。少し、陛下に似ていらっしゃって……」

　ドキ、と心臓が音を立てたが、エルヴィラは途中で気まずく話を止める。さすがに、皇帝と侍女を「似ている」と口走ったのは失礼だと思ったのだろう。

「では、エルヴィラ姫。申し訳ないが」

「どうぞ、お大事になさって」

「ありがとう」

　逸はやる心を必死で抑おさえ、ルカと共に走り出す。

　その間も、疑問が次から次へとメグの脳のう裏りに浮かんでは消えていった。

（なんで……どうしてユウェルが？　変装がバレてたの？　私がニセモノだって、敵が気づいちゃったの？　でも、それなら一体いつ……）

　わからない。なぜ、皇帝の自分ではなく侍女に扮ふんしたユウェルが襲おそわれたのだろう。

　身代わりがバレている可能性に、メグの心は激しく混乱する。

　とにかく一刻も早く、自分の目でユウェルの無事を確認したかった。
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「だから！　本当に何ともないって言っているだろう！」

　宿泊にあてがわれた使用人部屋で、ベッドにふんぞり返ったユウェルが憮ぶ然ぜんと腕組みをする。黙って座っていれば可か憐れんで初うい々ういしい少女なのに、危険を潜くぐり抜けた興奮冷めやらずなのか、態度も口調もすっかり俺サマな男の子に戻っていた。

「すぐにスフィルが飛んできたし、俺にも多少の心こころ得えはあるからな。武器はなかったが、一振りでやられるような鈍にぶい運動神経はしていない。上う手まくよけてやったんだ」

「ユウェル……」

「あの暴ぼう漢かん、俺をひ弱と思い込んで甘く見ていたんだな。愚おろか者ものめ！」

　勢いきおいだけはいいが、彼がほぼ無傷で済んだのは限りない幸運の賜たま物ものだ。

　そのことをちゃんとわかっているのかと詰め寄ろうとしたメグは、ふと目についたユウェルの指が微かすかに震ふるえているのを見み咎とがめた。

（ユウェル、もしかして強がり……だったの……？）

　きゅんと胸が痛くなり、もう何も言えなくなってしまう。

　だが、彼の立場を考えれば、それも無理はないだろう。皆の反対を押し切って同行したのに、標的であるはずのメグより先に怪け我がを負おってしまったのだ。

　情けない、と激しい自じ責せきの念ねんがメグを襲った。

（本来、ニセモノの私が引き受けなきゃいけない怪我なのに……）

　捲まくられた左腕の痛々しい包ほう帯たいを見て、メグの自じ己こ嫌けん悪おはますます深くなる。

　ユウェルが襲われた理由はまだはっきりしないが、入れ替わりがバレているとみるのが一番自然だろう。そうなると、囮おとりの役目も果はたせなかった自分はかなりの役立たずだ。これでは、何のためにニセモノを買って出たのかわからない。

「しかし、大事にならなかったのは不幸中の幸いだ。ユウェルも、その恰かつ好こうで死んだ日には浮かばれないだろ？　皇帝には女装趣味があったのかって、不ふ名めい誉よな噂うわさが流れるぞ」

「スフィル、今はふざけてる場合じゃないでしょ」

　応急処置を手て際ぎわよく終えたスフィルに、メグがしかめ面つらで注意する。

　他に室内にいるのはルカと藍鳥だけで、意外なことにシオンは姿を見せなかった。

「シオン、どうしたのかな。もしかして、どこかで落ち込んでいたりしない？　探しに行かなくて大丈夫かなぁ」

「兄さんが？　いや、さすがにそれはないだろ」

　メグの不安を、スフィルがあっさり否定する。

「むしろ、虎こ視し眈たん々たんと逆ぎやく襲しゆう計画を練ねってるんじゃないかと思うね。身代わり計画が失敗して恥をかかされたわけだし、あいつのプライドは雲を突き破るほど高いから」

「確かにそっちの方がシオンっぽいけど……私はちょっと心配だな」

「へぇ……」

「ふぅん……」

「何よ、スフィルと……ユウェルまで」

　意外だ、と言わんばかりの二人に、メグは居い心地ごこちが悪くなる。

「私、何かおかしなこと言った？　言ってないでしょ？」

「いや、なんか……驚いた。メグが、兄さんの心配をするなんて」

「俺から見ても、メグとシオンは仲が悪そうだったぞ」

「に、苦手よ！　仲が悪いわよ！　そんなの決まってるじゃない！」

　必要以上に大きな声が出てしまい、それがまたスフィルやユウェルを驚かせた。

「あの人、口を開けば失礼なこと言うし、私のことバカにしまくるし。偉そうだし、思いやりがないし、クールに見えて案外細かいし、とにかくもう嫌な奴やつで……」

「…………」

「そ、そりゃあ、悪いとこばっかじゃないけど……」

「わかった、わかった。それ以上話されると、本気で腹立ちそうだからもういいよ」

「え、スフィル、私に怒ってるの？」

「そうじゃなくて」

　さっと青くなるメグの肩を抱き、スフィルが気安く引き寄せる。

　わわっと態たい勢せいを崩くずした身体を胸で受け止め、彼は冗談めかして呟つぶやいた。

「ムカつくのは兄さんの方。なんか面白くなかったんだよな」

「え……」

「面白くないのは俺だ！　何、ドサクサ紛まぎれにイチャついているんだ！」

　ベッドから飛び下りたユウェルが、強引に二人を引ひき剝はがす。

「おまえら、俺が危き機き一いつ髪ぱつだったっていうのに、何を吞のん気きに仲良くしてるんだよ。メグ、おまえは俺の身代わりだろ。もっと本家を心配したらどうなんだ！」

「もちろん心配してるわよ。ルカさんから話を聞いた瞬間、心臓が飛び出すかと思ったんだから。エルヴィラ姫がいたから、何とか平静を保てたようなものよ」

「ユウェル。まさかヤキモチかぁ？　おまえ、自分と同じ顔してる奴を気に入るなんて、どんだけナルシストなんだよ」

「う、うるさいうるさいっ、それを言うなら、男の恰好した奴とイチャイチャしているスフィルだって、かなり気持ち悪いからなっ」

「別に構わないだろ。メグの中身は、れっきとした女の子なんだから」

「メ、メグの中身って……」

　何を連れん想そうしたのか知らないが、ユウェルはカーッと顔を赤くして逃げるように再びベッドへ潜もぐり込んだ。これだけ元気があるなら、ひとまず心配はなさそうだ。

（イチャイチャとか、ほんと男の子ってくだらないこと言うんだから）

　低次元な言い合いにウンザリしたメグは、彼らを放っといてルカに向き直った。

「真面目な話、シオンはどうしているの？　もう連絡はしたんでしょう？」

「はい。図書室で書き物をされていたのでご報告したところ、かなり衝しよう撃げきを受けておられました。もしかしたら、まだそこにいらっしゃるのかもしれません」

「そう……」

　やっぱり、彼が顔を見せないのは気にかかる。

　幼馴染みの立場を捨て、冷たいと誤解されながらも、シオンはユウェルの在位を守るために働いてきた。そんな彼が、スフィルやルカに任まかせきりにしているなんて、どう考えても不自然だ。

「それと……明日の最終日は舞踏会があります。いかがいたしましょう」

「そうだった。私、そのために男性のステップまで練習させられたんだから」

「スラヴァヤの領りよう主しゆをはじめ、招待を受けた者が多く屋敷へやってきます。人の出入りが増えれば、それだけ警備も手て薄うすになる。敵に身代わり計画がバレているなら、中止にした方がいいかもしれません」

「──それはダメだ」

　ルカの進言を、ユウェルがきっぱりと退しりぞけた。

「舞踏会を中止にすれば、敵を捕らえる恰かつ好こうの機会を逃すことになる。俺とエルヴィラ姫の婚こん姻いんを阻止するためにも、連中は必ず明日動く。敵前逃とう亡ぼうなんかしてたまるか」

「そうね。私も中止には反対だわ」

　頼もしい一言に、メグはにっこりと同意を示した。

「今日の襲しゆう撃げきが失敗したのは、敵にとっても手痛い失敗のはずよ。だって、これで私たちも計画がバレてることを知っちゃったんだもの。きっと、向こうも焦あせっているはず。今までより、ボロを出しやすいかもしれないわ」

「メグの言う通りだ！　かすり傷などでビビる俺じゃない！」

「……ですって。本物がそう言っているなら、ニセモノの私は従したがわなくちゃ。ルカさん、そういうわけだから、明日の夜は予定通りに舞踏会を開きましょう。あと、侍女が襲われたことは決して口こう外がいしないよう、上手く関係者に伝えてください」

「……承しよう知ちしました」

　てきぱきと采さい配はいを揮ふるうメグに、ルカも驚きを隠せないようだ。

　スフィルが感心した様子で「皇帝役がサマになってきたじゃないか」と冷やかした。

「兄さんが見ていたら、褒ほめたかもしれないぞ」

「うん。私、今から図書室へ行ってシオンに会ってくる」

「え？　褒めてもらいにか？」

「そんなわけないでしょ！」

　子どもじゃないんだから、と渋い顔で言い返すと、「じゃあ、何しに行くんだよ？」と首を捻ひねられる。メグは少し考えてから、「あのね」と神しん妙みような様子で口を開いた。

「いくら計画が漏れてたからって、ここで身代わり終了じゃあんまりだと思うの」

「へ……」

「だって、私はまだ何の役にも立ってない。こんなんじゃニセモノの名が廃すたるわ！」

「どんだけ負けず嫌いだよ」

　半なかば呆あきれ、半ば笑いながら、スフィルが「そのことと兄さんに関係が？」と尋ねる。

　もちろん、と頷うなずき、メグは悪いた戯ずらっぽく目を輝かせた。

「彼が〝逆襲計画を練ってる〟って言ったのは、そっちでしょ？」
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　スラヴァヤの社交場でもある貴き賓ひん館かんは、二階建ての豪ごう奢しやな建物だ。

　メグたちが起き居きよしている部屋の他、百人近く収容できるダンスホールや食堂、団だん欒らん室しつや遊ゆう技ぎ場じようなど社交に関する設備の充実度は王都のそれにも匹ひつ敵てきする。

　反面、図書室には見栄えのする本が申し訳程度に置かれているだけだ。ここでは純粋に読書を楽しむ者はおらず、書き物や人ひと目めを忍しのんだ逢あい引びきに使われているらしい。

「シオン、わた……じゃない……私だ。入るぞ」

　うっかりメグのまま声をかけそうになり、慌てて声色を取とり繕つくろった。周囲に人の姿は見当たらないが、どこで誰が見ているかわからない。ノックに返事がないので迷ったが、思い切って中へ入ってみることにした。

「シオン、いるんでしょう？」

　扉を閉めたら完全な密みつ室しつになったので、ほっと息を吐はいて素に戻る。

　掃そう除じの行き届いた床が、そろそろと歩くたびに軋きしんだ音を立てた。実家の古い家を思い出し、父と妹は元気でいるだろうかと考える。今日を入れてあと二日、無事に身代わりの務つとめを果たせたら帰れるのだ。そう思うと、自然と背筋が伸びてきた。

（……あ。でも……）

　ふと「戻ってからの方が油ゆ断だんするな」と言ってきた、スフィルの言葉を思い出す。

（あれ、どういう意味なのかな。スフィル、やたら真面目な顔をしてたけど）

　まだまだ、自分の与あずかり知らぬところで秘密が生まれているのだろうか。

　少し怖いな、と思っていたら、本棚の向こう側で人の身じろぐ気配がした。

「……何の用事だ」

　思い切り無ぶ愛あい想そで、限りなく不ふ機き嫌げんな声。

「ああ、良かった。シオン、やっぱりここにいたのね」

「用事は何か、と訊きいている」

　日頃に輪をかけて取りつく島がないが、さすがに慣れたのでいちいち腹は立たない。

　むしろ、セレネイドの全独身女性の憧あこがれ、理想の男性と讃たたえられるシオンの眉み間けんに皺しわの寄りまくった顔を拝めると思えば、特とつ権けんのような気さえしていた。

（まぁ、どんなしかめ面つらでも綺き麗れいに見えるのは、ちょっとズルイと思うけどね）

　考え事をしていたのか、シオンは床に直接座っていた。

　しかも、右の膝ひざを立てて腕をかけた、ずいぶん雑ざつな恰かつ好こうだ。スフィルだって椅子くらいは使うわよ、と呆れたが、そこは賢かしこく黙っておくことにした。

「ずっとここで仕事をしていたの？　午後のお茶会も出ずに？」

「私が見張っていたら、おまえは思う存分菓か子しを食べられないだろう」

「え……」

「たまの息抜きくらい必要だ」

「…………っ!!」

　独ひとり言ごとのように呟かれた言葉は、彼の答えが計算でないことを物語っている。きっと、その破は壊かい力りよくがどれほど凄すさまじいものか、なんて少しもわかっていないんだろう。

　けれど、メグはそうはいかなかった。

　二言目には小娘呼ばわりで、口を開けば説教か文もん句くしか言わないシオン。

　そんな彼が、まさか気を遣つかってくれたなんて想像もしていなかった。いや、自分だけじゃなく、誰だって今の話を聞いたら顔色を変えて驚くだろう。

「うわー」

　こみ上げる感情を持て余し、メグは両りよう頰ほほを包んで声を出した。

「どうしよう。私、叫んじゃいそう……」

「おい、やめろ。ここは図書室だぞ」

「だって、今は私たちしかいないじゃない」

「だったら尚なお更さらだ。奇声を上げる奴と一緒にいるなんて、冗談じゃない」

「……わかった。やめる……」

　そこまで言われたら、強行はできない。メグはすごすご引き下がった。

「それで？　ユウェルの怪我はどうなんだ？」

「え？」

「おまえが私を探しに来るなんて、ユウェルの件に決まっているだろう」

　不意に表情に翳かげが差し、シオンがポツリと付け加えた。

「本当は、すぐに見舞いへ参じるべきだが……」

「大丈夫よ。ほんのかすり傷だし、スフィルと憎にくまれ口ぐちを叩く元気もあるわ。あの調子だと、一言しゃべっただけで侍女じゃないってすぐバレちゃいそう」

「そうか。黙っていれば、愛らしい少女なのに」

「あ、それって遠回しに私のことを褒めてくれてる？」

「何でそうなる」

「だって、ユウェルと私はそっくりなのよ？　つまり、私が女の子に戻ったらあんな感じになるってことじゃない。違う？」

「おまえが……？」

　そんなはずは、と考え込む彼は、まったくメグと結びつけてはいなかったようだ。

　失礼しちゃうわ、とムッとしたが、シオンに限らず「愛らしい」と人から言われたことなど実は一度もなかった。当然、女装したユウェルのような美少女に自分が見えたこともない。同じ顔のはずなのに、と憮然としていると、くすくす笑う声が聞こえてきた。

「な、何よ。笑うところじゃないんだけど」

「確かに不思議な話だ。ユウェルとおまえは同じ顔、それなのに受ける印象がこうも違うとは。ちなみに、今のおまえは本物よりずっと凜り々りしいぞ」

「それ……嬉うれしくない……」

「なぜだ？　〝愛らしい〟も〝凜々しい〟も、等しく魅み力りよく的てきだ。自信を持て」

「…………」

　飾り気のない言葉が、真っ直ぐメグの心に飛び込んでくる。

　それは優しい波は紋もんを描いて、ゆっくりと全身へ広がっていった。

　ユウェルの身代わりとしてじゃなく、メグ・バーシアを認めてくれたんだ──そう思ったら急に張り詰めていた気持ちが緩ゆるんできて、不覚にも泣きそうになってしまう。

「変な顔をして、どうした」

　シオンが、こちらの気も知らないで不ぶ躾しつけなことを言った。人が感動しているのに「変な顔」はないでしょ、と思ったが、今だけは突っかかるのをやめておこう。

「あの……ね、シオン。実は、私が来たのは……」

「ユウェルが襲われた件だろう」

「……うん」

　全てを言う前に意図を汲くまれ、神しん妙みような顔で肯こう定ていする。

「でも、いくつか腑ふに落ちない点があるの」

「言ってみろ」

「まずは、ユウェルが、どうしてあの時間に薔薇を摘みに庭へ出たのか。本当なら、藍鳥と一緒にお茶会の給仕をしなきゃいけないはずよ。人に仕えたことのない彼が、テーブルに飾る花に気を配ったとは思えないでしょう？」

「……そうだな」

「もう一つは、たまたま庭にスフィルがいたことよ」

　メグが、わざわざシオンを探しに来た理由がここにあった。

　今の二点については、さすがにユウェルたちの前で話すのを憚はばかられたからだ。

「偶然にしては、できすぎてない？　もしスフィルがいなかったら、きっとユウェルは死んでいたわ。でも、本当ならスフィルは皇帝の私を守るために、やっぱりバルコニーの近くに待たい機きしているはずだったのよ」

「メグ……おまえ……」

「ねぇ、おかしくない？　これも単なる偶然？」

「…………」

　答えを求めて詰め寄ると、シオンが気き難むずかしげに黙り込んだ。

　メグはじりじりと返事を待ち、自分の考え過ぎだろうか、と弱気になる。だが、やがて眉み間けんの皺しわを消して、シオンが愉ゆ快かいそうにこちらを見返してきた。

「シ……オン……？」

「偶然ではない」

「え？」

「よく気がついたな、メグ。ユウェルの方はともかく、スフィルに関してはおまえが感じた通りだ。あの場所に彼がいたのは、偶然ではない」

「…………」

「なぜなら、私があいつに指示を出したからだ。もしユウェルが一人になったら、理由を作って彼の側にいろ、と。ついでに、フォロン国の近衛兵団副団長についても探りを入れるように言っておいた。要よう領りようのいいあいつは、一度に両方をこなそうとしたんだろう」

「ああ、それで舞踏会の警備の相談を……」

「そういうことだ」

　でも、それならどうしてスフィルは自分やユウェルにその話をしなかったのだろう。

「それも、俺の指示だ。他た言ごん無む用ようと言っておいた」

「一体どうして……。あと、フォロン国の人に探りを入れるってどういうこと？」

「いちいち訊きくな。いずれわかる」

「今、知りたいのよ！」

　気がつけば、声を荒らげていた。

　面食らうシオンに、メグはくしゃ、と顔を歪ゆがめて言いい募つのる。

「だって、ユウェルが襲われたのは私のせいだもの！　私が上手く身代わりを務められなかったから、敵にすぐバレちゃったんでしょう？　それでユウェルが……」

「メグ……」

「シオンやルカさんや……皆にいろいろ教えてもらったのに、私が無駄にしちゃったんだわ。ごめんなさい……ちゃんとできなくて、本当にごめんな……」

「おまえのせいじゃない」

　驚くほど強い口調で、シオンがきっぱりと否定した。

「おまえはよくやった、メグ」

「でも……」

「私が認めているんだ。反はん論ろんするな」

「…………」

　言葉は横おう暴ぼうだったが、その声はひたすら優しく響く。

　それは雨のように心に染み込み、落ち込んだメグを穏やかな気持ちにさせた。

「ころころと、よく表情が変わるな」
















　感心したように呟き、シオンがそっと指を頰へ伸ばしてくる。

　昨夜と同じように触れる寸前で止め、彼は束つかの間まメグと目線を合わせた。

「シオン、あの……」

「大方、ユウェルやスフィルの前では堪こらえていたんだろう。おまえが取り乱せば、あいつらを困らせるからな。その点、私ならそんな気遣いは無用だ」

「え……？」

「おまえが泣こうが喚わめこうが、好きにすればいいと思っているし」

　そう言って、シオンがふわりと透とう明めいな微び笑しようを浮かべた。

　息の止まるような甘い瞬間に、思考が完全に止まってしまう。

「あ……の……」

　魅み入いられたように動けずにいると、やがてシオンはゆっくりと手を引き戻した。

　滑なめらかに空気が揺れ、夢から覚めたように全てが現実に返っていく。

「もう一度言う。おまえはよくやった」

　いつもと変わらぬつっけんどんな口調で、シオンがくり返した。

「昨日も言ったが、エルヴィラ姫との顔合わせは堂々としたものだった。皇こう族ぞくとしての気品、勝ち気で誇り高い表情──ユウェルとは彼が生まれた時からの付き合いだが、確かに彼ならあの場面でああ言うだろう」

「シオン……」

「……いや、今のは無しだ。褒めすぎた」

　感激に打ち震えるメグを見て、我に返ったようにシオンが言い直す。彼はわざとらしく咳せき払ばらいをすると、「あまり自うぬ惚ぼれないように」と念を押してきた。

「ひどい……」

「話を戻そう。今回の計画を知っている人間は、ほんの一握りだ。『三さん賢けん人じん』の残り二人にさえ知らせていない。だが、メグの言動からニセモノだとバレたと考えるには、敵の行動が早すぎる。そうなると、導き出される答えは──一つだけだ」

「裏切り者がいる……」

「そういうことだ」

　ご名答、とでもいうように、シオンが頷いた。

「ユウェル襲撃が計画通りか、あるいは足並みが乱れた結果かはわからない。だが、私が入手した情報によると、暗殺計画にはフォロン側も一枚嚙かんでいるようだ。メグ、エルヴィラ姫に不ふ審しんな点はなかったか？　彼女が加か担たんしているとは思えないが……」

「エルヴィラ姫が？　まさかそんな」

　ありえないわ、と否定しかけた時、先ほどの会話が脳のう裏りを掠かすめた。

『わたくし、貴方にお話ししないといけないことがあるのです。実はこのお見合いは……』

「まさか……」

　彼女は、何を話そうとしていたのだろう。

　まったく予想がつかなかったが、真剣な表情には覚悟のようなものが見て取れた。だが、いくら何でも一国の王女が他国の暗殺計画に関係しているとは思えない。

（でも、何か大事な話をしようとしたのは事実よね）

　今から取って返しても、とっくに部屋へ戻ってしまっているだろう。明日は舞踏会があるので、今頃は支度で大忙しのはずだ。次に話せるとしたら舞踏会の最中、それも誰が聞いているかわからないから、ダンスの間くらいしかない。

「ねぇ、シオン。裏切り者の目星はついているの？」

「そうだな。……確かく証しようはまだないが……」

　念のために尋ねてみると、シオンは苦い表情で明めい言げんを避さけた。

「そっか。じゃあ、やっぱり囮おとりが働かないとダメよね」

「え？」

　シオンの言葉で元気を取り戻したメグは、原点に立ち返って微笑ほほえんだ。

　そう、自分は囮としてここにいるのだ。

　最初からニセモノとバレているなら、別の方法で役目を全うしなくては。

「おまえ……何を企んでいるんだ……」

　不可解な様子で問いかけられ、メグは「あのね」と切り出した。
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　最終日の夜がきた。

　エルヴィラやユウェルなど、王族の肖しよう像ぞう画がは世間に多く出回っている。そこで、彼らの身元を隠すために、舞踏会の客は目元のみ仮面着用が義ぎ務む付づけられていた。

「くそ、これじゃ警備のしようがないな。仮面をつけられたら、誰が誰やらだ」

　軍服の正装に着替えたスフィルが、セレネイド側に用意された控ひかえ室しつで忌いま々いましそうに毒づく。しかし、開催を決めた以上は最さい善ぜんを尽つくすのが務めだ。くれぐれも注意を怠おこらないよう部下に言い聞かせてきた、と言いながら、自身も渋々と仮面をつけた。

「ふふっ。スフィル、何だか怪かい盗とうみたい」

「そうか？　じゃあ、せっかくだから何か盗ぬすんでおくかな」

　メグの軽かる口くちに陽気に答え、何を思ったか不意に顔を近づけてくる。突然間近に迫った漆しつ黒こくの瞳にどぎまぎしていると、彼はそっと声を落として囁ささやいた。

「安心しろ。いつでも、俺が駆けつけるから」

「スフィル……」

　もうこれで何度目だろう、というくらい、新たな念押しをされる。

　スフィルは出会った直後から、事あるごとに「守る」とくり返してきた。彼は騎士だから、誰かを守るのは己おのれの務めだと思っているのだろう。実際、口先だけでなく度ど胸きようも剣の腕も一流で、彼になら安心して命を預けられる。

　でも、とメグは思った。

　もし自分を守るためにスフィルが怪我をしたら、それはやっぱり悲しい。

「ありがと、スフィル。でも、私は大丈夫よ」

「メグ……？」

「これでも、甘えん坊の妹と頼りない父親の面倒をずっと見てきたんですからね。見た目よりタフだし、気持ちはそんなにヤワじゃないから。あ、だけど、危ない時はちゃんと助けてもらっちゃうけど……よろしくね」

「任せろって」

　ニヤ、と不ふ敵てきに微笑み、彼は景気よくメグの背中を叩いた。

「しっかし、シオンもおまえも大だい胆たんなこと思いつくよなぁ。俺、最初に話を聞いた時はムチャクチャやるな、って感心したよ。ユウェルも驚いていたぞ」

「まったくだよ！」

　ユウェルが呆れたように唇くちびるを尖とがらせ、会話に割り込んでくる。幸いなことに傷の痛みも消えたようで、小生意気な表情は健けん在ざいだった。

「いくら身代わりとはいえ、メグの捨て身作戦、俺は本当は反対なんだ。でも、犯人たちの尻尾しつぽを摑むにはまたとない機会だとシオンが言うし、どうせ俺が嫌だと言ったところでメグは翻ほん意いなんかしないんだろ？」

「だって、私の仕事はユウェルを守る囮になることだもの。ここで働けなかったら、何のために男の恰好までしたのかわからないわ。そうでしょ？」

「そうだけど……」

「──ユウェル。この期に及んで決心が鈍にぶるようなことは言わないように」

　遅れて部屋に入ってきたシオンが、眉を顰ひそめて諫いさめてくる。彼も正装の民族服に身を包んでおり、その優美な容姿はまるで凜りんと咲く百ゆ合りのようだった。

「それに、他人の心配をしている場合ではないぞ。ユウェルに限らず、皆自分に与えられた役割をこなすことだけを考えろ。一つのズレが失敗を招く」

「案じるな、シオン。女じよ装そうしてくっついてきて、怪我して終わりじゃ情けないからな」

　堂々と腕を組み、自信に満ちた笑顔をユウェルが見せた。先日のやり取り以来、シオンが私的な場では呼び捨てに戻ったせいか、その顔はひどく満足げだ。二人の間の小さなわだかまりが溶けつつあることを、メグはこっそり喜んだ。

「そういえば」

　何か思いついたように、スフィルがシオンへ声をかける。

「楽団の方はどうなった？」

「問題ない。先ほど話を通してきた。……メヌエットにしたからな」

「メヌエットかぁ。踊っている最中だったら、相手に気の毒しちゃうかもな」

　仮面をつけたスフィルの軽かる口くちに、シオンは不快そうに片眉を上げる。

「おまえ、そういう恰好するとますます胡う散さん臭くさいな。会場で、女性客に愛あい想そを振ふり撒まいたりするんじゃないぞ。肝かん心じんな時に動けなくなる」

「あのな、何度も言ってるけど、俺は女を口く説どいてまわったりしてないって」

「でも、確かにスフィルの態度は誤解を生むかも。気をつけた方がいいんじゃない？」

　メグがくすくす笑いながら冷やかすように言うと、彼は「誤解ってなんだよ」と困り顔で食い下がってきた。

「俺は、いたって自然に振る舞ってるだけだぞ」

「それはわかるけど、必要以上に顔を近づけてきたり、優しく慰なぐさめてくれたり、不安な時に声をかけたりしてくれるじゃない。そういうの、女の子は弱いと思うな」

「いや、それはおまえだからであって……」

「え？」

「あ、いや！　別に？　そういうことじゃなくてだな、ほら、なんだ、メグは頑がん張ばってるだろ。そういう奴は、応援したくなるんだよ。男とか女とかは関係なく！」

　しまった、とでもいうように、スフィルが懸けん命めいに言い訳を始める。メグは無む邪じや気きに「ありがとう」と返したが、シオンやユウェルは、やや白けたような表情で黙っていた。

「まぁ、正装した皆さまが揃うと迫はく力りよくがありますわ。思わず見み惚とれてしまいます」

　身支度を整えた面々が勢ぞろいする様を見て、藍鳥が感動したように呟く。

　確かに、とメグも心の中で同意した。

　よくもまぁ、これだけ傾けい向こうの違う美形が集まったものだ。

（そういえば、王宮広場で会った時も正装だったな……）

　懐なつかしい思いで、初めて彼らに会った時のことを思い出す。

　あれから一月程度しかたっていなんて、何だか噓のようだった。住む世界の違う彼らと、同じ空間で対等に話をしている自分が信じられない。

（まして、ニセモノとはいえ私は皇帝になって、彼らに仕えられているなんて）

　大貴族ジュレット家の美び貌ぼうの当主、『三賢人』のシオン・ジュレット。

　近衛兵団で一兵団を率ひきいる若き騎士、スフィル・ジュレット。

　生まれながらに王者の資し質しつを持つ、将来が楽しみな皇帝、ユウェル・シャマラン。

　それぞれが特別な魅力と立場にあって、誰もが彼らに憧あこがれている。そんな三人が、かりそめではあるけれどメグの従者としてここにいるのだ。これが夢でなくて何だろう。

（たとえ三日間だけでも、私には一生の宝物だわ）

　そう思ったら、誇らしさと同時にしんみりとしてきてしまった。

　見合いが無事に終わり、王都へ帰ったら、きっと三人とは二度と会うこともなくなるだろう。それどころか、口を利きくことさえ畏おそれ多い相手になってしまう。

　淋さみしいな、と思った。

　スフィルの存在は、誰にも甘えずにきたメグに初めて「誰かに頼る」心地好さを教えてくれた。陽よう気きな彼とのやり取りに癒いやされ、安らぎや安心をたくさん与えてもらった。

　皇帝として、普通の男の子として、二つの顔を持つユウェルは刺激的だった。無条件に畏い怖ふを覚える快感と、守ってあげたくなる気持ちの両方を味わい、だからこそ身代わりを引き受ける決心ができたのだと思う。相手がユウェルだから、メグは頑張れた。

　それから……──。

「──大丈夫か」

　ふと頭上に影が差し、つられてゆっくりと目線を上げた。

　目の前にシオンが立ち、こちらを窺うかがうように見下ろしている。無ぶ愛あい想そうな声音は変わらないが、その眼まな差ざしには労いたわりが含まれていた。

「もしも怖くなったのなら正直に言え。他の作戦を考えてやる」

「シオン……」

　彼の言葉に驚いたのは、メグだけではない。

　特にスフィルは絶ぜつ句くして、初めて見るような目で異い母ぼ兄けいを見つめていた。ユウェルの命を守るためなら、メグが犠ぎ牲せいになってもやむを得ない──そんな頑かたくなな態度を目まの当あたりにしていただけに、一体どんな心境の変化が彼にあったのかと思う。

「大丈夫よ」

　にっこりと、メグは答えた。

　やせ我が慢まんでも何でもなく、心の底からそう言うことができた。

（何でかな。シオンには、私、褒められたい。認めてほしい。私という人間を、ちゃんと見てほしいって……凄すごく凄くそう思う）

　自分でも説明のつかない想いを、メグはそっと胸に閉じ込める。ニセモノ皇帝としての時間が終わりに近づいている今、自分の願いは叶わないかもしれない。でも、それなら尚更、最後の舞台は立派に務めたかった。

「そうか。だが、くれぐれも油断はするな」

　メグの覚悟を知ってか知らずか、シオンはいつもと変わらない素そっ気けなさで頷いた。

「敵の目を欺あざむくために、今夜スフィルは側に付かせない。もし襲われても、最初の一いち撃げきはおまえ自身の力でかわさないと命に関わるぞ。わかっているな？」

「ええ。任せておいて」

　真っ直ぐ彼の目を見つめ返し、力強くメグは言う。

「言ったでしょ、剣の扱いは心得ているって。間違っても、瞬しゆん殺さつされるようなヘマはしないわ。たとえ相手が殺し屋だろうと、父さんに習った剣なら負けやしない」

「こいつの腕は確かだよ、兄さん。ただ、斬り合いになったら体力で劣おとる分、圧あつ倒とう的てきに不利なのは事実だ。どれだけ早く俺が駆けつけ、加か勢せいできるかで勝負は決まるな」

「ああ。伝達役は、私が子こ飼がいにしている者にやらせる」

「子飼い？　誰だよ、そいつ」

　思わせぶりなシオンの言葉に、スフィルが疑問の声を上げる。

　一体どんな人物だろう、とユウェルやメグも興味津しん々しんで答えを待つ中、シオンは無表情のまま視線を室内の一人へ移した。

「いい機会だから、紹介しよう。父から家か督とくと共に譲ゆずられた、代々ジュレット家の手足となってくれる一族の末まつ裔えいだ。情報収集や伝達能力に長たけ、隠おん密みつ行動には何でも対応する」

「改めて、よろしくお願いします。皆様」

　紹介を受け、可か愛わいらしい小柄な少女がちょこんと腰を落として挨あい拶さつをする。

「え……おまえ……侍女の……」

「噓うそっ、藍鳥ランニヤオがそうなのっ？」

「ありえねぇ……」

　あまりに意表を突きすぎて、メグたちは三者三様に啞あ然ぜんとなった。

　皆の驚きよう愕がくをよそに、藍鳥は普段と変わらずニコニコしている。

　華きや奢しやで小柄で、艶つややかな黒髪と相あいまってお人形のよう、とメグが感想を抱いた彼女が、よもや「隠密行動」専門の従じゆう者しやだなんて容よう易いには信じられなかった。

「メグ様、黙っていて申し訳ありません。私は、昔からジュレット家にお仕えしている一族の娘なのです。本来は皆様の目に触れる場所へ出たりはしないのですが、今回はシオン様より〝侍女として振る舞え〟との命令がありましたので、特例となりました」

「特例……」

「はい。ユウェル陛下の身代わりとして、女性のメグ様が選ばれたからです。そうなると、身の回りのお世話をするのも女性でないとまずいですし、秘密が守れることが絶対条件ですから。その点、私なら心配はいりません」

　簡潔に事情を説明し、彼女はスフィルに向き直る。

　物もの怖おじしない彼もさすがに動どう揺よう冷めやらずなのか、心なしかたじろいでいた。

「ご安心ください、スフィル様。人目に触れないよう、メグ様の様子は私が見守ります。もし暗殺者が現れたら、すぐさま知らせに走ります」

「そ、そうか。頼もしいな」

「はい。足には自信があります」

　余裕ある口ぶりに、半はん信しん半はん疑ぎだったスフィルもようやく安あん堵どしたようだ。メグは藍鳥に駆け寄ると、感激のあまり彼女にぎゅっと抱きついた。

「凄すごいわ、藍鳥。カッコいい！」

「メグ様……」

「お蔭で勇気が湧わいてきた。どうかよろしくね！」

「はい！」

　元気のいい返事の後、視線を合わせた二人は「ふふっ」と笑い合う。

　ここまできたら、もう運を天に任せるしかない。

　けれど、運命を神様に預けっぱなしにするのは嫌だった。こんなにも心強い味方が周りにいるのだから、せめて自分にできることは最大限務めようと思う。

「メグ、頼むから怪我するなよな。特に顔は死し守しゆしろよ！」

「ありがとう、ユウェル。でも、一番大事なのは貴方の安全よ。それを忘れないで」

「……うん」

　神しん妙みような顔で頷くユウェルの隣で、スフィルがシオンと話している。

「兄さん、どうして藍鳥のことを俺にまで内ない緒しよにしていたんだよ。俺だってジュレット家の人間なんだぞ。ほんと、あんたって食えないよな。実の弟も信用できないのか」

「喧けん嘩かなら、王都に戻ってから買ってやる。今は目の前のことに集中しろ」

「ああ、そうだな。どのみち、王都へ戻ったらあんたとは決着をつけなきゃならないし」

「え、それってどういうこと？」

　気になる一言が耳に入り、悪いとは思いつつ口を挟んでしまった。

　直後にスフィルが（まずい）と顔色を変え、シオンがさっと表情をなくす。だが、すぐさま「何でもない」と突き放すと、追及を逃のがれるように仮面を付けてしまった。

「さあ、時間だ。そろそろ行くぞ」

「ちょっと待ってよ。すっごく気になるんだけど！」

「絡むな。これは、私たち兄弟の問題だ」

「でも……」

「おまえは、皆で無事に王都へ帰ることだけを考えろ」

　つれなくかわされたが、「皆で帰る」という言葉にメグは現実の重さを認識する。

　そうだ、まずは全員が無事で王都に帰るのが先決だ。

　腰の位置に隠し持った短剣にそっと触れ、メグは勇いさましく覚悟を決めた。





[image: ]






　夜の七時を待って、舞踏会が開催された。

　スラヴァヤは国境近い土地柄故ゆえ、開放的で賑にぎやかな街であり、その熱はそのまま会場に移ってきているようだ。多くの招待客がダンスに興きようじ、笑いさざめき合い、物珍しい料理に舌した鼓つづみを打っていたが、王都から離れているせいか、気取った空気が微み塵じんもないところも特徴的だった。

「まぁ、ユウェル陛下。仮面がよくお似合いですわ」

　シオンやスフィルと連れだって会場へ入るなり、エルヴィラがすぐに近づいてきた。

　彼女は宝石を散りばめた仮面をつけ、念入りに着飾った姿は冬ふゆ薔ば薇らのような気品と華やかさに満ちている。会場の熱気にやや興奮して、滑らかな頰が紅潮していた。

「あ、いけない。今夜は、お名前でお呼びするわけにはいきませんわね。わたくしのことは、どうぞエリーと呼んでくださいな。幼い頃、父がわたくしをそう呼んでいましたの。貴方のことは、何てお呼びすれば良いかしら」

「では……私のことはエルとでも」

「エリーとエルね。ふふっ、まるで姉きよう弟だいみたい。楽しい夜になりそうだわ」

「では、エリー。一曲踊っていただけますか」

「え……」

　恭うやうやしく差し出された手に、ほんの一瞬エルヴィラが戸と惑まどう。

　何か、と目で問うと、慌てて笑顔を返してきたが、心なしか表情がぎこちなかった。

「ごめんなさい、わたしったら……」

　気を取り直した彼女は優ゆう雅がに右手を預け、小鳥のように小首を傾かしげる。

「何だかとても堂どう々どうとなさって……あ、今までも充じゆう分ぶんそうでしたけれど、ええと、どんな風に言ったらいいのかしら。なんだか、初めてお会いするみたい」

「そうですか？　仮面のせいじゃないかな」

「ええ……多分そうですわね」

「お二人とも、ワルツが始まってしまいますよ」

　シオンがさりげなく会話に割り込み、踊ってくるように勧すすめてきた。

「ああ、シオン。そうだ、ちょっとおまえに話がある。エリー、申し訳ないが少しだけ待っていてもらえますか。すぐに戻ってきます」

「わかりましたわ。急いでくださいね」

　にっこり笑うエルヴィラと別れ、シオンを引っ張って隅に移動する。そこではスフィルが早さつ速そく女性たちに取り囲まれていたが、これ幸いとばかりに二人の方へ逃げてきた。

「私の忠告は無駄だったようだな、スフィル。緊張感がなさすぎる」

「知るもんか。勝手に寄ってくるんだよ」

「大丈夫かな。エルヴィラ姫、何か気づいたようだけど」

　不安げに訴うつたえると、二人から異い口く同どう音おんに「大丈夫だって」「心配するな」と言われる。

「でも、藍鳥がフォロン国の人間とグレンダ侯爵が通じている情報を摑つかんだってことは、エルヴィラが何かやったりする可能性だって……」

「人目の多い会場で、それはないだろう。一国の王女が、そんなに軽けい率そつな行動を取るとは思えない。それに、まだ彼女が計画に加か担たんしているとは決まっていないし」

「そうか……うん、わかった」

　安堵して頷いた後、ふと庭の方が気になった。

　あちらは、上手くいっているのだろうか。

「……いや。自分の役目を務めなきゃ、だ」

　シオンの言葉を思い出し、気持ちを切り替えて深呼吸する。

「それじゃ、頑張ってダンスの相手をしてこようかな。いろいろ、彼女の思惑も聞き出したいし」

「ああ、しっかりな。未来のセレネイド王妃なんだ、粗そ相そうしちゃダメだぞ」

「未来の王妃？　彼女が暗殺に関わっていたら、破は談だんは免まぬかれないのに？」

「それは……まぁ、そうだけどな」

　うっかり漏らした不ふ穏おんな呟きに、スフィルが鼻はな白じろんだ。

　彼は真意を窺うかがうような目で、疑惑たっぷりに「おまえさ……」と言う。

「そうなったらいいな、みたいな顔してないか？」

「してないよ」

「そうか？」

「してないってば」

「くだらないやり取りは、その辺にしておけ。エルヴィラ姫がお待ちだ」

　呆れてシオンが咎とがめると、ようやく二人とも言い合いを止めた。

　一曲終えた楽団が、続けて人気の高いワルツ曲を奏かなで始める。

　はたして、この美しい旋せん律りつは庭の侍女まで届いているだろうか。
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　屋敷から漏もれる光が、庭園を淡あわく照らしている。

　その薄うす闇やみの中を、一人の侍女が歩いていた。生あい憎にくと冬薔薇の咲く一画までは遠く、暗い足元が厄やつ介かいだ。おまけに、どういうわけか警備の人間も見回ってはいないので、怖いくらいに人気がなかった。

「こんな時間に、庭の薔薇を摘つんで来いだなんて」

　己を鼓こ舞ぶしようと独ひとり言ごとを呟いても、シンと闇やみが飲み込んでしまう。そこはかとなく流れてくるワルツの音色だけが、僅わずかな心の慰なぐさめだ。

『舞踏会が終了した後、摘んだ薔薇を陛下の名前で寝室に贈おくり届ければ、エルヴィラ姫はきっと感激します。すでに、だいぶ打ち解けてはいらっしゃるようですが、ダメ押ししておくに越したことはないでしょう。大丈夫、今夜は舞踏会に備えて庭まで警備の者が目を光らせています。昨日のようなことは、決して起こりません』

　そう言って庭へ行くよう勧めた相手の顔を、複雑な思いで脳のう裏りに描えがいた。

　同じような言葉を巧たくみに用もちいて、昨日の昼間「薔薇を摘んで」テーブルへ飾っておきましょうと庭へ誘導したのも彼だった。その事実には、少なからず衝撃を受けている。自分でさえそうなのだから、立ち直れないほど痛いた手でを被こうむっている者もいるに違いない。

「シオン、大丈夫なのかな」

　はぁ……と溜ため息いきをついた瞬間、背後で微かな気配がした。

「……！」

　ハッとして身構え、息を殺して動きの行方を追う。

　小さな息遣い、忍んだ足音。神経を集中して聞き耳を立て、相手の人数を把は握あくする。

（……最低でも三人。でも、幸い後ろは一人だけ）

　三人同時に斬りかかられたら厄介だが、左右の気配は少し遠かった。反はん撃げきを食らった際の助すけ太だ刀ちとして、待たい機きしているのかもしれない。

　瞬発力を高めるため、ぐっと全身に気を蓄たくわえた。

　向こうは殺すつもりで襲ってくるだろうし、気迫で負けていたらダメだ。すぅ、と息を吸い込んだ刹せつ那な、ヒュッと頭上で空気を切る音が鳴った。

　キンッ！

　振り下ろされた刃を短剣で止め、振り向きざま派手にスカートを翻ひるがえす。

　後こう頭とう部ぶから一いつ刀とう両りよう断だんを狙ねらった敵が、鼻先を掠かすめる衣装で態勢を崩した。その隙すきを突いて剣を薙なぎ払はらい、改めて応おう戦せんの態たい勢せいを整える。

　残りの二人が、こちらへ駆けてくる足音がした。状況ははてしなく不ふ利りだ。

　でも、逃げない。

　ここで逃げたら、手掛かりは何も得られなくなるだろう。それでは、意を決してこの場に挑いどんだ意味がなくなってしまう。

「さあっ！　殺すつもりなら、死ぬ気でかかってきなさいよ！」

「おまえ……」

　キッと顔を上げて、相手を強く睨にらみつける。

　まばゆい月光が降り注ぎ、侍女の服を纏まとった少女の容よう貌ぼうを鮮やかに照らし出した。それを見るなり、敵の三人が気け圧おされたように息を吞のむ。

「おまえ、ユウェル陛下じゃないのか！」

「あ、わかっちゃった？　同じ顔してるのに、おかしいなぁ」

「ふざけるなっ。ユウェル陛下が、そんな殺さつ気きに溢あふれた目をするものか！」

「ふぅん、なかなか参考になることを聞いたわ。そうよね、皇帝ともあろう者がそんな物ぶつ騒そうな目をしてちゃダメよね。うん、ありがとう。これから気をつける」

「貴様……」

　人を食ったようなメグの言葉に、三人は激しく面食らったようだ。

　それでも半はん信しん半はん疑ぎな者もいて、ジロジロとメグを凝ぎよう視しする。だが、もし目の前の侍女がユウェルの変へん装そうなら、ここまで鮮やかに最初の一いち撃げきをかわせはしなかっただろう。

「くそ、いつの間に入れ替わったんだ。昨日は確かに……」

「そこで失敗したのが、あんたたちの敗はい因いんよ。私たちだってバカじゃないわ。あの襲撃が何を意味するか、考える時間は充分にあった。その結果が今なんだから」

「こ……の……クソ生意気な娘が……」

「そもそも昨日と同じ展開で、ユウェル陛下がのこのこ庭に出てくるわけないじゃない」

　ギリリ、と正面の敵が臍ほぞを嚙かむ。

　驚いたことに、彼はフォロン国の近衛兵の制服を纏っていた。それならわざわざ暗殺者を忍びこませるまでもないと、メグは心の底から呆れてしまう。

「最初から、敵てき陣じんに飛び込んでいたってわけね」

　思わず溜め息を漏らしてから、改めて剣を構え直す。

「さあ、白状しなさい。一体、誰の命令なのか。正直に教えてくれたら、命だけは助けてあげる。それとも、今ここで私に斬り殺されたい？」

「バカを抜かせ。おまえ一人、その短剣で三人の男を相手に亘わたり合えるものか」

「そんなの、やってみなくちゃわかんないわ」

　威い勢せいだけは負けまいと、メグは精一杯に胸を張る。

「私の信しん条じようよ。〝何でもやってみなくちゃわからない〟！」

「ふざけるなッ！」

　瞬しゆん時じに殺気が蘇よみがえり、一人が素早く斬りかかってきた。

　紙一ひと重えでかわしたが、すぐに次の攻撃がやってくる。眉間に振り下ろされる寸前、かろうじて短剣で防いだが、じりじりと力で押されて絶体絶命になってきた。

「う……く……」

「ほらほら、どうした？　やってみなくたって、わかっていたことだろう？」

　苦く渋じゆうの表情のメグを、相手がニヤニヤといたぶり始める。

　その様を見物したいのか、他の男たちはあえて手を出さずに剣を下ろした。標的のユウェルを仕し留とめ損そこねた鬱うつ憤ぷんをぶつけようという魂こん胆たんだろう。

　でも大丈夫、負けやしない。

　心の中で、自分に語りかける。

「だ……って……ワルツが……変わったもの……」

「はぁ？　何、言ってるんだ、おまえ」

「ワルツの曲が……メヌエットに……」

　遠く流れる旋せん律りつは先ほどとは違う曲になっていた。意味不明な呟きに相手が首を傾げた瞬間、黒い影が目にも止まらぬ速さで剣を撥はね飛ばす。

「メグ！　無事か！」

「スフィル……」

　素早く背後にメグを庇かばい、仮面を脱ぎ捨てたスフィルが声を荒らげた。

　殺気立った連中が一斉に剣を構え、新たな乱らん入にゆう者しやに牙きばを剝むく。

「何だか、おまえと初めて会った時を思い出すな」

　こんな場面でも、相変わらず緊張感のない男だ。メグは苦笑いをして、「悔くやしいわ。棒でもあれば対抗できるのに」と減らず口を叩いた。

「まぁ、ここまで粘ねばっただけ大したもんだ。ごめんな、遅くなって」

「大丈夫よ。メヌエットに曲が変わったから、もうすぐ来るってわかったし。お蔭で、震えないで頑張れたわ。藍鳥、本当に足が速いわね」

「ああ。会場に俺がいないと敵が警けい戒かいするっていうから、待っている間、本当に生きた心地がしなかった。間に合って良かったよ」

「嬉しいな。皆がユウェルだけじゃなく、私の身まで心配してくれて」

　感激のあまりそう呟いてから、あっと慌てて付け加える。

「あ、あのね、今のは嫌いやみで言ったんじゃなくて……」

「わかってる。けど、話の続きは後でな！」

　言うが早いか、襲いかかる男たちを剣で勇ましく迎え撃うつ。

　その動きは夜よ目めにも鮮あざやかで、一連の流れは見み惚ほれるほど滑らかだった。スフィルが国内でも一、二を争う使い手であることを、メグは己の目で深く実感する。

　そうして。

　庭の片隅で、危険な攻こう防ぼうが繰り広げられているこの時。

　屋敷の中でも、別の戦いが始まろうとしていた。
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「おまえは、この部屋だろうと思ったよ」

　図書室の扉を開け、シオンが静かに中へ入る。

　室内は庭に面した窓が全開になり、バルコニーには一人の青年が佇たたずんでいた。

「ここからは庭が一望できる。薄うす闇やみでも、人の動きくらいはわかるからな──ルカ」

「やはり、お気づきでしたか」

　まったく動揺していないところを見ると、ある程度覚悟はしていたらしい。

　ルカは小さく息を吐くと、庭の一角を残念そうに見下ろした。

「ええ、よく見えます。あの素早い動きは、恐らくスフィル様ですね。彼が間に合ったのであれば、暗殺も失敗に終わるでしょう。こうなると、昨日ユウェル陛下を殺し損そこなったのが本当に悔くやまれます。あの時も、まさかスフィル様が庭に出ているとは予想外でした。全て……貴方の采さい配はいだったのですね」

「…………」

「いつから、私を疑っていらしたのですか？」

「ユウェルが、お披ひ露ろ目めのバルコニーで襲われた時だ」

　シオンの言葉に、初めてルカが表情を変えた。

　微かな狼狽を押し殺し、彼は穏やかな顔に無理やり微び笑しようを浮かべる。見慣れていた相手がこんなにも不ぶ気き味みに見えることに、シオンは胸を痛めずにはいられなかった。

「あの日の警備は万全だった。それまでに、何度も危険に遭そう遇ぐうしていたからな。それなのに、いとも易やす々やすとナイフを持った男が侵しん入にゆうするのはありえない。警備に通じた人間が、手引きをしたと考えるのが自然だ。だが、ユウェルに近づけるとなると更に犯人は絞しぼられてくる。もっともユウェルに近いのは私だ。その私にもっとも近いのが……おまえだ」

「さすがです、シオン様」

　くすり、と小さくルカが笑んだ。

「そして、本当に用心深いお方だ。同行の者でさえ、初めから完全に信用はしていなかったのですね。私も、そこまでは見抜けませんでした」

「申し訳ないが、異母弟おとうとに言わせると私は〝腹黒で性格が悪い〟らしいからな」

「相変わらず、スフィル様は口がお悪い」

　開き直った言い分に、ルカが笑い声をたてる。その様子は王宮にいる時と変わらず、今どうして彼を詰きつ問もんしているのかと、不思議に思えてくるほどだった。

　しかし、騙だまされてはいけない。

　今回の暗殺計画において、ルカは最重要人物に違いないのだから。

「明日ユウェルが襲われたのは、偶然や間違いではない。彼が本物だとバレていたからだ。その事実を知る者は、今回同行した人間に限られている。先刻言った、バルコニーの件と同じだ。しかも、彼に庭の薔薇を摘むよう指示したのはおまえだと本人から聞いた」

「…………」

「そして、今夜だ。おまえはメグとユウェルが入れ替わっていることに気づかず、侍女に扮したメグをユウェルだと思って再び庭へ誘ゆう導どうした。その時、言ったそうだな」

「ええ、正確にはこうですね。〝今度は舞踏会ですから警備の者を増やしておきました。ご心配には及びません〟」

「笑わせる。フォロン国の警備の人間は、おまえの息がかかっていた。スフィルの部下を排はい除じよして、今度こそ確実にユウェルを殺す気でいたな？　フォロン国の人間と密みつ談だんしていたのも、おまえだったのか。何もかも、おまえが企んでいたんだな、ルカ！」

　激げつ昂こうすまいと自じ制せいを働かせていても、話している間に怒りがこみ上げる。

　ルカは腹心と言ってもいいほど、シオンによく仕えてくれていた。ユウェルの即位に合わせて摂せつ政しようの地位に就ついた時も、力強く励まし、支えてくれた部下なのだ。

「貴方は、幼い頃から聡そう明めいでした。私が家庭教師についていた時も、水が砂に染み込むように何でもすぐに理解された。ジュレット家の次期当主として相応しい人物にならねばと、常に己を律りつしながら生きておられる姿に感かん服ぷくしておりました」

「……当然だ。長男に生まれた以上、私の進むべき道は決まっている。だが、間違ってもそれは王家に背そむくことではない。まして王位継承権も持たないのに、皇帝の座など考える方がどうかしている。ルカ、おまえの言っていることはムチャクチャだ！」

「夢を見たいのです！」

　虚うつろな笑みを浮かべながら、ルカは天を仰あおいで声を張り上げる。

「皇帝となったシオン様が、国民から賢けん帝ていとして賞しよう賛さんを浴びる姿を！　私がお教えした知識、振る舞い、それらが新しいセレネイドの王を生んだと言われたかった！　私は貧乏貴族の出で、世間からは忘れ去られた一族の人間です。だが、家柄だけなら王家の傍ぼう流りゆうに当たる！　王族の末まつ端たんにいるのです！　その私が、新しい王を作る！」

「ルカ……」

「どうして、それをわかってくださらないのですか。今まで、私はシオン様に尽くしてきました。それもこれも、全て貴方を皇帝の座に就かせたいがためなのに！」

　心の底から逬ほとばしる、歪んだ権力への欲望。

　その凄まじい執しゆう着ちやく心しんにシオンは圧倒され、言葉を失ってしまった。

「シオン様、ご無事ですか！」

　バタバタと慌ただしい気配がして、複数の人間が部屋へ駈け込んできた。自じ白はくを待って踏み込めとあらかじめ命令されていた、信頼できるユウェルの部下たちだ。

「外で待機しておりましたが、シオン様の声が途切れたので……」

「……連れて行け」

「は……」

「いいから、さっさとこいつを連れて行け！」

「はっ」

　気き丈じように命令を下したものの、そこまでが精一杯だった。

　疲れ切ったシオンは口を閉ざし、身柄を拘こう束そくされるルカを苦く渋じゆうの眼差しで見つめる。彼に妄もう想そうを植え付け、愚ぐ行こうに走らせたのが己の存在かと思うと、身震いするほど自身が疎うとましかった。

「シオン様！　シオン様──ッ！」

　ルカは狂くるったようにシオンの名前をくり返し、彼こそ皇帝に相応しいと叫び続ける。

　その場に一人佇たたずみながら、シオンは限りない孤独の中にいた。
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　暗闇の中、身じろぎもしない人影にメグがそっと声をかけた。

「──シオン。シオンなんでしょう？」

　返事はなかったが、背の高い美しい立ち姿を見間違えるわけがない。遠慮がちに中へ入ると、できるだけ静かに彼へ歩み寄っていった。

「あのね、庭の方も綺麗に片付いたわ。今、暗殺計画に加担していた人間を片かたっ端ぱしからスフィルたちが捕えている。フォロン側の方は、エルヴィラ姫が協力してくれてるの。でね、彼女が詳しい話を聞かせてくれるって言うんだけど……」

「……そうか」

「あの……」

「悪いが、おまえとスフィルに任せる。後で報告してくれ」

　声音は淡々としているが、どんな表情をしているのかは窺うかがい知れない。

　全てを拒絶するような背中が、月光に縁取られてメグの心を搔かき乱みだした。

「シオン、大丈夫？」

　他にもっと気の利きいたことが言えれば、と歯がゆくてたまらない。ルカは、容易たやすく他人を信用しないであろうシオンが長い年月信頼を寄せていた相手だ。言葉で癒いせるようなものではないのかもしれないが、それでも何か言ってあげたかった。

（どうしよう……言葉が何も浮かばない……）

　メグも、最初にシオンから「ルカが怪あやしい」と聞かされた時は驚いた。穏やかで礼儀正しく、控ひかえめで忠実な家臣──それが、彼に抱いていた印象だからだ。けれど、いくつかの例を挙げ、ほぼ間違いないだろうと言った時のシオンはひどく冷静な顔をしていた。

『私のところへ、フォロン国内部の不穏な動きは情報として入ってこなかった。無論、世間では噂うわさにさえなっていない極ごく秘ひ情報だが、ルカなら入手できたはずだ。私の元へ届く情報は、彼が重要か否かの取捨選択をする。こんな大事なことを知らせないなんて、意図的でしかないだろう』

　あの時は、冷静な人だな、と感心した。

　腹心の部下の裏切りに、こうまで事務的に対処できるなんて凄い、と。

（でも、違ったんだ。全然、そんなことなかった）

　当たり前じゃないの、とメグは浅せん慮りよな自分が情けなかった。どんな人間だって辛つらくないはずがない、苦しくないわけがないのだ。

「あの……あのね、えっと……」

　一人で、そっとしておく方がいいのかもしれない。余計なお節せつ介かいを焼いても、彼には煩わずらわしいだけだろう。頭ではわかっているが、メグはその場を立ち去れなかった。

「そうだ、アップルパイ！」

「え？」

　突然場違いな単語が飛び出したので、向こうも怪訝に思ったようだ。反応があった、と嬉しくなり、メグは勢い込んで話し出した。

「実はね、私アップルパイが得意なの。もう、めちゃくちゃ美味しいのよ。でね、お城へ戻ったら張り切って焼くから、それを食べて元気を……」

「おまえは、私を殺す気か？」

「えっ？」

「私は、リンゴがこの世で一番嫌いなんだ！」

「あ……」

　しまった。スフィルから聞いていたのに、うっかり忘れていた。

　瞬時にさーっと血の気が引き、メグは失言に打ち震える。元気を出してもらおうと思ったのに、これでは単なる嫌がらせだ。

　どうしよう、どんな言い訳も通用しない。大だい地じ雷らいを踏んでしまった恐怖と自己嫌けん悪おで、メグはひたすら小さくなった。

「まったく……おまえは……」

　振り向かない背中から、刺とげ々とげしい声がウンザリしたように響く。

　だが、どういうわけか覚悟していた罵ば倒とうは続かず、やがて低く押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

「シ……オン……？」

「おまえは……本当に……」

　観かん念ねんしたようにこちらを向き、お手上げだと言わんばかりに笑われる。

　え、と初めは戸と惑まどったが、すぐにメグは嬉しくなった。

　良かった、シオンが笑っている。

　それは決して明るい笑い声でも、朗ほがらかな笑顔でもなかったが、月に照らされた薄闇に相応しい、とても悲しくて──優しい音色と瞳だった。
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　舞踏会も終わりに近づき、会場はますます盛り上がりを見せている。

　だが、その喧けん騒そうから遠く離れた一室では、ユウェル、メグ、スフィルの三人がエルヴィラから驚くべき話を聞かされていた。

「じゃあ、この見合いは最初から噓だったんですか？」

「噓と言いますか……口こう実じつだったのです、ユウェル陛下にお会いする……」

「どういうこと……」

　開口一番、混乱した声を上げるメグに、エルヴィラが申し訳なさそうな顔をする。

　彼女から事前に話を聞いたというユウェルが、しかめ面つらをして先を続けた。

「フォロン国の内部に、王家を倒して新しい国を作ろうという動きがある。内密に調査を進めていたら、どうも賛同者にグレンダ侯爵がいたらしいんだ」

「グレンダ侯爵って、現在の王位継けい承しよう権けん第一位じゃないか」

　メグに続いて、今度はスフィルが呆あつ気けに取られる。そうなんだよ、と皇帝として由ゆ々ゆしき問題に直面したユウェルが、ますます渋い顔になった。

「それで、フォロン国の王は考えた。何しろ、グレンダ侯爵は前皇帝……要するに、俺の従兄いとこにあたる。だったら、彼だけじゃなくセレネイドの王家が裏で画かく策さくしているんじゃないかって。でも、なかなか証しよう拠こが摑つかめない。そうこうしている間に、裏切り者はどんどん増えていく。何でも、外務大臣の補佐官とか近衛兵団にまでいたらしい」

「えっ、それって今回の姫の同行者なんじゃ……」

「そうなのです。尻尾しつぽを摑ませるため、父はわざと彼らを抜ばつ擢てきしました。国から離れてセレネイドの領土へ入れば、必ず密談の機会を作るだろうと思ったからです。ユウェル陛下と直接お会いして、真意を探ることも目的の一つでした。それらを一度に満たす場として、見合いという口実がもっとも相応しかったのです」

「なんてこと……じゃあ、結婚は……」

「……申し訳ありません。帰国したら、丁てい重ちようにお断りする予定でした」

「…………」

　呆れて物が言えないとは、このことだ。

　メグとスフィルはしばし絶ぜつ句くし、同情たっぷりの目をユウェルに向ける。

「えっ、何？　俺、振られたことになってるのか？」

　冗談じゃないぞと怒りまくるユウェルをよそに、エルヴィラは再び口を開いた。

「でも、初日にわたくしが不ぶ躾しつけな質問をした際、ユウェル陛下は正直に答えてくださいました。あの時の目を見て、この方は信用できる──そう思ったのです。少なくとも、隣国に手を回して革命をそそのかすような真似はしない、と」

「あ、いや、あれは俺じゃな……」

「そうそう！　あの時のユウェル陛下は、カッコよかったわ……です！」

「だなだな！　俺は、近衛兵団団長として誇ほこらしかった！」

　うっかり口を滑すべらせそうになった彼を、わざとらしく持ち上げる。急に大声を出されたエルヴィラは面食らっていたが、やがて何が可お笑かしかったのか小さく笑い出した。

　沈ちん鬱うつな空気が、笑い声で少しずつ明るくなっていく。

　取とり澄すました彼女も素敵だったが、年とし相そう応おうの少女めいた姿はその何倍も魅み力りよく的てきだった。

「まぁ、いろいろあったけど」

　ユウェルが、深々と溜め息をつく。

「黒くろ幕まくの正体には驚かされたが、これから計画の一部が明るみに出るだろう」

　不思議なことに、その一言がその場の雰囲気を塗り替えた。

　厳かな眼差しをメグたちへ向け、ユウェルは凜とした口調で労いの言葉を口にする。

「スフィル、メグ、本当にご苦労だったな。セレネイド皇帝として、今回の二人の働きに心から感謝する。その忠ちゆう誠せい心しん、大たい義ぎであった」

「ユウェル……陛下……」

　呼び捨てでいい、と言われてきたが、メグは自然に『陛下』と紡つむいでいた。それほどに、目の前のユウェルは威い厳げんに満ちている。絶対者としての力強さは、お披露目でバルコニーの彼を見た時に感じたものと同じだった。

「やっぱり……本物には敵かなわないわね」

　感嘆の呟きに、エルヴィラが不可解な顔で「え？」と訊き返す。

「あの、そういえば先ほどから思っていたのですが……貴女、こうして近くでよく見るとやっぱり陛下によく似ていらっしゃるわ。まさか、それで庭園で間違えられたのかしら」

「まっ、まさか、畏れ多いですよっ。第一、私スカートですし！　スカート穿はいた皇帝なんて、いくら暗殺者たちが愚鈍でも間違えたりしませんって」

「でも……」

「たまたまです！　たまたま！」

　必死でごまかすメグをよそに、ユウェルとスフィルが笑っている。

　助け船を出す気など、まったくないようだ。薄情な二人を恨みながら、メグは懸命に最後の噓を突き通した。
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　嵐のような一夜の後、王都へ帰る朝がやってきた。

　全てを包つつみ隠さず明かしたエルヴィラは別れの時に改めて謝しや罪ざいの言葉を口にし、それから少しはにかんだようにユウェルへ言った。

「もし、ユウェル陛へい下かがまだ結婚をお望みにならないのなら、あと数年たってからもう一度わたくしと会ってはいただけませんか？」

「え……」

「今回は、残念ながら陛下を騙だますような形になってしまいました。ですから、わたくしもおとなしく国へ帰ろうと思います。でも、貴方あなたが素敵な殿との方がたであることは間違いありません。いつか、正せい妃ひを迎えるお気持ちになった時、わたくしのことを思い出していただけると嬉うれしく思います。では……ごきげんよう」

「ご、ごきげんよう……」

　従じゆう者しやに傅かしずかれて馬車に乗り込んだ彼女を、呆あつ気けに取られてユウェルは見送る。

　その後ろ姿を見守っていたスフィルが、藍ラン鳥ニヤオと一緒に侍じ女じよの恰かつ好こうをして控ひかえていたメグへそっと耳打ちをしてきた。

「あれ、ユウェルにしたら複ふく雑ざつだろうな」

「どうして？」

「わかんないのか？　エルヴィラ姫が惚ほれたのは、庭で話したおまえだよ。つまり、彼女はニセモノ皇こう帝ていの虜とりこになったのさ」

「え、まさか……」

　噓うそでしょ、と思わず顔が強こわ張ばったが、隣の藍鳥も同意を示すようにくすくす笑う。そんなぁ、と焦あせるメグをよそに、シオンが「私たちも行くぞ」と無ぶ愛あい想そうな声を出した。

「帰ったら、やることが山積みだ。ルカの尋じん問もんもあるし、まだ全てが彼一人の画かく策さくとは決まっていない。まだまだ、油ゆ断だんはできないんだからな」

「ちょっと待てよ。それ、どういう意味だ？」

　乱暴にシオンの肩を捕らえ、スフィルが血けつ相そうを変えて詰め寄る。

　メグやユウェルもさっと青ざめ、平和だった空気に緊きん張ちようが漲みなぎった。

「現段階では、何とも言えないが」

　眉み間けんに皺しわを復活させ、シオンは低く声を落とす。

「いくらルカが巧たくみに話術を操あやつったとしても、何もかも一人でやるには無理がある。フォロン国の革命、グレンダ侯こう爵しやくの懐かい柔じゆう、ユウェルの暗あん殺さつ──これだけの事態を動かすには、もっと権力や立場のある人間の助じよ力りよくが必要ではないかと思う」

「じゃあ、そっちが本当の黒くろ幕まく……」

「王位継けい承しよう権けんのない私を皇帝に就つかせるという荒こう唐とう無む稽けいなルカの妄もう想そうに、誰かが付け込んだ可能性は無視できない」

「…………」

　それじゃあ、とメグは息を詰つめた。

　考えもしなかった展開に、心はざわざわと波打ち始める。

　つまり──まだまだ、ユウェルの危険は去っていないってこと？

「あ、もしかして」

　スフィルに言われたセリフがふっと脳のう裏りを掠かすめ、メグはぽろっと呟つぶやいた。

「王都へ戻っても油断しちゃダメだって、スフィルが言ったのはそういうこと？」

「えっ？」

「だって、私に気をつけろって言ったじゃない。それって、王都でも引き続き身代わりを務つとめることになるかもしれないからだったのね？　でも、私が家に帰りたがっていたから言い出せなかったんじゃ……」

「あ、えーと、それは、だな」

「──スフィル」

　地じ獄ごくの底から響くような、そら怖ろしい声がした。
















　スフィルが珍しく真っ青になり、全身をかちこちに固まらせる。

「おまえ、勝手にそんな話をしたのか。どういうつもりなんだ」

「ど、どうもこうも……」

「ねぇねぇ、シオンもそんな怖い顔してどうしたの？　私ならいいのよ。こうなったら乗りかかった船だもの、黒幕が捕つかまるまでニセモノとして最後まで働くわ！」

「メグ……」

　シオンとスフィルが同時にこちらを向き、深々と溜ため息いきをついた。ドッと疲労したような彼らとは対照的に、話を聞いていたユウェルがぱあっと顔を輝かせる。

「本当か、メグ！　じゃあ、おまえまだ俺の側にいるんだな！」

「え、ええ。ユウェルの役に立てるなら、頑がん張ばるつもりよ」

「やった！」

　快かい哉さいを上げて抱き付く皇帝に、「あ！」とまたしても兄弟が声を揃そろえた。

　メグは面食らいつつも、嬉しくなってユウェルをぎゅっと抱き締め返す。

　家族に会うのが少々遅れるのは残念だが、皇帝の身代わりなんて一生に一度しかできない経験だ。だから、この際とことん満まん喫きつしてやろうと思う。

「それでもって、今度こそ見破られないようにニセモノを極めるわ！」

「安やす請うけ合いなどして、知らないぞ」

　シオンが、苦い顔で溜め息をついた。

　けれど、葡ぶ萄どう色いろの目はちゃんと笑っている。

「大丈夫だって。堅苦しい王宮内じゃ、今回よりもっと状況が厳しいだろうけど。でも、その時はいくらでも俺が守ってやるからな」

　お決まりのセリフを口にして、スフィルがユウェルごとメグを抱き締めた。苦しいよ、と文句を言いながら、ユウェルも無む邪じや気きな笑顔を見せる。

「では、私もメグのお手並み拝見といこうか」

　シオンが意味ありげな笑みを浮かべ、勝ち誇ったように言った。

「本当に、美味しいのだろうな」

「え……でも……」

「努力はしてみよう」

「シオン……」

「何だよ、聞き捨てならないな！」

「シオン！　メグ！　おまえら二人だけで何をわかり合ってるんだ！」

　喚くスフィルとユウェルを無視して、シオンが恭しく右手を差し伸べてくる。

「では、帰るとしようか、ニセモノ皇帝」

「はい！」

　メグは弾はずんだ心で、自分の手を彼の手に重ねた。
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　こんにちは、神かん奈な木ぎです。はじめまして、あるいはお久しぶり、かもしれません。このたびは「ニセモノ皇こう帝てい～」読んでくださって、どうもありがとうございました。前作とは打って変わって明るめのお話になりましたが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　今回のお話を作るにあたって、担当様といろいろ相談しました。

　その中で私が一番書きたい！　と思ったのがいわゆる逆ハーもので、たくさん周りに美形がいるのに、己おのれの使命に一生懸けん命めいでちっとも色っぽい雰ふん囲い気きにならないヒロイン、という図式に一人盛り上がってしまったのを覚えています。とはいえ、せっかくカッコいい男の子を出すのなら、やっぱり少しずつでもいいからラブも欲しい……などと贅ぜい沢たくなことも考えつつ、このような物語が生まれました。

　メグを巡めぐるいろいろな謎なぞは、まだ全部が明らかにはなっていません。彼女もニセモノ皇帝としては、やっとスタートラインに立ったかな、というところです。せっかくの男女入れ替わりネタなので、その辺の笑えるエピソードをもっと入れたかったのですが、チャンスがあったら次回は頑がん張ばりたいな、と思います。

　そのラブ面ですが、私としては「メグのお相手は、三人の誰でもありだな」という気持ちで書いていましたが、読まれる方によってその辺は意見が分かれるところかも、

　自分にそっくりな女に惚ほれるなんてないわー、とか。

　頭の切れる男が、十五の小娘を相手にするかなー、とか。

　それは恋じゃなく保ほ護ご欲よくなんじゃないですかー、とか。

　はっ。今、自分で書いていてフラグを折ったような気がする（笑）。いやいや、メグもちょっとずつですが乙女おとめとして成長していきますので、もしも続きがあったらその辺りを楽しみにしていてくださると嬉しいです。まだまだキナ臭いことも、ありそうですしね。

　素晴らしいイラストを描いてくださった、雲くも屋やゆきお先生。前から大ファンで、先生のイラストで少女小説を書くというのが密ひそかな夢でした。大変なご迷惑をおかけして申し訳なかったのですが、可か愛わいくカッコよく麗うるわしいキャラたちを、生き生きと描いていただけて感激です。この場を借りて、心からお礼を申し上げます。そして、担当様も根気よく明るく最後までご指し導どうくださって、本当にどうもありがとうございました。

　ではでは、またの機会にお会いいたしましょう──。
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